『國民新報』1939年4月16日
朝鮮靑年と愛國心

國民になくてならぬものは愛國心 (あいこくしん)だが、ことに青年 (せいねん)にして、愛國心 (あいこくしん)のないのは、病的 (べうてき)であつて、まことに恥づべき事 (こと)だ。
青年 (せいねん)の最 (もつと)も望 (のぞ)ましい野 (や)心 (しん)は、大君 (おおきみ)の御爲 (みため)、御國 (みくに)のため、きよい生命 (せいめい)を捧 (ささ)げることで、陛下 (へいか)の軍人として、戰 (いくさ)に出 (で)ることは、青年として、この上 (うへ)もない歡喜 (よろこび)であり、感激 (かんげき)であり、本望 (ほんもう)である。特別 (べつ)志願兵 (しがんへい)諸君 (しよくん)をして、奮 (ふん)然 (ぜん)起 (た)たしめたのは、實 (じつ)に此 (こ)の純情 (じゆんじよう)[だ]。
　しかし愛國心 (あいこくしん)は、必 (かなら)ずしも戰 (いくさ)の塲 (には)に於 (お)いてばかりではない。本當に愛國心 (あいこくしん)を持つて居るものなら、その人の日常生活の、いづれも愛國心 (あいこくしん)の現はれでないものはない筈 (はず)である。人々 (ひとびと)が、その日常 (にちぜう)生活 (せいかつ)において國 (くに)を忘 (わす)るる時 (とき)には、その國 (くに)は衰 (おとろ)へ、遂 (つい)に亡 (ほろ)びるのであるが、國 (くに)の榮 (さかえ)なしには個人 (こじん)の成功 (せいこう)も幸福 (こうふく)もないのだ。世界 (せかい)のためとか、全人類 (ぜんじんるい)のためとか云 (い)つて、國 (こく)家 (か)を離 (はな)れ超越 (てうえつ)して、進路 (しんろ)がある如 (ごと)くおもふのは迷 (まよ)ひである。
　それなら愛國心 (あいこくしん)とはなんであるか。それは日 (につ)本 (ぽん)を我 (わ)が家 (いへ)と思 (おも)ふことであり、我が身 (み)、我が生命 (せいめい)と思ふことである。この感情 (かんぜう)は天皇 (てんのう)を我が父君 (ちちきみ)と慕 (した)ひまつり、事 (つか)へまつることである。戰 (せん)線 (せん)の兵士 (へいし)達 (たち)が、死 (し)の瞬間 (しゆんかん)に於 (お)いて陛下 (へいか)の萬 (ばん)歳 (ざい)を唱 (とな)へるその心 (こころ)なのである。儆 (けい)虔 (けん)と感謝 (かんしゃ)と歡喜 (かんき)とに溢 (あふ)れる叫 (さけ)びこそ、戰死 (せんし)の兵士 (へいし)の萬 (ばん)歳 (ざい)なのである。それは兵 (へい)士 (し)にのみ限 (かぎ)られた喜 (よろこ)びではない。眞 (しん)に愛國 (あいこく)心 (しん)に生 (い)きるものは、誰 (だれ)でも、その地位 (ちゐ)や職業 (しよくげう)が何 (なん)であらうとも、その臨終 (りんじう)の一言 (げん)は、ささやかなる務 (つとめ)を成 (な)し遂 (と)げ感謝 (かんしや)と満足 (まんぞく)との中 (うち)に、この生命 (せいめい)を引取 (ひきと)りますという云ふことでなくてはならぬ。
ところが朝鮮 (てうせん)の人 (ひと)は長 (なが)い間 (あいだ)愛国心 (あいこくしん)から離 (はな)れた生 (せい)活 (くわつ)をして居 (を)つた。愛国心 (あいこくしん)がしつかり我 (わ)が心 (こころ)となつて居 (ゐ)ない。國家 (こくか)を離 (はな)れて家 (うち)も子孫 (しそん)の繁栄 (はんえい)もないと云 (い)ふ眞 (しん)の國 (こく)民的 (みんてき)自覚 (じかく)が未 (ま)だ薄 (うす)い。これではいけない。ここに朝鮮 (てうせん)青年 (せいねん)の重大 (じゆうだい)な使命 (しめい)がある。二千三百萬の朝鮮 (てうせん)同胞 (どうほう)をば、日本 (につほん)の歴史 (れきし)を分擔 (ぶんたん)する力強 (ちからつよ)き、榮 (はえ)ある國 (こく)民 (みん)の域 (いき)に引上 (ひきあ)げるのは、實 (じつ)に朝鮮 (てうせん)青年 (せいねん)の神聖 (しんせい)なる本分 (ほんぶん)なのだ。いやしくも朝鮮 (てうせん)青年 (せいねん)ともあるものは、宜 (よろ)しく猛 (もう)省 (せう)一 (いち)番 (ばん)しなければならぬ秋 (とき)ではないか。小 (ちさ)き己 (おのれ)を棄 (す)て、日本をしつかりと抱 (いだ)きしめよ。たとひ學 (がく)窓 (そう)に居 (ゐ)る身 (み)分 (ぶん)でも、銃 (じう)を取 (と)つて戰塲 (せんぜう)に立 (た)つ心 (こころ)掛 (がけ)でなくてはならない。
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文壇慰問使の意義

　朝鮮 (てうせん)文壇 (ぶんだん)慰問使 (いもんし)として金東仁、朴英熙、林學洙三氏が、去 (さ)る十五日北支 (ほくし)へ向 (むか)つた。朝鮮 (てうせん)文壇 (ぶんだん)の慰問使 (いもんし)が前線 (ぜんせん)に送 (おく)られたことは實 (じつ)に一大事件 (だいじけん)であり、一紀元 (きげん)を畵 (くわく)するもので決 (けつ)して誇張 (こてう)ではない。
　朝鮮 (てうせん)の文學 (ぶんがく)は未 (ま)だその眞 (しん)意義 (いぎ)が多 (おほ)くの人に認識 (にんしき)されて居ない。それは歴史が若いのと、成人層 (せいじんそう)の朝鮮民衆 (みんしゆう)が文學、藝術 (げいじゆつ)に對して關 (くわん)心 (しん)と理解 (りかい)の浅 (あさ)いのによる。
　今日の朝鮮文學はその質 (しつ)において、將 ([はた])量 (りよう)において、已に草創期 (さうそうき)を脱 (だつ)したのみならず、その影響 (えいけう)殊に青年層 (せいねんそう)に對する感化力 (かんくわりよく)において、實に驚 (おどろ)くべきものがある。他に多くの讀物を持た[せ]ない朝鮮においては、文學書 (しよ)は一種 (しゆ)の宗教的 (しうけうてき)な感化力を有 (いう)することを見逃 (みのが)してはならない。
　然 (しか)るに、この朝鮮文學は、未 (いま)だ曾 (か)つて、國民的感情 (かんぜう)によつて動 (うご)いた例がなかつたのである。抑 (そもそも)朝鮮の新文學は民族思想 (しそう)を根據 (こんきよ)とし背景 (はいけい)として起 (おこ)つたもので初期 (しよき)の作品は、純 (じゆん)文學的であると云ふよりは一種のイデオロギー的のものであつた。
　もつと率直 (そつちょく)に云 (い)えば、國 (こく)民的 (みんてき)感情 (かんぜう)に觸 (ふ)れることを避 (さ)けて居たのであつた。次 (つぎ)に歐 (おう)洲 (しう)大戦後 (たいせんご)、左翼文人團體 (さよくぶんじんだんたい)さへ結成 (けつせい)され、一しきり青 (せい)年間 (ねんかん)にはマルキシズムの色彩 (しきさい)を帶 (お)びた文學 (ぶんがく)でなければ顧 (かへり)みないと云 (い)ふ時期 (ぢき)もあり、民族 (みんぞく)主義 (しゆぎ)の文學 (ぶんがく)と共産 (けうさん)主義 (しゆぎ)の文學 (ぶんがく)と、いはゆる同 (どう)伴 (はん)者 (しや)の文 (ぶん)學 (がく)と云 (い)ふ様 (よう)な文學 (ぶんがく)はあつたが、日本國 (につぽんこく)民 (みん)として、國 (こく)民的 (みんてき)感情 (かんぜう)圏内 (けんない)において作 (つく)られた文學 (ぶんがく)はなかつた。
　それがこの度 (たび)の文壇 (ぶんだん)の皇軍慰問使 (いもんし)派遣 (はけん)を契機 (けいき)として左右両翼 (れうよく)共從來 (じうらい)の思想 (しそう)を一擲 (いつてき)し文 (も)字 (じ)通 (とほ)り呉 (ご)越 (えつ)同 (おな)じ舟 (ふね)に乗り國 (こく)民的 (みんてき)感情 (かんぜう)一色 (しよく)となつたのである。總 (そう)督 (とく)府 (ふ)當 (とう)局 (きよく)においても又 (また)軍 (ぐん)當 (とう)局 (きよく)においても、この擧 (きよ)に賛意 (さんい)を表 (へう)して、種 (しゆ)々斡旋 (あつせん)の勞 (ろう)を取 (と)り、激勵 (げきれい)の辭 (じ)を與 (あた)へられたかに聞 (き)いてゐる。これこそは朝鮮 (てうせん)文人 (ぶんじん)の手 (て)による、始 (はじ)めての聖 (せい)戰 (せん)の描寫 (べうしゃ)と讃美 (さんび)なのであつて、それのみにても誠 (まこと)に意味 (いみ)深長 (しんてう)なものであるが、續 (つづ)いて、やがてこの三 (さん)作家 (さつか)により聖戰 (せいせん)の描寫 (べうしゃ)と讃美 (さんび)と、朝鮮 (てうせん)における、最初 (さいしよ)の國 (こく)民的 (みんてき)文學 (ぶんがく)が生 (う)まれ、ここに新 (あたら)しく出 (しゆつ)發 (はつ)した朝鮮 (てうせん)文學 (ぶんがく)が、朝鮮 (てうせん)民衆 (みんしう)――殊に明日 (めうにち)の主人 (しゆじん)たる青年層 (せいねんそう)に如 (い)何 (か)に深 (ふか)く廣 (ひろ)き影 (えい)響 (けう)を與 (あた)へるかはいふまでもない。
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死しての後のほまれ[footnoteRef:1]　　―靖国神社招魂式 [1:  単行本『同胞に寄す』では「の」を取って「死して後のほまれ」とされている。] 

　
四月二十三日から靖國神社 (やすくにじんじゃ)の臨時 (りんじ)大祭 (たいさい)で、これには今度の事變で國に殉じた一萬三百八十九柱の英靈 (えいれい)を、護國 (ごこく)の神々として神鎭 (かんしづ)めまゐらせる招魂式 (せうこんしき)が主 (しゆ)となつて居る
二十三日には招魂式があり、二十五日には畏 (かしこ)くも聖上 (せいじよう)陛下 (へいか)、靖國神社 (やすくにじんじゃ)に行幸 (げうこう)御 (ご)親 (しん)拜 (ぱい)あらせられ、その時刻 (じこく)たる午後十時十五分を期 (き)して全 (ぜん)國 (こく)一齊 (せい)に默禱 (もくとう)を捧 (ささ)げたのである。
靖國神社 (やすくにじんじゃ)に祀 (まつ)られて居 (ゐ)る英靈 (えいれい)の中 (なか)には、昨年 (さくねん)合祀 (ごうし)の榮 (はえ)に浴 (よく)した半島出身[者]もあるのだが、今度 (こんど)また關東軍自動車隊 (かんとうぐんじだうしやたい)運轉手 (うんてんしゆ)金子元 (きんしげん)、朝鮮總督府巡査黄辰植 (こうしんしよく)、同 (おな)じく趙 (てう)然 (ぜん)軫 (ちん)の三 (さん)氏 (し)がこの光 (こう)榮 (えい)を擔 (にな)ふこととなつた。金子元氏の令弟は『靖國神社に祀られることそれだけで滿足です。私どもの忠義 (ちうぎ)の心は内地の人に決して劣 (おと)りませぬ』と述べたさうであるが、誠 (まこと)に頼 (たの)もしいことである。
『靖國神社 (やすくにじんじゃ)で逢はう』
とは出征 (しゅつせい)する軍人 (ぐんじん)と、それを見 (み)送 (おく)る親 (おや)兄 (けう)弟 (だい)との挨 (あい)拶 (さつ)の言 (こと)葉 (ば)である。生きては歸 (かへ)らぬ意氣 (いき)を示 (しめ)すことだが、同時 (どうじ)に男児 (だんじ)死所 (ししよ)を得 (え)たことを喜 (よろこ)ぶ意 (い)味 (み)にもなるのである。而 (しか)も國 (くに)のために死 (し)することによつて、微塵 (みじん)も願ふものはない。ただ立 (りつ)派 (ぱ)に死 (し)んで護 (ご)國 (こく)の鬼 (おに)となることそれだけなのだ。金子元 (きんしげん)氏 (し)の令弟 (れいてい)が云 (い)つた『靖國神社 (やすくにじんじゃ)に祀 (まつ)られること、それだけで滿 (まん)足 (ぞく)です』――これなのだ。
朝鮮人もこれから、どしどし靖國神社 (やすくにじんじゃ)に祀 (まつ)られなければならない。朝鮮の青少年 (せいせうねん)たるもの正に靖國神社 (やすくにじんじゃ)をその魂の置塲 (おきば)と心得 (こころう)べきである。朝鮮にも師團 (しだん)所在地 (しよざいち)たる京城と羅 (ら)南 (なん)とに靖國神社 (やすくにじんじゃ)を建 (た)てることになつた。これは實に朝鮮男児の誇 (ほこり)[footnoteRef:2]たるべきである。 [2:  単行本『同胞に寄す』では「誇」が「廟」に代わっている。] 

朝鮮人は元々弱 (よわ)い民 (みん)族 (ぞく)ではなかつた。高句 (こうく)麗人 (りじん)は随煬帝 (ずゐようてい)や唐 (とう)太宗 (たいそう)の大軍 (たいぐん)を撃破 (げきは)した。薩 (さつ)水 (すい)や安城市の大勝利がこれなのだ。百濟 (くだら)に階 (かい)伯 (はく)あり、新羅に官昌郎 (かんせうろう)あり、彼等 (かれら)は何 (いづ)れも義 (ぎ)のためには、死 (し)を見ること鴻毛 (こうもう)のごとくであつた。
かかる祖先 (そせん)の血 (ち)は今日といへども朝鮮人の血管 (けつかん)に流れてゐるのである。
今や朝鮮民族の進む道は一にして唯 (ただ)一あるのみだ。それは生 (い)きては皇國のために忠義 (ちうぎ)の民 (たみ)となり、死しては日本のために護國 (ごこく)の神となることである。徒 (いたづら)に祠堂 (しどう)や墓 (はか)を飾 (かざ)ることなくして魂 (たましひ)を靖國神社や護国 (ごこく)神社 (じんじや)にあづかつて頂 (いただ)くことである。かくしてこそ、祖先 (そせん)の榮譽 (えいよ)を繼ぐことともなり、子孫 (しそん)の繁 (はん)榮 (えい)を圖 (はか)ることともなるのである。
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自己を大事にする

吾等の生活にはあまりに無駄 (むだ)が多い。無駄を多いといふことは、とりも直さず物を大事にしないことである。金目 (かねめ)を惜 (おし)まないとか、物 (ぶつ)慾 (よく)に恬淡 (てんたん)だとかいふことは、一種の徳 (とく)に相違はないが、それと物を大事にすることとは別である。すべて、物を大事にすることは誠に君子人の徳である。物を大事にすることを知らぬ個人は貧乏 (びんぼう)するであらう、かかる個人の多い家庭も國家 (こつか)も貧乏するであらう。然 (しか)るに不幸にも朝鮮では近來物を大事にする精神がすたれたようだ。大事にすべきは物ばかりでない。吾 (われ)等 (ら)の一言一動は、戰塲に於ける戰闘行事 (げうじ)にも比すべきで、眞面目 (まじめ)そのものでなくてはならぬ筈である。この一言一動が集まり積つて人柱 (ひとはしら)となり事業となり、一生となることを理解したら、誰でも從來の自分の生活力の浪費 (ろうひ)に慄然 (りつぜん)たるを禁じ得 (え)ないであらう。無駄 (むだ)なき生活は物においてばかりでなく事においても高調 (こうてう)さるべきである。
併 (しか)し吾 (われ)々が平素 (へいそ)最も粗末 (そまつ)にしてゐるのは、人間 (にんげん)ではなからうか。吾等は十分に人間を大事 (だいじ)にしていゐるのであらうか。迷 (まよ)つた衆生 (しゆぜう)は、おのれを大事にすることを知つて居るつもりでゐるが、他人 (たにん)を大事にすることこそ、眞におのれを大事にするゆゑんなるを悟らない[。]吾等は電車や汽車の中などにおいてお互いに大事にし合はない、さもしい光景 (こうけい)を見せつけられるのであるが、民衆 (みんしう)における、かの精神の貧困 (ひんこん)が交通道徳の缺乏 (けつぼう)、公共 (こうけう)道徳 (だうとく)の缺乏となつて見 (あら)はれるのである。
最後に、眞に自己を大事にするものは君國を大事にし、親 (おや)を、同胞 (どうほう)を、物を大事にするであらう。
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二大痛棒

さき頃 (ごろ)朝鮮軍當局の談として特別 (とくべつ)志願兵 (しがんへい)が學科及術科に於 (おい)ては良好なる成績 (せいせき)を示 (しめ)して居るが突撃 (とつげき)挺身 (ていしん)の氣勢 (きせい)を缺 (か)いて居る、との發表に就き、前號の本欄 (ほんらん)に言及したことがある。今又朝鮮國民精神總動員聯盟總裁 (そうさい)川島大將の談として、新聞紙に次のやうなことが掲載 (けいさい)された。『戰爭の勝敗 (しようはい)は精神力、半島人にはそれが缺けてゐる、川島大將は語る』と云ふ見出 (みだし)で『――戰爭の勝敗は經濟戰 (けいざいせん)といふが精神力 (せいしんりよく)である。大戰前のドイツがさうだつた。ドイツは戰爭に勝つて國民が挫 (くぢ)けたのである。戰爭には最後の五分間と云ふことがある。この覺悟 (かくご)と精神力が、半島 (はんとう)在住 (ざいぢう)の民衆 (みんしう)には缺けてゐるやうに思われるから、半島大衆に注入 (ちうにう)すべきは゛精神力゛である……』と。
この精神力と云ふことばの内容は、極めて廣 (かう)汎 (はん)なものであるが、前後の脈絡 (みやくらく)から見て、犠牲 (ぎせい)の精神や、堅忍 (けんにん)持久 (じきう)の沈勇などを指して居ると思ふ。その『注入 (ちうにう)する』と云ふことばから見れば、愛國心をも含んで居るのかも知れない。そのいづれにしても川島總裁のこの評言は、前述の朝鮮軍當局のことばと共に、『朝鮮在住民衆』に對する二大痛棒であるにかわりはない。
これらの痛棒はそれで打たれる身になつてみれば、苦痛であるに相違ない。この評言を新聞で見た半島の人人は、恐らく首 (くび)を垂 (た)れて深く己を顧 (かへり)みたことだらうと思ふ。自分はこれ程挺身 (ていしん)の氣勢 (きせい)を缺 (か)き精神力に缺けて居るのだらうかと猛省 (まうせい)したことだらう。
しかし半島在住の民衆たるもの、この痛棒にあって落膽萎縮 (いしゆく)してはならない。まして憤 (おこ)つてはならない。これをありがたいお叱 (しか)りとしてよろしく大奮發すべきである。突撃挺身の氣勢を養 (やしな)ひ強 (つよ)き精神力を發揮すべきである。かかる精神はかれらの中にも潜在してゐるだらう。外からの注文によつて得られると云ふよりは適 (てき)宜 (ぎ)なる刺 (し)激 (げき)と感激 (かんげき)とによりて、めざめるものであり、振 (しん)起 (き)されるものだと思ふ。　
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期待さるるお約束[footnoteRef:3] [3:  『同胞に寄す』では「お約束」が「約束」になっている。] 


今度 (こんど)の南總督の東上は朝鮮及び朝鮮人に關し大いなる意圖 (いと)をもつてゐたのだつた。支那事變このかた朝鮮人が示 (しめ)した忠誠 (ちうせい)を畏 (かしこ)きあたりに上達し、首相以下關係要路と今後の朝鮮 (てうせん)統治 (とうち)の新方針に就いて重要な打合 (うちあはせ)をするのが南總督の意中であつたことが、種々の報道 (ほうだう)によつて明らかになつた。
東電の報ずるところに依れば朝鮮をば從來の植民地 (しよくみんち)觀念を一掃 (そう)し『若 (わか)き日本』として、朝鮮人をば、内地人と對蹠 (たいしよ)的 (てき)にでなく『純日本人』として取扱 (とりあつか)ふと云ふことが、その骨子 (こつし)のように思はれる。そしてこの精神の具體 (ぐたい)的 (てき)表現 (へうげん)として、三十年以内に朝鮮人に大陸自 (じ)治 (ち)參 (さん)政 (せい)權 (けん)と徴兵 (てうへい)の義務とを實施すると云ふのである。この文を草する時には南總督は東京を出發、歸任の途中であるが、此文が讀者に讀まれる頃には、或は總督は京城に歸られ、諭 (ゆ)告 (こく)の如き或種の意思表 (へう)示 (じ)をされるかもしれない。その後 (あと)でないと、今度中央當局と朝鮮總督との間 (あひだ)に、取り定 (き)められた新しい朝鮮統治方針の内容をたしかめるすべもないが、もし新聞に報ぜられたことが事実であるとすれば、それはまことに重大なる一轉機 (てんき)であり、朝鮮に關する限り一新 (しん)紀元 (きげん)を劃 (かく)する國家的意思 (いし)表示 (へうじ)と云ふべきであらう、もともと一視同仁 (いつしどうじん)や、内鮮一體と云ふことばの中に、かかる意義 (いぎ)が含 (ふく)まれてゐたとは云へ、それが一定 (てい)の期限を付して約束 (やくそく)されると云ふことは、新しい意味を生 (せう)ずるものと云はざるを得ない。
南總督より直接 (ちよくせつ)新方針の眞相を聴くまでは、かれこれ批評 (ひへう)がましいことを云ふことは差 (さし)控 (ひか)へよう。今や朝鮮及朝鮮人に對して國家 (こくか)は重大なる意思表示をなさんとしてゐる、と云ふ事だけを吾々は念頭 (ねんとう)に置いて、つつましやかに己 (おのれ)を教育し、明日を展望 (てんぼう)しよう。


[bookmark: _Hlk500680766]『國民新報』1939年5月28日
自治訓練

　去る二十一日朝鮮全道一齊 (せい)に府邑面會議員の總選擧が行はれた。多少の選擧違反者 (ゐはんしや)や棄權 (きけん)者 (しや)もあつた様であるがそれはそれとして、投票をした人々が眞 (しん)に良 (りよう)心的 (しんてき)に、自分の屬する自 (じ)治 (ち)體 (たい)のために、或候補者に聖 (きよ)き一票を投じたであらうか。これには各自 (めいめい)反省の餘地があるのではないだらうか。
　今度の總選擧は地方自治制度改正後、第二回目の總選擧であつてこれから四年を經過 (けいか)しなければ次の總選擧は來 (こ)ない譯だが、次の選擧は今度のよりも進んだ、もっと理想に近い選擧にするためには、來 (きた)る四年間をも有効 (ゆうこう)に活用しなければならない。その活用とは民衆の政治教育 (けふいく)であり、自治訓練 (くんれん)である。平生 (へいぜい)何もしないで、いざと云ふ土壇塲 (どたんば)になつて選擧の公正棄權防止を叫 (さけ)んでも始まらない。
　先づ第一に民衆に自治の精神を呑込 (のみこ)ませなくてはならない。面協議會、邑府會抑も何者ぞと云つた様な民衆の認識 (にんしき)では、選擧に熱の上 (あが)らう筈 (はず)がない。之らの機關こそは、吾等の生活と密接不離な關係のあるもので、文化的にも吾等の幸不幸の依 (よ)つて來 (きた)る所であると云ふ自覺さへあれば民衆は自 (おのづか)ら選擧を大事にするに決 (きま)つて居る。しかるに朝鮮の民衆にはまだこの精神が徹底 (てつてい)してゐないのではないだらうか。それだから、候補に立つ者にも、或候補者を心に選んで投票するにも、本當の誠意が缺 (か)けてゐる。自治體の議員が眞 (しん)に自分の生活の支配人であると云ふ實感があるとすれば、心から信頼しない候補者に、いい加減な投票をする様なことはないはずだ。
民衆に政治教育 (けういく)や訓練を施すことは國家の一任務 (にんむ)であるが、殊に朝鮮の如く自治生活の初期 (しよき)にあり、且又遠からざる將來に於いては參政權の賦與も考慮されて居る所では、爲政 (ゐせい)當局は民衆の政治 (せいぢ)訓練 (くんれん)に一層努力せねばならない。男女各學校や青年團などに於いて、自治の精神や習慣を養成することは、最 (もつと)も有効であり望 (のぞ)ましいことでもある様に思われるが、道 (だう)や郡 (ぐん)に學務係、産業係と並んで、自治係と云つた様な一部門 (ぶもん)を置いて、自治指導の任に當らせるのも、過渡期 (かど（ママ）き)の一策ではないかと思ふ。自治に堪能 (たんのう)な民衆でなければ、現代國民の資格はないのだ。



[bookmark: _Hlk500680823]『國民新報』1939年6月4日
國民皆學と三皆[footnoteRef:4] [4:  単行本『同胞に寄す』に収録されていない。] 


　塩原學 (しおはらがく)務 (む)局長 (きよくちよう)は、昭和 (せうわ)二十五年度 (ねんど)より、學 (がく)齢 (れい)児童 (じどう)九割 (わり)以上 (いじよう)収容 (しうよう)の豫 (よ)定 (てい)の旨 (むね)を発表 (はつぺう)した。これは朝鮮 (てうせん)義務 (ぎむ)教育 (けういく)実施 (じつし)の非公式 (ひこうしき)宣言 (せんげん)とみるべきであつて誠 (まこと)に劃期的 (くわくきてき)なことである[。]いはゆる國民皆學 (こくみんかいがく)のお約束 (やくそく)だ。
　抑 (そも)々國 (こく)民 (みん)の資格 (しかく)の基礎 (きそ)は義務 (ぎむ)教育 (けういく)にあるので、これなしには兵役 (へいえき)も參政 (せい)も勤 (つと)まらぬのは勿論 (もちろん)のこと、現代的 (げんだいてき)産業 (さんげう)にたづさはることも出來 (でき)ないのである。かゝる重大 (じゆうだい)な計劃 (けいくわく)が、只今興亞 (ただいまこうあ)の聖戰 (せいせん)で、國家 (こくか)多事 (たじ)の最中 (さいちう)に發表 (はつぺう)されたことに一 (ひと)入 (しほ)意 (い)義 (ぎ)の深 (ふか)きを覺 (おぼ)ゆる、と云 (い)ふのは帝國 (ていこく)の曠古 (こうこ)の大業 (たいげう)に對 (たい)して、國家 (こくか)が朝鮮人 (てうせんじん)に期待 (きたい)し、嘱望 (しよくぼう)することの如何 (いか)に大 (おほ)きく且 (かつ)切 (せつ)なるかを示 (しめ)すことになるからである。云 (い)ひ換 (か)へれば、國家 (こくか)は單 (たん)に米 (こめ)とかカネとか云 (い)ふ様 (よう)な物的 (ぶつてき)資源 (しげん)を朝鮮 (てうせん)に求 (もと)めるのみならず、實 (じつ)に人的 (じんてき)資源 (しげん)に於 (お)いても朝鮮人 (てうせんじん)に深 (ふか)く期待 (きたい)することを意味 (いみ)するのであつて、それは取 (とり)も直 (なほ)さず、吾々 (われわれ)朝鮮人 (てうせんじん)をば國 (こく)民 (みん)として全幅的 (ぜんぷくてき)に信頼 (しんらい)し、以 (もつ)て國 (こく)家 (か)の運命 (うんめい)を分擔 (ぶんたん)せしめようとするあり難 (がた)き眞 (しん)意 (い)を表 (あらは)すこととなるのである。
　國 (こく)民 (みん)として國家 (こくか)に盡 (つく)す道は数 (かぞ)へきれない程 (ほど)であつて、わが生涯 (せうがい)そのものが即 (すなは)ち御 (み)國 (くに)に盡 (つく)すことでなければならぬ。個人 (こじん)生活 (せいかつ)と國 (こく)民 (みん)生活 (せいかつ)とは相即 (そうそく)不離 (ふり)のもので、これを相 (そう)對 (たい)的 (てき)に、甚 (はなはだ)しきは相 (そう)反 (はん)的 (てき)に考 ([かんが])へるのは間違 (まちが)つた了簡 (れうけん)たること云 (い)ふまでもないが、併 (しか)し便 (べん)宜 (ぎ)上 (じやう)兵役 (へいえき)、納税 (のうぜい)、參 (さん)政 (せい)と普通 (ふつう)三つに分 (わ)けてゐるのであるが、この分 (わ)け方 (かた)には重 (じゆう)要 (よう)な一要因 (よういん)をみ逃 (のが)してゐる。それは職業 (しよくげう)の義務 (ぎむ)だ。個人 (こじん)の職業 (しよくげう)が、官吏 (かんり)、軍 (ぐん)職 (しよく)、公職 (こうしよく)は云 (い)ふに及 (およ)ばず、教員 (けういん)、僧侶 (そうりよ)、農 (のう)、商 (しよう)、工 (こう)、その他 (た)最 (もつと)も微 (び)賤 (せん)と云 (い)はるる諸業 (しよげう)に至 (いた)るまで、それは國 (こく)務 (む)の分擔 (ぶんたん)なのであつて、その職業 (しよくげう)によつて得 (え)らるる個人 (こじん)の衣食 (いしよく)と喜 (よろこ)びと名譽 (めいよ)とは寧 (むし)ろ國 (こく)家 (か)への奉仕 (ほうし)の報 (ほう)賞 (しよう)として頂戴 (てうだい)するものであり、吾人 (ごじん)が宇宙 (うちゆう)の本源 (ほんげん)たる神性 (しんせい)に事 (つか)ふることさへも國家 (こくか)への奉仕 (ほうし)を通 (とほ)してのみなされるものである。國家對 (こくかたい)個人 (こじん)のかゝる倫理的 (りんりてき)關係 (くわんけい)（單 (たん)に法律的 (ほうりつてき)、政治的 (せいじてき)關係 (くわんけい)のみにあらず）こそ日本國體 (につぽんこくたい)の眞 (しん)髄 (ずい)であつて、やがてはあらゆる國家 (こくか)の倣 (なら)ふべき道 (みち)即 (すなわ)ち皇 (こう)道 (どう)なのである。
さて、國 (こく)民 (みん)皆兵 (かいへい)、國 (こく)民 (みん)皆 (かい)政 (せい)、國 (こく)民 (みん)皆業 (みなげう)の三皆 (かい)は何 (いづ)れも義 (ぎ)務 (む)教 (けう)育 (いく)―即 (すなわ)ち國民皆學 (こくみんかいがく)に基礎 (きそ)を置 (お)いてゐるのであつて、十年後 (ねんご)に義 (ぎ)務 (む)教 (けう)育 (いく)の実施 (じつし)をみると云 (い)ふこと、三十年内 (ねんない)に徴兵 (ちようへい)と參政權 (さんせいけん)とを賦與 (ふよ)すると云 (い)ふことと、相 (そう)表裏 (へうり)するものである。朝鮮人 (てうせんじん)たるもの宜 (よろ)しく大 (たい)死 (し)一番 (ばん)、三皆 (かい)に堪 (た)ふるの新気魄 (しんきはく)を以 (もつ)て、生 (うま)れかはるべきである[。]
[bookmark: _Hlk500680875]『國民新報』1939年6月11日
生活の美化（美術展覽会を機に）[footnoteRef:5] [5:  この文章は、単行本『同胞に寄す』に収録されていない。] 


　第 (だい)十八回 (くわい)朝 (てう)鮮 (せん)美 (び)術 (じゆつ)展 (てん)覽 (らん)會 (くわい)が目下 (もくか)總督府 (そうとくふ)美術館 (びじゆつくわん)に開催中 (かいさいちう)である。東洋畵 (とうようぐわ)、西洋畵 (せいようぐわ)、彫刻 (てうこく)、土藝 (どげい)の四部 (ぶ)よりなつて居 (ゐ)て、今年度 (こんねんど)に朝鮮 (てうせん)に咲 (さ)いた心 (こころ)の花 (はな)を集 (あつ)めたもので、それだけお國 (くに)に美的 (びてき)富 (とみ)が殖 (ふ)えた譯 (わけ)である。この貴 (たつと)き富 (とみ)は子子孫孫 (ししそんそん)に傳 (つた)へらるべきもので、文藝 (ぶんげい)、音樂 (おんがく)など[と]共 (とも)に民族 (みんぞく)の心 (こころ)を□め、美 (うつく)しくし、高 (たか)くし、又 (また)強 (つよ)くする所 (ところ)の所謂藝 (いはゆるげい)術 (じゅつ)の富 (とみ)なのである。
　賢 (かしこ)く生 (い)き、正 (ただ)しく生 (い)き[、]豊 (ゆた)かに生 (い)きることが人生 (じんせい)の目標 (もくへう)であり、同時 (どうじ)に國 (こく)民 (みん)生活 (せいかつ)の目標 (もくへう)であるが、それだけでは足 (た)りない。その上 (うへ)に美 (うつく)しく生 (い)きることによつて吾 (われ)等 (ら)の生活 (せいくわつ)は全 (まつた)うせられるのである。賢 (かしこ)く、正 (ただ)しく、豊 (ゆた)かに、美 (うつく)しくと、かう分 (わ)けて考 (かんが)へるのは説 (せつ)明 (めい)の便 (べん)宜 (ぎ)上 (じやう)からであつて、その實 (じつ)一物 (もつ)の諸 (しよ)面 (めん)なのでありもつと適切 (てきせつ)に云 (い)へばこの四ツの者 (もの)は一物 (もつ)の構 (こう)成 (せい)要 (よう)素 (そ)なのである。賢 (かしこ)くと云ふのが悪 (わる)がしこさを意味 (いみ)するものでないのと同 (おな)じく、美 (うつく)しくとは派手 (はで)や贅 (ぜい)澤 (たく)、奢 (しや)侈 (し)等 (とう)を意 (い)味 (み)するのではない。綺 (き)羅 (ら)を着 (き)飾 (かざ)り金 (きん)玉 (ぎよく)をきらびやかすのが美 (び)ではない。それは返 (かへ)つて心 (こころ)あるものゝ恥 (は)づるところで、下品 (げひん)な奢侈 (しやし)なのである。傾 (かたむ)いた茅 (わら)屋 (や)でも、總 (すべ)てがよく整頓 (せいとん)し、奇麗 (きれい)に掃 (は)き清 (きよ)められてをればそれが『美 (うつく)しく』であり、つぎはぎの木綿 (もめん)着 (ぎ)でも、よく洗 (あら)つてきちんとし身 (み)に纏 (まと)つてをればそこから美 (び)は生 (せう)ずるものである。小 (ちい)さな部屋 (へや)や庭 (にわ)は草花 (くさばな)の一輪 (りん)によつて美化 (びくわ)せられ、貧 (まず)しい食膳 (しよくぜん)も大根 (だいこん)やきうりの切方 (きりかた)、よそひ方 (かた)によつて上 (じよう)品 (ひん)さを増 (ま)すものである。禮 (れい)儀 (ぎ)とは言葉遣 (ことばつかひ)や、着物 (きもの)の着 (き)こなし、身 (み)の持方 (もちかた)の美 (び)を指 (さ)すもので、身體 (からだ)の動静 (どうせい)そのものが美化 (びくわ)することである。
　賢 (かしこ)く、正 (ただ)しく生 (い)きることが金 (かね)のかゝることでないのと同 (おな)じく、美 (うつく)しく生 (い)きることも決 (けつ)して費用 (ひよう)のかゝるものではない。生活 (せいくわつ)を美化 (びくわ)することによつて吾 (われ)々は無價 (むか)の喜 (よろこ)びと楽 (たの)しみとを享受 (きようじゆ)することが出來 (でき)ると同時 (どうじ)に、吾 (われ)々の心 (こころ)には所謂 (いはゆる)潤 (うるお)ひやゆとりが生 (せう)じて一面 (めん)不平 (ふへい)殺伐 (さつばつ)の気風 (きふう)を除 (のぞ)き清新 (せいしん)なる活動力 (くわつどうりよく)、生 (せい)活力 (くわつりよく)を増 (ま)すことが出來 (でき)、これ國家 (こくか)が文藝 (ぶんげい)、音樂 (おんがく)、美術 (びじゆつ)等 (とう)を奨勵 (しやうれい)し、美術館 (びじゆつくわん)、音樂堂 (おんがくどう)、劇場 (げきじやう)及 (およ)び公園 (こうえん)や緑化 (りよくくわ)地帯 (ちたい)を施設 (しせつ)する所以 (ゆえん)である。
　生活 (せいくわつ)の美化 (びか)運動 (うんどう)は正 (まさ)に國 (こく)民 (みん)精神 (せいしん)総動員 (そうどういん)運動 (うんどう)の重要 (じゆうよう)な一部門 (ぶもん)たるべきであり、殊 (こと)に朝 (てう)鮮 (せん)の如 (ごと)く審美感 (しんびかん)からは絶縁 (ぜつえん)された様 (よう)な心 (しん)田 (でん)の荒 (すさ)んだ所 (ところ)に於 (お)いて一層 (そう)その必要 (ひつよう)を感 (かん)ずるものである。文化 (ぶんくわ)とは美化 (びか)された生活 (せいくわつ)を意味 (いみ)する。


[bookmark: _Hlk500680918]『國民新報』1939年6月18日
勤労の本意[footnoteRef:6] [6:  単行本『同胞に寄す』に収録されていない。] 


　近来 (きんらい)街頭 (がいとう)で、制服 (せいふく)の女學生 (じよがくせい)が道路 (どうろ)の掃除 (そうぢ)などして居 (い)るのをよく見受 (みう)ける[。]今年 (ことし)の夏休 (なつやす)みには中等 (ちうとう)以上 (いじやう)の學生 (がくせい)生徒 (せいと)が、一定 (てい)期間中鐵 (きかんちうてつ)道 (どう)、道路 (どうろ)等 (など)の土 (ど)木 (ぼく)工 (こう)事 (じ)塲 (ぢやう)に於 (お)いて勤勞 (きんろう)奉仕 (ほうし)をすることゝなつて居 (い)るさうで、これは無條 (むでう)件 (けん)に喜 (よろこ)ぶべきことである。かかる勤勞 (きんろう)の修行 (しゆぎやう)は何 (なに)も學生 (がくせい)生徒 (せいと)に限 (かぎ)らるべきではない。萬人 (じん)悉く之 (これ)に加 (くは)はらなければならない。そして之 (これ)は單 (たん)に一時的 (じてき)の非常時 (ひぜうじ)風景 (ふうけい)で終 (おは)らせてはならぬ。此 (こ)の曠 (こう)古 (こ)の非常時 (ひぜうじ)を絶好 (ぜつこう)の機會 (きくわい)として勤勞 (きんろう)を尚 (たつと)ぶ國 (こく)民的 (みんてき)永久的 (えいきうてき)風習 (ふうしう)を作 (つく)るべきである。殊 (こと)に『兩 (ヤン)班 (バン)は勤勞 (きんろう)せず』てふ亡國 (ぼうこく)的 (てき)悪癖 (あくへき)をば、此 (こ)の機會 (きくわい)に於 (お)いてこそ絶滅 (ぜつめつ)すべきである。畏 (かしこ)くも聖上 (せいじやう)御自 (おんみづか)ら水 (すい)田 (でん)に立 (た)たせ給 (たま)うて、田植 (たうえ)の御儀 (おんぎ)あらせられたと承 (うけたま)はる。南總督 (みなみそうとく)は愛國 (あいこく)班 (はん)の一員 (ゐん)として掃除 (そうぢ)の奉仕 (ほうし)をした。勤勞 (きんろう)こそ――勤勞 (きんろう)こそは人 (にん)間 (げん)の最 (もつと)も尊 (たふと)い、第 (だい)一義 (ぎ)的 (てき)の務 (つと)めなることをこの際 (さい)しかと把握 (はあく)すべきである。
　併 (しか)し智 (ち)識 (しき)階 (かい)級 (きう)の所謂 (いはゆる)勤労 (きんろう)奉仕 (ほうし)なるものは、得 (え)て芝 (しば)居 (い)氣 (け)に陥 (おちい)り易 (やす)いものである。『おれは斯 (か)かる卑 (いや)しき勞 (ろう)役 (えき)に從 (じゆ)事 (じ)すべき身分 (みぶん)ではない』と云 (い)ふ傲慢 (ごうまん)な（それは間 (ま)違 (ちが)っ (っ)た了 (りょう)簡 (けん)であり、さもしき限 (かぎ)りであるが）心 (こころ)が奉仕隊 (ほうしたい)の素振 (そぶり)に見 (あら)はれる様 (よう)なことがあつては、却 (かへ)つて勤労 (きんろう)の神聖 (しんせい)を冒瀆 (ぼうとく)することゝなる。道路 (どうろ)掃除 (そうぢ)の女學 (じよがく)生 (せい)達 (たち)の働 (はたら)き振 (ぶり)に遊戯 (ゆうぎ)半分 (はんぶん)と云 (い)つた様 (よう)な不眞面目 (ふまじめ)さを見 (み)たのは見 (み)た者 (もの)の僻目 (ひがめ)か誠 (まこと)に心元 (こころもと)ないことである。勤労 (きんろう)は嚴肅 (げんしゆく)なる勤行 (ごんぎやう)であつて見 (み)せびらかせではない。殊 (こと)に學 (がく)生 (せい)生 (せい)徒 (と)の勤労 (きんろう)奉仕 (ほうし)は、その功利的 (こうりてき)結果 (けつくわ)よりも、寧 (むし)ろ勤労 (きんろう)を尚 (たつと)び勤労 (きんろう)を楽 (たの)しむと云 (い)ふ精神的 (せいしんてき)訓練 (くんれん)が主 (おも)なるべきであるから、不眞 (ふま)面目 (じめ)な勤勞 (きんろう)奉仕 (ほうし)は羊頭 (ようとう)狗 (く)肉 (にく)の價 (か)値 (ち)さへもないものである。
　學生 (がくせい)生徒 (せいと)、殊 (こと)に女 (じょ)生徒 (せいと)達 (たち)は家庭 (かてい)に於 (お)いて勤労 (きんろう)の實踐 (じつせん)者 (しゃ)となり、勤労 (きんろう)の模範 (もはん)にならなければ嘘 (うそ)である。學校 (がくこう)や街頭 (がいとう)で勤勞 (きんろう)奉仕 (ほうし)をしたものが、家庭 (かてい)に歸 (かへ)れば兩 (ヤン)班 (バン)的 (てき)な坊 (ぼ)つちやん、嬢 (ぜう)ちやんの遊惰性 (ゆうだせい)に戻 (もど)る様 (よう)では、勤勞 (きんろう)奉仕 (ほうし)の意味 (いみ)をなさない。眞 (しん)に勤労 (きんろう)の精 (せい)神 (しん)に生 (い)きる者 (もの)なら、家庭 (かてい)の日常 (にちぜう)生活 (せいくわつ)に於 (お)いてこそ、その精神 (せいしん)を發揮 (はつき)すべきである。
　『自分 (じぶん)のことは自分 (じぶん)でせよ』とは小學生 (せうがくせい)に教 (おし)へられる事 (こと)であるが、中等學校 (ちうとうがくこう)以上 (いじょう)の學生 (がくせい)生徒 (せいと)なら自分 (じぶん)のことを自分 (じぶん)でしたゞけでは足 (た)りない。家業 (かげう)家事 (かじ)の手傳 (てつだひ)、清掃 (せいそう)、清潔 (せいけつ)などは勿論 (もちろん)のこと、學業 (がくげう)のための時間 (じかん)を除 (のぞ)いては自分 (じぶん)で出來 (でき)ることなら何 (なん)でもなすべきである。
　偉人 (いじん)は勤労 (きんろう)者 (しゃ)であり、成功者 (せいこうしや)は勤勞 (きんろう)した人 (ひと)である。非常時 (ひぜうじ)の國 (こく)民 (みん)は、平時 (へいじ)よりも倍 (ばい)の勤労 (きんろう)を國 (こく)家 (か)から要求 (ようきう)されて居 (ゐ)る。非常時 (ひぜうじ)の青年 (せいねん)男女 (だんじよ)は宜 (よろ)しく勤労 (きんろう)の精神 (せいしん)に生 (い)きなければならない。
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巻頭語　金飾りを除れ[footnoteRef:7] [7:  この文章は『國民新報』巻頭語欄に掲載された。単行本『同胞に寄す』には収録されていない。] 


聖戰 (せいせん)も、はや三週 (しう)年 (ねん)、滿 (まん)二年 (ねん)の悲痛 (ひつう)なる歳月 (さいげつ)が流 (なが)れた。
顧 (かへり)みれば、まことに悲痛 (ひつう)なる經過 (けいくわ)であり、皇軍將兵 (こうぐんしようへい)諸士 (しよし)の忍 (にん)苦 (く)々闘 (とう)の程 (ほど)まことに感激 (かんげき)の極 (きは)みであるのはいふまでもない。が銃後 (じうご)の奉公 (ほうこう)もまた並大抵 (なみたいてい)なものでない精神力 (せいしんりよく)と異常 (いぜう)の緊張 (きんちやう)に始終 (しじう)してきたことにも安 (やす)んじて可 (い)いと思 (おも)ふ。
ところが昨今 (さくこん)、國 (くに)をあげて總 (そう)動員 (どうゐん)の叫 (さけ)びが俄 (には)かに高 (たか)まつてきたのは、どうした譯 (わけ)か、強化 (けうか)に強化 (けうか)を重 (かさ)ね、要心 (ようしん)の上 (うへ)にも要心 (ようしん)をせよとの心構 (こころかま)へに出發 (しゆつはつ)するならば、敢 (あへ)て何 (なに)もゆう必要 (ひつよう)はない、が事 (じ)實 (じつ)はこの悲愴 (ひそう)な三週 (しう)年 (ねん)に際 (さい)し些 (いささ)か中 (なか)弛 (ゆる)みの情態 (ぜうたい)ではなかろうか、それだとすれば、まことに悲 (かな)しむべきことである。
外國人 (がいこくじん)の内地 (ないち)を觀光 (くわんくわう)するものが、東京 (とうきよう)、大阪 (おほさか)その他 (た)の都市 (とし)で、どこもまことに悠 (ゆう)々として、大戰爭 (だいせんそう)を三年 (ねん)も續 (つゞ)けている國柄 (くにがら)とおもへぬと感心 (かんしん)している、と吾 (われ)々は時 (とき)々きかされるが、これは決 (けつ)してわが日本 (につぽん)が、外人 (ぐわいじん)からほめられたと正直 (しようぢき)に受取 (うけと)つてはならない。
そのほめ言葉 (ことば)の裏 (うら)にはかそけきわらいの潜 (ひそ)んでゐることを見 (み)のがしてはならぬ。
もしそれが嘘 (うそ)と思 (おも)ふなら百貨店 (くわてん)を電車 (でんしや)の中 (なか)を暫 (しばら)く注 (ちう)視 (し)するがよい。多 (おほ)くの有 (いう)閑 (かん)女 (じよ)人 (にん)達 (たち)が、綺羅 (きら)を飾 (かざ)つているは、まだ恕 (じよ)すべしとしても、腕 (うで)その他 (た)に金 (きん)装 (そう)飾 (しよく)のぴかぴか光 (ひか)つているのはどうしたことか。
爺 (じい)さんや婆 (ばあ)さん達 (たち)が金歯 (きんば)を外 (はず)してまで、國 (くに)に金 (きん)を献 (けん)じようとする、この非常時 (ひぜうじ)に、未練 (みれん)があつて國 (こく)に賣 (う)れないなら鏡臺 (けうだい)の抽出 (ひきだし)にでも入 (い)れて、蔵 (しま)つて、おくがよい、皇軍將兵 (こうぐんしようへい)諸士 (しよし)が血 (けつ)河 (か)屍山 (しさん)の間 (あいだ)にことごとく命 (いのち)を捨 (す)てゝこの三伏 (ふく)の炎熱 (えんねつ)と殘虐 (ざんぎやく)な敵 (てき)と戰 (たたか)ひつゞけているではないか。
ただお題目 (だいもく)ばかりの總 (そう)動員 (どうゐん)では何 (なん)の禁厭 (まじない)にもなるものではない。百億 (おく)の金 (かね)がなくてはこの時局 (じきよく)を擔 (にな)つていけない、朝鮮 (てうせん)だけでも三億 (おく)を引受 (ひきう)けなければならぬ、よろしく指輪 (ゆびわ)も鎖 (くさり)も時計 (とけい)も、いやしくも黄金色のしたものはすべて、これを身體 (からだ)から除 (と)れ。
まことに餘 (よ)裕 (ゆう)のある戰 (いくさ)上手 (じやうず)の大国 (たいこく)だなどゝ、どこかの外人 (ぐわいじん)の空 (から)お世辭 (せじ)に陶酔 (とうすい)し、いゝ氣 (き)に奢 (おご)るの秋 (とき)ではない。
時 (じ)局 (きよく)三週 (しう)年 (ねん)が來 (く)る、黄金色 (こがねいろ)の一切 (さい)を除 (と)れ、これに越 (こ)す銃 (じう)後 (ご)の御 (ご)奉 (ほう)公 (こう)はない。
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眞劍の態勢

今度 (こんど)の京 (けい)城 (ぜう)の防空 (ぼうくう)演習 (えんしう)で、市内 (しない)各所 (かくしよ)に於 (お)いて家庭 (かてい)婦人 (ふじん)の防空 (ぼうくう)防火 (ぼうか)の實 (じつ)演 (えん)が行 (おこな)はれたが、筆者 (ひつしや)が參觀 (さんかん)した限 (かぎ)りに於 (お)いては、指揮 (しき)する方 (ほう)でも、せられて實演 (じつえん)する方 (ほう)でも、又 (また)これを見學 (けんがく)する町民 (てうみん)の方 (ほう)でも、どうも眞 (しん)劍 (けん)さが足 (た)りないのではないかと思 (おも)はれたのは遺憾 (いかん)であつた。演習 (えんしう)であるからと云 (い)ふのは眞劍 (しんけん)さの足 (た)りない言譯 (いひわけ)にはならない。折角 (せつかく)の演習 (えんしう)を防空 (ぼうくう)ごつこにする様 (よう)な國 (こく)民 (みん)の不眞面目 (ふまじめ)さでは其 (そ)の防空 (ぼうくう)は心細 (こころぼそ)いと云 (い)はねばならない。
或 (あるい)は、我 (わ)が国 (こく)境 (けう)内 (ない)に敵 (てき)の空軍 (くうぐん)が侵入 (しんにう)するようなことはないんだと、國力 (こくりよく)に對 (たい)する絶對 (ぜつたい)信頼 (しんらい)から國 (こく)民 (みん)の氣 (き)が弛 (ゆる)んだせゐかも知 (し)れないが、併 (しか)し國 (こく)民 (みん)の心 (こころ)に弛 (ゆる)みが生 (せう)じたら國力 (こくりよく)そのものが弛 (ゆる)むことを銘 (めい)記 (き)しなくてはならない。
眞劍 (しんけん)とは劍術 (けんじゆつ)の言葉 (ことば)で刄 (は)のない竹刀 (しなひ)ではなくて本物 (ほんもの)の劍 (けん)と云 (い)ふ意味 (いみ)であるが、竹刀 (しなひ)をば眞 (しん)劍 (けん)と視 (み)て闘 (たたか)ふものでなければ眞劍 (しんけん)勝負 (しようぶ)に役立 (やくだ)つ劍士 (けんし)にはなれない。そして行 (ぎよう)住 (ぢゆう)坐 (ざ)臥 (ぐわ)敵 (てき)の毒刄 (どくぢん)が、わが身 (み)を覘 (ねら)つて居 (ゐ)るのだと云 (い)ふ氣持 (きもち)で一寸の隙 (すき)をも見 (み)せないのが劍 (けん)道 (どう)の極意 (ごくい)だそうであるが、この精神 (せいしん)は必 (かなら)ずしも劍 (けん)道 (どう)に限 (かぎ)つたことではない。神佛 (しんぶつ)に對 (たい)する信心 (しんじん)は云 (い)ふも更 (さら)なり、忠 (ちう)、孝 (こう)、友 (いう)信 (しん)を首 (はじ)めとして吾 (われ)々の日常 (にちぜう)生活 (せいくわつ)は凡 (す)べて眞劍 (しんけん)であらねばならない。スポーツや芝居 (しばい)などは一見 (けん)遊戯 (ゆうぎ)のやうであるが、眞劍 (しんけん)の精神 (せいしん)がなければその技 (わざ)と藝 (げい)は上達 (じやうたつ)しないものである。
眞劍 (しんけん)の精神 (せいしん)で心身 (しんしん)を鍛錬 (たんれん)し物 (もの)の用意 (ようい)をしたものでなければ、いざと云 (い)ふ場合 (ばあい)に毅 (き)然 (ぜん)、泰然 (たいぜん)として難儀 (なんぎ)に打勝 (うちか)つことは出來 (でき)ないのである。
吾 (われ)々の生活 (せいくわつ)は餘 (あま)りに不[眞]面目ではないか。非眞劍 (ひしんけん)的 (てき)でないか。無駄 (むだ)や出鱈目 (でたらめ)ごとが多過 (おほす)ぎるのではないだらうか。往 (おう)來 (らい)で行 (い)き違 (ちが)ふ知合 (しりあ)ひ間 (あいだ)の一瞥 (べつ)や一言 (げん)にも眞劍 (しんけん)さが、もつとうんと籠 (こも)らなくてはならない。況 (ま)してや時局 (じきよく)に對 (たい)して、即 (すなわ)ち長 (ちやう)期 (き)戦 (せん)と長 (ちやう)期 (き)建 (けん)設 (せつ)に對 (たい)して吾 (われ)々はもつと、うんと眞劍 (しんけん)にならなければならない。消費 (せうひ)節約 (せつやく)も、貯蓄 (ちよちく)も資源 (しげん)擁護 (ようご)も乃至 (ないし)は、日常 (にちぜう)生活 (せいくわつ)に於 (お)ける自戒 (じかい)自粛 (じしゆく)も今日 (こんにち)のやうに掛聲 (かけごえ)ばかりで眞劍 (しんけん)さがたりなくては誠 (まこと)に心 (こころ)細 (ぼそ)い限 (かぎ)りと申 (もう)さねばならない。
夏季 (かき)休暇 (きうか)も近 (ちか)づいたが、學生 (がくせい)生徒 (せいと)の勤労 (きんろう)奉仕 (ほうし)や忍 (にん)苦 (く)鍛錬 (たんれん)の修 (しゆ)行 (ぎやう)も思 (おも)ひ切 (き)つて眞劍 (しんけん)にやるべきだと思 (おも)ふ。
眞劍 (しんけん)の態勢 (たいせい)！これこそは吾 (われ)々の態勢 (たいせい)なのである。　
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-主張-　事變二周年　まだまだ不足の緊張感

　聖戰 (せいせん)二周年 (しうねん)の七月 (がつ)七日 (か)は、一億 (おく)國 (こく)民 (みん)の感 (かん)激 (げき)と祈 (き)願 (がん)と、そして新 (あたら)しい決 (けつ)心 (しん)とによつて記念 (きねん)せられた[。]それは實 (じつ)に勝利續 (せうりつづ)きの戰爭 (せんそう)で、所謂 (いはゆる)中原 (ちうげん)の殆 (ほとん)ど全土 (ぜんど)が皇軍 (こうぐん)により制圧 (せいあつ)され[、]今 (いま)や聖戰 (せいせん)第 (だい)二期 (き)たる殘 (ざん)敵 (てき)掃蕩 (そうとう)と長期 (ちやうき)建設 (けんせつ)の段階 (だんかい)に這入 (はい)つての記念 (きねん)日 (び)なのである。戰 (たたか)ひ抜 (ぬ)かねばならぬこの戰 (いくさ)であり、果 (は)たさねばならぬ長期 (ちやうき)建設 (けんせつ)である。而 (しか)しそれは「億 (おく)兆 (てう)一心 (しん)」によつてのみ達成 (たつせい)せられるのだ。戰 (いくさ)の塲 (ば)に立 (た)つも立 (た)たぬも凡 (すべ)て一線 (せん)に立 (た)つ兵 (へい)士 (し)の氣 (き)持 (もち)であれと祖 (そ)国 (こく)が吾 (われ)々に呼 (よ)び掛 (か)けて (て)居 (ゐ)る[、]その聲 (こえ)に此 (こ)の日 (ひ)吾 (われ)々は誓 (ちかひ)を新 (あら)たにしたのである。
此 (この)日 (ひ)に當 (あた)り吾 (われ)々朝鮮人 (ちょうせんじん)は特殊 (とくしゆ)の感想 (かんそう)をもたざるを得 (え)ぬ。吾 (われ)々はこの戰 (いくさ)のために餘 (あま)りにも無力 (むりよく)であつたといふ事 (こと)だ。吾 (われ)々の子弟 (してい)が當初 (はじめ)から戰 (せん)線 (せん)に立 (た)てなかつたのは、いまだ徴兵 (ちようへい)制度 (せいど)の實施 (じつし)を見 (み)ない朝鮮 (てうせん)の現状 (げんじよう)としては已 (や)むを得 (え)ないにしても、銃後 (じゆうご)の奉仕 (ほうし)だけでももつともつと力 (ちから)を出 (だ)すべきであつた。これしきの國 (こく)防献金 (ぼうけんきん)やその他 (た)の奉仕 (ほうし)位 (くらい)で、當局 (とうきよく)や内地 (ないち)の同胞 (どうほう)から感激 (かんげき)されたり稱讚 (せうさん)されたりしたことは誠 (まこと)に以 (もつ)て面 (おも)映 (はゆい)い次 (し)第 (だい)と云 (い)はざるを得 (え)ない。もつともつと献金 (けんきん)もしよう。もつともつと祈願 (きぐわん)もしよう。もつともつと自粛 (じしゆく)自戒 (じかい)して消費 (せうひ)を節約 (せつやく)し國債 (こくさい)も買 (か)はう、貯蓄 (ちよちく)もしよう。出征 (しゆつせい)軍人 (ぐんじん)の遺家族 (いかぞく)も助 (たす)けよう[。]もつともつと『いくさのにはに立 (た)つ』氣持 (きもち)となつて生産擴充 (せいさんくわくじゅう)や勤労 (きんろう)奉仕 (ほうし)のお役 (やく)にも立 (た)とうと我 (われ)と我 (わ)が身 (み)に鞭 (むち)打 (う)った吾 (われ)々である。
これは國 (こく)民 (みん)としての當 (とう)然 (ぜん)なる義務感 (ぎむかん)であり、又 (また)自然 (しぜん)の情 (ぜう)であるが、同 (どう)時 (じ)に我 (わ)が身 (み)と我 (わ)が子 (し)孫 (そん)の將來 (しやうらい)に思 (おも)ひを致 (いた)すとき吾 (われ)々は一切 (さい)を捧 (ささ)げて興亞 (こうあ)の大業 (たいげう)の達成 (たつせい)に盡 (つく)さゞるを得 (え)なくなる。我 (わ)が身 (み)の安 (あん)全 (ぜん)も子 (し)孫 (そん)の繁 (はん)栄 (えい)も、一にかゝつて此 (こ)の一戰 (せん)にあるからだ。若 (も)しも此 (こ)の戰 (いくさ)に敗 (やぶ)れなばと想像 (そうぞう)する時 (とき)に、吾 (われ)々は戰 (せん)慄 (りつ)を禁 (きん)じ得 (え)ないではないか。されば吾 (われ)々は經 (けい)濟 (ざい)的 (てき)に殆 (ほとん)ど無 (む)力 (りよく)にも等 (ひとし)い微 (び)力 (りよく)さを知 (し)るものであるが吾 (われ)々の旺盛 (おうせい)なる愛國 (あいこく)心 (しん)と精神力 (せいしんりよく)とは、必 (かなら)ずやこの缺陷 (けつかん)を補 (おぎな)つて餘 (あま)りあるであらう。否 (いな)國家 (こくか)が吾 (われ)々に要求 (ようきう)する第 (だい)一のものは、實 (じつ)にこの『明 (あか)るき心 (こころ)』なのだ。今 (いま)は僅 (わず)かな特 (とく)別 (べつ)志 (し)願 (がん)兵 (へい)が戰 (せん)線 (せん)に出 (で)て居 (い)るに過 (す)ぎないが、朝鮮 (てうせん)の壮丁 (そうてい)全部 (ぜんぶ)が銃 (じう)を取 (と)つて國 (くに)を護 (まも)る日 (ひ)も遠 (とほ)くはないことであらう。願 (ねが)はくば第 (だい)三周 (しう)年 (ねん)の記 (き)念 (ねん)日 (び)をしてもつと感 (かん)謝 (しや)と感 (かん)激 (げき)との深 (ふか)い日 (ひ)たらしめんことを。


[bookmark: _Hlk500681087]1937年7月16日　―主張―　李上等兵の戰死

　第 (だい)一期 (き)特 (とく)別 (べつ)志 (し)願 (がん)兵 (へい)上 (じやう)等 (とう)兵 (へい)李 (り)仁 (じん)錫 (しやく)氏 (し)は、北支 (ほくし)の○○戰 (せん)線 (せん)で華 (はな)々しく戰 (せん)死 (し)した。この報 (ほう)は半島 (はんとう)二千萬民衆 (みんしう)の腦 (のう)に名状 (めいぜう)すべからざる感 (かん)激 (げき)を湧 (わ)き上 (あが)らせた。李 (り)上等兵 (じやうとうへい)の戰 (せん)死 (し)が報 (ほう)ぜられて已 (すで)に數 (すう)日 (にち)を經 (けい)過 (くわ)せるも未 ([い]ま)だに吾 (われ)々は何 (なん)と申 (まを)して好 (い)いか適切 (てきせつ)な言葉 (ことば)が見當 (みあた)らない。それは最初 (さいしよ)の經驗 (けいけん)であるためでもあらう。又 (また)は永 (なが)い時 (じ)代 (だい)の間 (あいだ)惰 (だ)眠 (みん)に陷 (おちい)つて居 (を)つた吾 (われ)々の魂 (たましい)に取 (と)つては、餘 (あま)りに大 (おほ)きい衝 (せう)撃 (げき)であり感激 (かんげき)であつたせゐかも知 (し)らぬ、唯 (ただ)一 (ひと)言 (こと)『李 (り)君 (くん)ありがたう、李 (り)君 (くん)ありがたう』を繰 (く)り返 (か)へすより外 (ほか)に言葉 (ことば)がないのだ。
　李 (り)上等兵 (じやうとうへい)以前 (いぜん)にも半島 (はんとう)出身 (しゅつしん)で陸軍將 (りくぐんしやう)校 (こう)の出征者 (しゅつせいしや)もあり、數名 (すうめい)の戰 (せん)死者 (ししや)もあつて靖 (やす)國 (くに)神 (じん)社 (じや)に祀 (まつ)られて居 (を)るのであるが、陛下 (へいか)の軍人 (ぐんじん)としての戰死 (せんし)は李 (り)氏 (し)をもつて嚆矢 (かうし)とする。同 (おな)じく帝 (てい)國 (こく)の臣民 (しんみん)でありながら、數 (すう)に於 (お)いて全國 (ぜんこく)民 (みん)の四分 (ぶん)の一強 (けう)を占 (し)めながら、今 (こん)次 (じ)の如 (ごと)き大 (だい)事 (じ)變 (へん)に當 (あた)つても血 (ち)の奉仕 (ほうし)の出來 (でき)なかつた吾 (われ)々半島人 (はんとうじん)の澄 (す)まなさが李 (り)氏 (し)の勇敢 (ゆうかん)なる戰死 (せんし)によつて、幾 (いく)分 (ぶん)か軽 (けい)減 (げん)されたような氣 (き)がする。國家 (こくか)より李 (り)上等兵 (じやうとうへい)に賜 (たま)はる榮譽 (えいよ)は吾 (われ)々全體 (ぜんたい)のものなのだ。李 (り)上等兵 (じやうとうへい)はその死 (し)によつて全日本 (ぜんにっぽん)の家庭 (かてい)のいとほしき子 (こ)となつたのであるが、殊 (こと)に全 (ぜん)朝 (てう)鮮 (せん)六百萬の家庭 (かてい)のいとほしき子 (こ)となつたのだ。
　吾 (われ)々は此 (こ)の場合 (ばあひ)二つの誓 (ちかひ)を立 (た)てなければならぬ。一つはわが子 (こ)達 (たち)を強 (つよ)く育 (そだ)てて、陛下 (へいか)の軍人 (ぐんじん)として捧 (ささ)げまつる事 (こと)で、他 (た)の一つは李 (り)上等兵 (じやうとうへい)の遺族 (いぞく)のために誠心 (せいしん)誠意 (せいい)後援 (こうえん)することである。この二つの誓 (ちかひ)を果 (は)たすことにより、吾 (われ)々は眞 (しん)に國 (こく)民 (みん)たる[に]恥 (は)ぢない國 (こく)民 (みん)になるであらう。
　李 (り)仁 (じん)錫 (しゃく)上等兵 (じやうとうへい)が學 (がく)生 (せい)時代 (じだい)にも訓練生 (くんれんせい)時代 (じだい)にも模範 (もはん)青年 (せいねん)であつたことを聴 (き)かされて、一層 (そう)親 (した)しさと尊 (たつと)さとを感 (かん)ずる、ふだん義務 (ぎむ)の念 (ねん)篤 (あつ)く頼 (たの)もしい人格者 (じんかくしゃ)であつた彼 (かれ)なればこそ勇 (いさ)ましく『敵 (てき)陣中 (ぢんちう)に突入 (とつにふ)して』華 (はな)々しく戰 (たたか)ふことが出來 (でき)たのだと吾 (われ)々は教 (おし)へられるのである。
　『李 (り)仁 (じん)錫 (しゃく)君 (くん)、ありがたう！』と讀者 (どくしや)よ聲 (こゑ)を揃 (そろ)へて感謝 (かんしや)しようではないか。


[bookmark: _Hlk500681126]『國民新報』1939年7月23日
　―主張―　英國よさがれ

　英國 (えいこく)がアジアにその毒牙 (どくが)を突込 (つきこ)み、東方 (とうほう)諸民族 (しよみんぞく)の生血 (いきち)を吸 (す)ひ始 (はじ)めてから二世紀 (せいき)に□んとする[footnoteRef:8]。さしもの寶庫 (ほうこ)印度 (いんど)もその富 (とみ)ばかりでなく生 (せい)活力 (くわつりよく)までもすつかり吸取 (すひと)られて了 (しま)つて、その代償 (だいしやう)として三億 (おく)の印度人 (いんどじん)が英國 (えいこく)から授 (さず)かつたのは貧窮 (ひんきう)と惡 (あく)政 (せい)とである。英國 (えいこく)は歐 (おう)洲 (しう)大戦 (たいせん)の時 (とき)印度 (いんど)の自治 (じち)を好餌 (こうぢ)として印度人 (いんどじん)から血 (ち)と金 (きん)とを捲 (ま)き上 (あ)げたに拘 (かかは)らず、戰爭 (せんそう)が終 (おは)つていざ旨 (うま)い汁 (しる)を吸 (す)ふ段 (だん)になると機關銃彈 (きくわんじうだん)を以 (もつ)て印 (いん)度 (ど)人 (じん)の正當 (せいとう)なる要求 (ようきう)をば壓 (お)さへ付 (つ)けて了 (しま)つた。何 (なん)と不義理 (ふぎり)な仕打 (しうち)であつたらう。 [8:  単行本では「垂んとする」になっている。] 

　一體 (たい)英 (えい)國 (こく)の異民族 (いみんぞく)統治 (とうち)は全然 (ぜんぜん)利己 (りこ)主義的 (しゆぎてき)であつて、被 (ひ)統治者 (とうちしや)の向上發展 (こうじやうはつてん)などてんで念頭 (ねんとう)にない。唯 (ただ)自分 (じぶん)の富 (とみ)の増加 (ぞうか)のため役 (やく)に立 (た)てばそれで濟 (す)むのであつて被 (ひ)統治 (とうち)民族 (みんぞく)の末 (すえ)は野 (の)となれ山 (やま)となれである。この不 (ふ)親 (しん)切 (せつ)をば英國 (えいこく)はさも自由 (じゆう)主義 (しゆぎ)なるかの如 (ごと)く装 (よそお)ひ、また多 (おほ)くの弱 (じやく)小 (せう)民 (みん)族 (ぞく)もまんまと此 (こ)の手 (て)に幻惑 (げんわく)されて來 (き)た。茲 (ここ)に吾 (わ)が日本 (につぽん)の皇道 (こうどう)主義 (しゆぎ)と彼 (か)の英國 (えいこく)の帝國 (ていこく)主義 (しゅぎ)の對 (たい)□性 (せい)[footnoteRef:9]があるのだ。それは道理 (どうり)と貪慾 (どんよく)との違 (ちが)ひである。 [9:  単行本では「對蹠性」になっている] 

　さて英國 (えいこく)は悠 (ゆう)々と印度 (いんど)の皿 (さら)を片付 (かたづ)けて次 (つぎ)の皿 (さら)なる支 (し)那 (な)に向 (む)き直 (なほ)つた。彼 (かれ)がアヘン戰爭 (せんそう)以来 (いらい)、上海 (しやんはい)、天津等 (てんしんなど)の租界 (そかい)とやらに吸盤 (きうばん)を据 (す)ゑて傍若無人 (ぼうじやくぶじん)にも支那 (しな)の膏血 (こうけつ)に舌鼓 (したづつみ)を打 (う)つて居 (い)るところへ彼 (か)の前 (まへ)にぬツと現はれたのが新興 (しんこう)日本 (にっぽん)の姿 (すがた)であつた。是 (こゝ)に於 (お)いて英國 (えいこく)は陰 (いん)に陽 (よう)に日本 (につぽん)の邪魔 (じやま)立 (だ)てをして來 (き)たのである。それが今度 (こんど)の支那事變 (しなじへん)に於 (お)いてとうとうその對 (たい)日 (にち)敵性 (てきせい)の本體 (ほんたい)をさらけ出 (だ)して了 (しま)つたのである。過去 (くわこ)二年間 (ねんかん)の吾 (わ)が聖戰 (せいせん)の本當 (ほんとう)の敵 (てき)は英蘇 (えいそ)二國 (こく)であることが明 (あき)らかにされたのだ。
若 (もし)吾 (わ)が日本 (につぽん)にして立 (た)たざりせば、支那 (しな)は第 (だい)二の印度 (いんど)になつて了 (しま)ふのだ。否 (いな)支 (し)那 (な)ばかりでなく東亞 (とうあ)大陸全體 (たいりくぜんたい)が英 (えい)の餌食 (えじき)になるに定 (き)まつている。然 (しか)るに蔣 (しやう)一派 (いつぱ)は何故 (なぜ)英國 (えいこく)依存 (いぞん)の迷夢 (めいむ)から醒 (さ)めないのか、何故 (なぜ)同文 (どうぶん)同種 (どうしゆ)たる日本 (につぽん)に頼 (たよ)らないのか。それは日本 (につぽん)の國家 (こくか)理想 (りそう)即 (すなは)ち皇道 (こうどう)と英國 (えいこく)流 (りう)の帝國 (ていこく)主義 (しゆぎ)とを辨 (わきま)へず、第 (だい)二は日本 (につぽん)はアジアに關 (くわん)する限 (かぎ)り如 (い)何 (か)なる障害 (せうがい)勢力 (せいりよく)をも驅 (く)除 (じよ)し得 (う)る實 (じつ)力 (りよく)があると云 (い)ふことを認識 (にんしき)しなかつたための様 (よう)に思 (おも)はれる。
今 (いま)東京 (とうきよう)で日英會談 (にちえいくわいだん)が進行中 (しんこうちう)であるが、その唯 (ゆい)一の解決 (かいけつ)の道 (みち)は、英國 (えいこく)の全面的 (ぜんめんてき)對 (たい)日 (にち)敵 (てき)性 (せい)倣 (ほう)棄 (き)以 (い)外 (がい)にはあり得 (え)ない。英國 (えいこく)にして未 (いま)だにアジアに於 (お)ける歴史 (れきし)の轉換 (てんくわん)を認識 (にんしき)せずば吾 (われ)には唯 (た)だ、『英國 (えいこく)よ下 (さ)がれ！』一喝 (いつかつ)と共 (とも)に隱 (いん)忍 (にん)の日本刀 (にほんとう)は鞘 (さや)を拂 (はら)はれるであらう。


『國民新報』1939年7月30日
[主張]　腦と腹の力[footnoteRef:10]　　―休暇休日の新しい價値― [10:  単行本ではタイトルが「胸と腹の力」となり、本文でも「腦」が「胸」に代わっている。] 


　暑中 (しよちう)休暇 (きうか)の觀 (くわん)念 (ねん)を叩 (たた)き直 (なほ)して暑中 (しよちう)鍛錬 (たんれん)となつた。呼吸 (こきう)と心悸 (しんき)と飲食 (いんしよく)に休 (やす)みのない人生 (じんせい)である以上 (いじやう)、努力 (どりよく)に休 (やす)みのあらう筈 (はず)がない。日曜 (にちよう)や祭日 (さいじつ)だつてのらくらの日 (ひ)であるべきではない。それは肉體 (にくたい)の休日 (きうじつ)である代 (かは)りに精神 (せいしん)修養 (しうよう)の勤務 (きんむ)日 (び)であるべきである。そもそも日曜日 (にちようび)は神佛 (しんぶつ)に禮 (れい)拝 (はい)する日 (ひ)であり、祭日 (さいじつ)は特 (とく)に愛国 (あいこく)精神 (せいしん)を呼 (よ)び醒 (さ)まして、國 (こく)恩 (おん)への感謝 (かんしや)と國 (こく)家 (か)への忠誠 (ちうせい)の誓 (ちか)ひを新 (あら)たにするために使 (つか)はるべき勤務 (きんむ)日 (び)であるべきである。人生 (じんせい)は無休 (むきう)だ。
　今日 (こんにち)の人生 (じんせい)の生活 (せいくわつ)様態 (ようたい)は餘 (あま)りにも頭 (あたま)と手 (て)とに偏 (へん)して居 (ゐ)る。學校 (がくこう)での教育 (けういく)も、職場 (しよくば)での勞役 (ろうえき)も主 (しゆ)として頭 (あたま)と手 (て)に限 (かぎ)られて了 (しま)つた。現代人 (げんだいじん)を漫畵 (まんぐわ)的 (てき)に表現 (へうげん)するならば、腦 (のう)と腹 (はら)とは唯 (ただ)呼吸 (こきう)と消化 (せうか)の用 (よう)を足 (た)すに止 (とど)まる位 (くらい)に細 (ほそ)くて頭 (あたま)と手 (て)だけが圖 (づ)抜 (ぬ)けて大 (おほ)きい怪物 (くわいぶつ)となるであらう。腦 (のう)とは正義 (せいぎ)と人情 (にんぜう)のことであつて、腹 (はら)とは經驗 (けいけん)と勇気 (ゆうき)のことである。腦 (のう)と腹 (はら)の力 (ちから)の出來 (でき)て居 (ゐ)ない頭 (あたま)と手 (て)は器械的 (きかいてき)でしかあり得 (え)ず、惡 (わる)ければ犯罪的 (はんざいてき)になるものである。腦 (のう)と腹 (はら)のないインテリの國 (くに)を吾 (われ)々は所在 (しよざい)に[footnoteRef:11]見 (み)せ付 (つ)けられて居 (ゐ)るではないか。 [11:  単行本では「所在」が「所々」に代わっている。意味的にはこちらが正しい。] 

　青少年學 (せいせうねんがく)徒 (と)に下 (くだ)し賜 (たま)はりたる勅語 (ちよくご)[footnoteRef:12]に、『國本 (こくぽん)ニ培 (つちか)ヒ國力 (こくりよく)ヲ養 (やしな)ヒ以 (もつ)テ國家 (こくか)隆昌 (りうしやう)ノ氣 (き)運 (うん)ヲ永世 (えいせい)ニ維持 (いじ)セントスル任 (にん)タル極 (きは)メテ重 (おも)ク[、]道 (みち)タル甚 (はなは)ダ遠 (とほ)シ[。]而 (しか)シテソノ任 (にん)[、]實 (じつ)ニ繋 (かか)リテ汝 (なんじ)等 (ら)青少年學 (せいせうねんがく)徒 (と)ノ双肩 (さうけん)ニアリ』とあるのは腹 (はら)を練 (ね)れとの御意 (ぎよい)にして『汝 (なんじ)等 (ら)其 (そ)レ氣 (き)節 (せつ)ヲ尚 (たつと)ビ廉恥 (れんち)ヲ重 (おも)ンジ』と宣 (のたま)ひしは、脳 (のう)の力 (ちから)のことと拜察 (はいさつ)し奉 (たてまつ)る。此 (こ)の腹 (はら)と此 (こ)の腦 (のう)とあつてこそ『執 (よ)ル所 (ところ)中 (ちう)ヲ失 (うしな)ハズ、嚮 (むか)フ所 (ところ)正 (せい)ヲ誤 (あやま)ラズ各 (おのおの)其 (そ)ノ本分 (ほんぶん)ヲ恪守 (かくしゆ)シ文 (ぶん)ヲ修 (おさ)メ武 (ぶ)ヲ練 (ね)リ、質 (しつ)實 (じつ)剛健 (ごうけん)ノ氣風 (きふう)ヲ振勵 (しんれい)シ以 (もつ)テ負荷 (ふか)ノ大任 (たいにん)ヲ全 (まつた)ク』することが出來 (でき)るとの聖 (せい)旨 (し)かと拜 (はい)察 (さつ)し奉 (たてまつ)る。 [12:  1939年5月22日勅語。1941年7月に文部省から刊行された『臣民の道』に収録る。] 

　自己 (じこ)一身 (しん)のために金 (かね)と地位 (ちい)と享樂 (けうらく)とを念 (ねん)として、それにあり付 (つ)く方 (ほう)便 (べん)として知識 (ちしき)と技術 (ぎじゆつ)とを學 (まな)ぶようでは國家 (こくか)の力 (ちから)になることは出來 (でき)ない。眞 (しん)に負荷 (ふか)の大任 (たいにん)を認識 (にんしき)して腦 (のう)と腹 (はら)を練 (ね)ってこそ、その人 (ひと)の頭 (あたま)と手 (て)が本當 (ほんたう)に物 (もの)を云ふのである。
　さて、この腦 (のう)と腹 (はら)の鍛錬 (たんれん)こそは修養 (しうよう)の中心 (ちうしん)となるものであり、これは主 (しゆ)として聖人 (せいじん)の教 (おしへ)を學 (まな)び行 (おこな)ふことによつてなさるゝものであるが故 (ゆえ)に所謂 (いはゆる)休日 (きうじつ)や休暇 (きゅうか)をば之 (これ)に振 (ふ)り當 (あ)てらるべきではなからうか。殊 (こと)に宗 (しう)教 (けう)的 (てき)修 (しう)練 (れん)に縁遠 (えんどお)くなつた朝鮮人 (てうせんじん)に於 (お)いてこの必要 (ひつよう)の一層 (そう)痛切 (つうせつ)なるを感 (かん)ずることゝ思 (おも)ふ。


[bookmark: _Hlk500681198]『國民新報』1939年8月6日
　―主張―　他人への禮儀

　朝鮮 (てうせん)は昔 (むかし)から禮 (れい)儀 (ぎ)の邦 (くに)と呼 (よ)ばれた。是 (これ)は一面 (めん)誇 (ほこ)らしいことであるが、他面 (ためん)禮 (れい)儀 (ぎ)の發 (はつ)達 (たつ)を阻 (そ)害 (がい)すること夥 (おびただ)しい。と云 (い)ふのは吾 (われ)は禮 (れい)儀 (ぎ)を心 (こころ)得 (え)て居 (ゐ)ると云 (い)ふ矜持 (ぎんじ)が、禮 (れい)儀 (ぎ)に對 (たい)する反省 (はんせい)の心 (こころ)を鈍 (にぶ)らせるからである。吾 (われ)は禮 (れい)儀 (ぎ)を知 (し)らないんだ、それだから大 (おほ)いに禮 (れい)儀 (ぎ)を修 (おさ)めねばならないと云 (い)ふ謙 (けん)抑 (よく)[footnoteRef:13]の心 (こころ)こそ、禮 (れい)儀 (ぎ)に相應 (ふさ)はしいものである。 [13:  『同胞に寄す』では「謙抑」が「謙虚」に代わっている。] 

　儒教 (じゆけう)に於 (お)いては禮 (れい)儀 (ぎ)を君臣 (くんしん)、父子 (ふし)、夫婦 (ふうふ)、長幼 (ちやうよう)、朋友 (ほういう)の五ツに分類 (ぶんるい)して、之 (これ)を五 (ご)倫 (りん)と呼 (よ)んで居 (ゐ)るのであるが、今日 (こんにち)でもこの分類 (ぶんるい)で差閊 (さつかえ)へないと思 (おも)ふ。一體 (たい)禮 (れい)儀 (ぎ)とは一個 (こ)人 (じん)が他 (た)の個 (こ)人 (じん)又 (また)は公衆 (こうしう)に對 (たい)しての言語 (げんご)や[、]行動 (こうどう)の場合 (ばあい)道徳性 (どうとくせい)を云 (い)ふのであつて[、]是 (これ)あつて始 (はじ)めて家庭 (かてい)や社會 (しやくわい)の秩序 (ちつじよ)と親和 (しんわ)とが維持 (いじ)されるのであり、この秩序 (ちつじよ)と親和 (しんわ)とが維持 (いじ)されて始 (はじ)めて家庭 (かてい)や社會 (しやくわい)の幸福 (こうふく)と進歩 (しんぽ)とが得 (え)られるのである。禮 (れい)儀 (ぎ)を缺 (か)くことを無禮 (ぶれい)と云 (い)ふのであるが無禮者 (ぶれいもの)の集 (あつ)まりには唯 (ただ)闘争 (とうそう)と不幸 (ふこう)とが隨 (したが)ふのであらう。これ論語 (ろんご)に之 (これ)を『導 (みちび)くに禮 (れい)を以 (もつ)てし、これを齊 (ひと)しくするに政 (せい)を以 (もつ)てすれば恥 (はぢ)あり、しかじか』とある所以 (ゆえん)である。政治 (せいじ)と刑罰 (けいばつ)とによつてやつと治 (おさ)めされる様 (よう)では一等 (とう)國 (こく)民 (みん)にはなり得 (え)ない。國 (こく)民 (みん)自身 (じしん)が禮 (れい)儀 (ぎ)によつて自 (みづか)ら治 (おさ)めてこそ、文明國 (ぶんめいこく)民 (みん)とは云 (い)はれるのだと云 (い)ふのが孔子 (こうし)の仰 (おほ)せられた意味 (いみ)なのである。
　今日 (こんにち)の吾 (われ)々は父子 (ふし)、夫婦 (ふうふ)、長幼 (ちやうよう)の禮 (れい)儀 (ぎ)に於 (お)いても決 (けつ)して間然 (かんぜん)しないとは云 (い)はれない[footnoteRef:14]。むしろ日常 (にちぜう)家庭 (かてい)の禮 (れい)儀 (ぎ)が大 (おほ)いに亂 (みだ)れて居 (ゐ)ると見 (み)るのが正 (ただ)しいのではなからうか。これは誠 (まこと)に恥 (は)づべきことであり憂 (うれ)ふべきことであると云 (い)わねばならぬ。況 (ま)してや朋友 (ほうゆう)即 (すなは)ち一般 (ぱん)他人 (たにん)に對 (たい)する禮 (れい)儀 (ぎ)に於 (お)いては一層 (そう)反省 (はんせい)すべきだと思 (おも)ふ。ところが禮 (れい)儀 (ぎ)の精 (せい)神 (しん)の低 (ひく)い者 (もの)は知 (し)らぬ他人 (たにん)に對 (たい)しては殆 (ほとん)ど禮 (れい)儀 (ぎ)の要 (よう)を感 (かん)じない。旅 (たび)の恥 (はぢ)は掻 (か)き棄 (す)てと云 (い)つた様 (よう)な気持 (きもち)であらう。甚 (はなは)だ以 (もつ)て不都合 (ふつがふ)なことである。凡 (すべ)ての人 (ひと)は、知 (し)るも知 (し)らぬも、吾 (わ)が同胞 (どうほう)であると云 (い)ふ心 (こころ)こそ望 (のぞ)ましいもので、これさえあればおのづと禮 (れい)儀 (ぎ)は守 (まも)られることであらう。禮 (れい)儀 (ぎ)とは結 (けつ)局 (きよく)愛 (あい)敬 (けい)の心 (こころ)のあらはれであるから。 [14:  「間然しないとは云はれない」は『同胞に寄す』では「間然たるものがないとは云はれない」に代わっている。] 
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旱害の教訓　―災害に打克つ氣魄の養成―

　雨 (あめ)不足 (ふそく)は各地 (かくち)の農民 (のうみん)に可成 (かな)りの打撃 (だげき)を與 (あた)へてゐる様 (よう)であるが特 (とく)に南鮮 (なんせん)地方 (ちほう)は年來 (ねんらい)頻繁 (ひんぱん)に旱 (かん)水害 (すいがい)に見舞 (みま)はれて、漸 (やうや)く自 (じ)力 (りき)更 (こう)生 (せい)に向 (むか)はんとする際 (さい)だけに甚 (はなは)だ同情 (どうぜう)される。併 (しか)し此 (こ)の場 (ば)合 (あい)悲歎 (ひたん)は禁物 (きんもつ)である。かかる災害 (さいがい)に直面 (ちよくめん)してこそ吾 (われ)々は何物 (なにもの)にも挫 (くじ)かれない強 (つよ)い生 (せい)活 (くわつ)力 (りよく)を發揮 (はつき)すべきである。それは如何 (いか)なる災害 (さいがい)にも打 (うち)克 (か)つ精神力 (せいしんりよく)なのだ。吾 (われ)々は大正 (たいしやう)十二年 (ねん)の關 (くわん)東 (とう)大震災 (だいしんさい)を想起 (そうき)しよう。あれ程 (ほど)の大災 (だいさい)さへ、唯 (ただ)日本國 (にっぽんこく)民 (みん)の奮起 (ふんき)を促 (うなが)す一契機 (けいき)に過 (す)ぎなかつたかに見える、あの気魄 (きはく)こそ南鮮 (なんせん)の災 (さい)民 (みん)に望 (のぞ)ましいものである。否 (いな)全朝鮮 (ぜんてうせん)の民衆 (みんしう)に望 (のぞ)ましいものである。
　旱魃 (かんばつ)や水害 (すいがい)を天災 (てんさい)と思 (おも)つてはならない。それは正 (まさ)に吾 (われ)々[の]祖先及び吾 (われ)々自身 (じしん)の無氣力 (むきりよく)懶惰 (らんだ)の責 (せめ)に歸 (き)すべきである。故 (ゆえ)に吾 (われ)々はこの打撃 (だげき)に根氣 (こんき)よく耐 (た)へて一年 (ねん)の難關 (なんかん)を突破 (とつぱ)し、今後 (こんご)は吾 (われ)々の子孫 (しそん)のために再 (ふたた)びかゝる災害 (さいがい)にひしがれぬ様 (よう)植樹 (しよくじゆ)、灌漑 (かんがい)、排水 (はいすい)及 (およ)び貯 (ちよ)蓄 (ちく)のため血 (ち)の滴 (したた)る努 (ど)力 (りよく)を傾注 (けいちう)すべきである
　水害 (すいがい)防止 (ぼうし)、水源 (すいげん)涵養 (かんやう)のためには植樹 (しよくじゆ)に越 (こ)したことはない。朝鮮 (てうせん)の山 (やま)々が青 (あお)くなり而 (しか)して灌漑 (かんがい)排水 (はいすい)の施 (し)設 (せつ)宜 (よろ)しきを得 (え)た時 (とき)に旱 (かん)水害 (すいがい)は永遠 (えいえん)に朝鮮 (てうせん)より跡 (あと)を絶 (た)つであらう。民衆 (みんしう)にその自覺 (じかく)と熱意 (ねつい)とさへあれば、ほんの今 (いま)一息 (ひといき)の努力 (どりよく)に過 (す)ぎないことである。
　雨 (あめ)降 (ふ)れば水 (すい)害 (がい)に泣 (な)き、雨 (あめ)降 (ふ)らざれば旱害 (かんがい)を嘆 (なげ)く。是 (これ)何 (なん)たる無氣力 (むきりよく)であらう、ふしだらであらう。況 (ま)して僅 (わず)か一年 (ねん)や二年 (ねん)の旱 (かん)水害 (すいがい)で屁 (へ)古 (こ)垂 (た)れて了 (しま)ふ様 (よう)では洵 (まこと)に腑 (ふ)甲斐 (かひ)なきことゝ云 (い)はねばならぬ。先 (ま)づ、來 (きた)らんとする凶作 (けうさく)の一個 (か)年 (ねん)を切抜 (きりぬ)けることに雄々しくならう。悲歎 (ひたん)や他 (た)の情 (ぜう)に縋 (すが)る如 (ごと)き意氣 (いき)地 (ぢ)なしになるまい、と云 (い)ふ自助 (じじよ)の精神 (せいしん)を奮 (ふる)ひ起 (おこ)さう。艱難 (かんなん)汝 (なんじ)を玉 (たま)にすと云 (い)ふ。願 (ねが)はくば此 (こ)の度 (たび)の災害 (さいがい)をして關 (くわん)東 (とう)大震災 (だいしんさい)の如 (ごと)く吾 (われ)々に無限 (むげん)の勇氣 (ゆうき)を振作 (しんさく)する機縁 (きえん)たらしめんことを。
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清掃運動　　―家毎に毎朝門前の掃除をしては如何―

清掃 (せいそう)と云 (い)ふ言葉 (ことば)は誠 (まこと)に美 (うつく)しく、懐 (なつ)かしい響 (ひびき)を有 (も)つ。愛 (あい)らしき小學校 (せうがくこう)の児童 (じどう)達 (たち)が熊手 (くまで)や箒 (ほうき)を手 (て)に手 (て)に、神社 (じんじや)の境内 (けいだい)や往來 (おうらい)を清掃 (せいそう)する有様 (ありさま)は誠 (まこと)に感激的 (かんげきてき)なことである。往 (おう)々中流 (ちうりゆう)以上 (いじやう)の夫人 (ふじん)が姉 (ねえ)様 (さま)被 (かぶ)り前掛 (まえかけ)姿 (すがた)で門前 (もんぜん)に水 (みづ)を撒 (ま)いたり掃除 (そうぢ)をしたりする床 (ゆか)しい姿 (すがた)も見 (み)受 (う)けられる様 (やう)になつた。清掃 (せいそう)は何 (なん)と麗 (うる)はしく望 (のぞ)ましいことであらう。
家庭 (かてい)の第 (だい)一の務 (つとめ)は清掃 (せいそう)であるべきである。小學 (せうがく)にも、鶏鳴 (けいめい)に起 (お)きて齒 (は)を磨 (みが)き顔 (かほ)を洗 (あら)ひ、髪 (かみ)を梳 (くしけづ)り、お部 (へ)屋 (や)やお庭 (にわ)に水 (みず)を撒 (ま)き掃 (は)き浄 (きよ)めよとある。而 (しか)もそれは下男 (げなん)や下女 (げじよ)に云 (い)ふことではなくて、凡 (すべ)ての子 (し)女 (じよ)に命 (めい)じたことである。これは甚 (はなは)だ意 (い)義 (ぎ)深 (ふか)いことで、掃除 (そうぢ)は決 (けつ)して賤 (いや)しい事 (こと)ではなく尊 (たつと)いことであり、人 (ひと)にさせるべきではなく、躬 (みづか)らなすべきことであることを示 (しめ)してゐるからである。殊 (こと)にお臺 (だい)所 (どころ)や御不浄 (ごふぜう)などの掃除 (そうぢ)は主婦 (しゆふ)自身 (じしん)でなすべきで門前 (もんぜん)や庭 (にわ)の掃除 (そうぢ)は主人 (しゆじん)自身 (じしん)がやるべきだと思 (おも)ふ。斯 (か)くすることによつてのみ子女 (しじよ)や使用人 (しようにん)に清掃 (せいそう)の精神 (せいしん)を徹底 (てつてい)することが出來 (でき)るからである。
京 (けい)城 (ぜう)を首 (はじめ)として朝鮮 (てうせん)の各都市 (かくとし)は恥 (はず)かしいことながら未 (いま)だ不 (ふ)潔 (けつ)の域 (いき)を脱 (だつ)して居 (ゐ)ない。蠅 (はえ)や蚊 (か)は到 (いた)る處 (ところ)に暴 (ぼう)威 (い)を振 (ふる)ひ、窒扶斯 (ちぶす)等 (など)の未開人病 (みかいじんびやう)は年々 (ねんねん)大都市 (だいとし)の眞中 (まんなか)に蔓 (はびこ)つて居 (ゐ)る。そして、その道路 (どうろ)の不潔 (ふけつ)さ、立派 (りつぱ)な舗装 (ほそう)道路 (どうろ)でさへも、さながら塵芥 (じんあい)の棄塲 (すてば)の如 (ごと)き觀 (くわん)を呈 (てい)して居 (を)るのは何 (な)んと市民 (しみん)の恥 (はぢ)であらう。已 (すで)に然 (しか)り、況 (いは)んや農 (のう)漁 (ぎよ)小村 (せうそん)に於 (お)いてをやである。これは府 (ふ)邑 (ゆう)面 (めん)等 (など)の自 (じ)治 (ち)當 (たう)局 (きよく)や警 (けい)務 (む)當 (たう)局 (きよく)にも責任 (せきにん)を歸 (き)すべきであるが、それよりも住 (じゆう)民 (みん)躬 (みづか)らの責任 (せきにん)たることは云 (い)ふまでもない。
かうしては何 (ど)うだらう、各戸 (かくこ)毎 (ごと)に毎朝 (まいあさ)自家 (じか)の門前 (もんぜん)を清掃 (せいそう)する運動 (うんどう)を起 (お)こしては、國民總 (こくみんそう)動員 (どうゐん)の清掃 (せいそう)運動 (うんどう)を起 (おこ)しては。これは豫 (よ)算 (さん)の掛 (か)からないことであり、同時 (どうじ)に住民全體 (じうみんぜんたい)の精神的 (せいしんてき)、勤勞 (きんろう)的 (てき)訓練 (くんれん)になつて、それこそ一石 (せき)二鳥 (てう)の策 (さく)ではなからうか。
屋内 (おくない)や町内 (てうない)をば綺麗 (きれい)に掃除 (そうぢ)して一塵 (じん)をも止 (とど)めないときに、蠅 (はえ)や蚊 (か)や傳 (でん)染 (せん)病菌 (びようきん)はその跡 (あと)を絶 (た)つであらう。同時 (どうじ)に吾 (われ)々の心 (こころ)の塵 (ちり)も清掃 (せいそう)されるであらう。
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[主張]　交通の禮儀　　－たつた一歩だけ譲り合ふことだ―　

　船 (ふね)、車 (くるま)を問 (と)はず、凡 (あら)ゆる交通機關 (こうつうきくわん)は滿 (まん)員 (ゐん)状態 (ぜうたい)なのが今日 (こんにち)の有様 (ありさま)であるが、これは國 (こく)民 (みん)の經濟 (けいざい)的 (てき)活動 (くわつどう)が盛 (さか)んになつた徴 (しるし)で、誠 (まこと)に慶賀 (けいが)すべきことである。かゝる状態 (ぜうたい)は何時 (いつ)までも續 (つづ)いて欲 (ほ)しいことで、興亞 (こうあ)の大業 (たいぎょう)が進 (すす)めば進 (すす)む程 (ほど)益 (ます)々交通量 (こうつうれう)は殖 (ふ)える一方 (ほう)であらう。
ところが此處 (ここ)で問題 (もんだい)になるのが交通 (こうつう)道徳 (どうとく)即 (すなは)ち交通機關 (こうつうきくわん)に於 (お)ける公衆 (こうしう)の禮 (れい)儀 (ぎ)である。今日 (こんにち)の様 (よう)な低級 (ていきう)な道徳 (どうとく)程度 (ていど)では船 (せん)車 (しや)内 (ない)は文 (も)字 (じ)通 (とほ)り地 (ぢ)獄 (ごく)である。押 (お)し合 (あ)いへし合 (あ)うのはまだしもとして押 (お)し除 (の)け、突 (つ)き倒 (たお)し、啀 (いが)み合 (あ)ひ罵 (ののし)り合 (あ)ふ醜態 (しうたい)、悪態 (あくたい)をさへ往 (おう)々見 (み)せ付 (つ)けられるに於 (お)いては、單 (たん)なる不愉快 (ふゆかい)を越 (こ)して自分 (じぶん)の姿 (すがた)が情 (なさけ)なくならざるを得 (え)ない。而 (しか)もそれが無 (む)知 (ち)蒙 (もう)昧 (まい)な民衆 (みんしう)よりは紳士風 (しんしふう)の人 (ひと)々によつて演 (えん)ぜられてゐるのである。下層 (かそう)階級 (かいきう)の人 (ひと)々には遠慮 (えんりよ)があるが、洋服層 (ようふくそう)の連中 (れんちう)には傲慢 (ごうまん)と横着 (わうちやく)があるための様 (よう)である。これでは東洋 (とうよう)の指導者 (しどうしや)たる大國 (だいこく)民 (みん)の面目 (めんもく)は丸潰 (まるつぶ)れである。
　元來 (がんらい)道徳 (どうとく)とか禮 (れい)儀 (ぎ)とか云 (い)ふものは人生 (じんせい)を住 (す)みよくせんがために、聖人 (せいじん)や社会 (しやくわい)の賢 (かしこ)き層 (そう)によつて發 (はつ)達 (たつ)させられたものであるが、その本源 (ほんげん)は人性 (じんせい)の『好 (よ)き半 (はん)面 (めん)』から發 (はつ)してゐるのであつて、人間 (にんげん)に生 (う)まれたものは一寸 (ちょつと)反省 (はんせい)さへすれば、自 (おのづか)らその言動 (げんどう)が禮 (れい)儀 (ぎ)に合 (あ)ふ如 (ごと)く出 (で)來 (き)てゐるものである。人間 (にんげん)同志 (どうし)がお互 (たがひ)に他人 (たにん)の心持 (こころもち)に同情 (どうぜう)しほんの一歩 (ぽ)讓 (ゆづ)り合 (あ)ふことによつて人生 (じんせい)の旅路 (たびじ)は誠 (まこと)に気持 (きもち)よくなされるし、これに反 (はん)して、ほんの一歩 (ぽ)出 (で)しやばることによつて人 (じん)生 (せい)はお互 (たがひ)に堪 (た)え難 (がた)い地 (ぢ)獄 (ごく)の相 (そう)を現出 (げんしゆつ)するのである。實 (じつ)に、『何卒 (どーぞ)お先 (さき)に』の一念 (ねん)こそは、地獄 (ぢごく)と極楽 (ごくらく)の境目 (さかいめ)なのだ。これに『ありがたう』と『濟 (す)みませぬ』の二ツを加 (くは)へれば、如何 (いか)なる時 (とき)、如何 (いか)なる塲所 (ばじよ)に於 (お)いても道 (どう)徳 (とく)禮 (れい)儀 (ぎ)の能 (のう)事 (じ)は畢 (おは)るのである。
　お互 (たがひ)にこの心持 (こころも)ちに生 (い)きることは單 (たん)に交 (こう)通道 (つうどう)徳 (とく)とか公衆禮 (こうしうれい)儀 (ぎ)のためばかりではない。實 (じつ)に人間 (にんげん)修養 (しゆうやう)の根幹 (こんかん)をなすもので、この精神 (せいしん)を磨 (みが)き、この精神 (せいしん)に通 (つう)ずれば、則 (すなは)ち人 (にん)間 (げん)は立 (りつ)派 (ぱ)な國 (こく)民 (みん)の一員 (ゐん)となり、人類 (じんるい)の一員 (ゐん)にもなるのであつて、個人 (こじん)の完成 (くわんせい)こゝにありと云 (い)ふべきである。
　公衆 (こうしう)道徳 (どうとく)や交通 (こうつう)の禮 (れい)儀 (ぎ)こそは實 (じつ)に國 (こく)民 (みん)の浄 (きよ)く麗 (うる)はしく磨 (みが)かれた心 (こころ)の端的 (たんてき)表現 (へうげん)であつて、御國 (みこく)に光 (ひかり)を添 (そ)へる最大 (さいだい)なるものである。かゝる礼儀 (れいぎ)を辨 (わきま)へない愛 (あい)國 (こく)心 (しん)はあり得 (え)ないことだ。


[bookmark: _Hlk500681364]『國民新報』1939年9月3日
[主張]　名譽の孤立　－たゞ皇道、勇往邁進あるのみ―

　人類 (じんるい)を幸福 (こうふく)[footnoteRef:15]から救 (すく)はう、同時 (どうじ)に所謂 (いはゆる)英佛式 (えいふつしき)資本 (しほん)主義 (しゆぎ)唯 (ゆゐ)利 (り)主義 (しゆぎ)の腐敗 (ふはい)より救 (すく)はうと云 (い)ふ道義的 (どうぎてき)信念 (しんねん)の下 (もと)に、帝 (てい)國 (こく)と堅 (かた)い契 (ちぎり)を結 (むす)んでゐたドイツ國 (こく)が突 (とつ)如 (じよ)蘇 (そ)聯 (れん)と不 (ふ)可 (か)侵 (しん)協 (けふ)定 (てい)を結 (むす)んだ。英佛 (えいふつ)に危 (あやう)く包 (ほう)圍 (ゐ)せられん形勢 (けいせい)に置 (お)かれたドイツとしては所謂 (いはゆる)背 (せ)に腹 (はら)は換 (か)へられぬ事情 (じぜう)の逼迫 (ひつぱく)さもあつたであらう。 [15:  単行本『同胞に寄す』では「不幸」に修正されている。] 

　このドイツの一石 (せき)によつて醸 (かも)された歐 (おう)洲 (しう)情勢 (ぜうせい)の急變 (きうへん)、及 (およ)び其 (その)結果 (けつくわ)として起 (おこ)るべき、獨伊露と英佛 (えいふつ)との大 (だい)衝 (せう)突 (とつ)の逼迫性 (ひつぱくせい)に對 (たい)し、我帝國 (わがていこく)は如何 (いか)なる態度 (たいど)と決心 (けつしん)を以 (もつ)て進 (すゝ)むべきであるか。一言 (げん)にして云 (い)へば唯 (たゞ)名 (めい)譽 (よ)の孤 (こ)立 (りつ)あるのみだ。元來 (ぐわんらい)一國 (こく)の大事業 (だいじげう)は孤立 (こりつ)によつてのみ成 (な)し遂 (と)げられたと云 (い)ふのが歴史 (れきし)の教 (をし)へるところである。興亞 (こうあ)の大事業 (だいじげう)は唯 (たゞ)大 (だい)日 (につ)本 (ぽん)帝 (てい)國 (こく)獨 (どく)自 (じ)の判断 (はんだん)と實力 (じつりよく)と、而 (しか)して亞細亞 (アジア)諸民族 (しよみんぞく)の協力 (けふりよく)によつてのみなさるべきだ。なまじつか特定 (とくてい)の一國 (こく)と道徳的 (どうとくてき)にしろ或 (ある)種 (しゆ)の義 (ぎ)務 (む)關 (くわん)係 (けい)にあるよりも、凡 (すべ)ての顧 (こ)眄 (べん)より脱 (だつ)して自由 (じゆう)にアジアを處理 (しより)した方 (ほう)が手 (て)ツ取 (とり)早 (はや)い話 (はなし)でないだらうか。今 (いま)や帝國 (ていこく)には一線 (せん)の足手纏 (あしでまと)いもないのだ。皇道 (こうどう)の命 (めい)ずる處 (ところ)に從 (したが)ひ勇往 (ゆうおう)邁進 (まいしん)縦横 (じうわう)に快 (くわい)腕 (わん)を揮 (ふる)ふ機會 (きくわい)を天 (てん)より與 (あた)へられたのだ。何 (いづ)れの國 (くに)であれ日 (につ)本 (ぽん)に楯 (たて)突 (つ)く國 (くに)はアジアより逐拂 (おひはら)はれる覺 (かく)悟 (ご)であるべき[で]ある。
　この時 (とき)に當 (あた)り轟 (ごう)々と吾 (われ)々[の]胸 (むね)に迫 (せま)るものは非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)國 (こく)民 (みん)としての責任感 (せきにんかん)だ。昭 (せう)和 (わ)十二年 (ねん)七月 (がつ)七日 (にち)に生 (う)まれかはつた吾 (われ)々は、今 (いま)一度 (ど)生 (う)まれかはらう。あらゆる私利 (しり)私 (し)慾 (よく)の念 (ねん)を棄 (す)て、國 (こく)策 (さく)遂行 (すいかう)のために歩 (ほ)調 (てう)を合 (あ)はさう、全力 (ぜんりよく)を盡 (つく)さう。百人 (にん)が萬人 (にん)一死報國 (しほうこく)の決心 (けつしん)を堅 (かた)めよう。而 (しか)して己 (おの)がじし興亞 (こうあ)の聖業 (せいげふ)に對 (たい)する地下 (ちか)三尺 (しやく)の一介 (かい)の石 (いし)ころとなる覺 (かく)悟 (ご)をしよう。


[bookmark: _Hlk500681417]『國民新報』1939年9月10日　
[主張]　歐洲の動亂　－白人のいはゆる正義とは？―

　先 (さき)の歐 (おう)洲 (しう)大戦 (たいせん)勃発 (ぼつぱつ)より二十五年 (ねん)、それが終 (おは)つてより二十年 (ねん)、歐 (おう)洲 (しう)は再 (ふたた)び動亂 (どうらん)[の]巷 (ちまた)と化 (くわ)した。永久 (えいきう)の平和 (へいわ)を口 (くち)にしつゝ過 (す)ぐる二十年間 (ねんかん)は兵器 (へいき)の改良 (かいりやう)、軍費 (ぐんぴ)の擴 (くわく)張 (ちやう)に費 (つい)やした歐 (おう)洲 (しう)である。未 (いま)だ伊 (い)、米 (べい)の態 (たい)度 (ど)によつて大戰 (だいせん)になるか小戰 (せうせん)で終 (おは)るか知 (し)れぬとは云 (い)ふものの、若 (もし)大戰 (だいせん)にでもなつたら其 (その)慘 (さん)禍 (くわ)は先 (せん)般 (ぱん)のそれよりもずつと酷 (ひど)いものであらう。而 (しか)してその慘 (さん)禍 (くわ)の本 (ほん)源 (げん)は航 (こう)空 (くう)機 (き)に[よ]後方 (こうほう)爆撃 (ばくげき)にあるのだ。
　かゝる慘 (さん)禍 (くわ)の起 (おこ)るべきを、お互 (たがひ)に十二分 (ぶん)に知 (ち)悉しつゝも、尚 (なほ)戰 (せん)爭 (そう)をしなければならない處 (ところ)に人生 (じんせい)の悲劇性 (ひげきせい)があるのだ。獨 (ど)逸 (いつ)は分 (ぶん)相 (さう)應 (おう)と信 (しん)ずるものを獲 (くわく)得 (とく)せねばならず、英 (えい)佛 (ふつ)は獨 (ど)逸 (いつ)の頭 (あたま)を抑 (おさ)へ付 (つ)けなければ今日 (こんにち)までの榮 (えい)耀 (よう)榮 (えい)華 (ぐわ)が保 (たも)てない。英佛 (えいふつ)が弱 (よわ)れば伊太利 (イタリ)にはコルシカやチユニジア等 (とう)を恢復 (くわいふく)して所謂 (いはゆる)イタリア＝イレデンタの宿 (しゆく)願 (ぐわん)實 (じつ)現 (げん)の可 (か)能 (のう)性 (せい)に惠 (めぐ)まるゝことゝとなり、ロシアは〝歐 (おう)洲 (しう)の紳士 (しんし)達 (たち)″が戰爭 (せんそう)さへして居 (を)れば赤 (せき)化 (くわ)工 (こう)作 (さく)の好機 (こうき)が窺 (うかゞ)はれるのである。かくて戰爭 (せんそう)は起 (おこ)るのだ。慾 (よく)望 (ぼう)の錯綜 (さくそう)、怨恨 (えんこん)の錯綜 (さくそう)、これが力 (ちから)の衝突 (せうとつ)となつて戰爭 (せんそう)となるのである。
　そもそも今度 (こんど)の悲劇 (ひげき)の遠因 (えんいん)をなしたのが、ヴエルサイユの條 (でう)約 (やく)の不自然 (ふしぜん)、不公正 (ふこうせい)な裁 (さば)きであつて、その張本人 (ちやうほんにん)が英佛 (えいふつ)である。英佛 (えいふつ)は戰 (せん)勝 (しよう)（？）の餘 (よ)威 (い)を驅 (か)つて利己 (りこ)一點 (てん)張 (ば)りに歐 (おう)洲 (しう)を處 (しよ)理 (り)したのだ。チエツコとか波 (ポー)蘭 (ランド)とかの都 (つ)合 (がふ)の好 (よ)い案 (か)山 (か)子 (し)を處 (ところ)狹 (せま)きまで[に]造 (つく)り上 (あ)げて英 (えい)佛 (ふつ)の木 (ぼく)牛 (ぎう)流 (りう)馬 (ば)たらしめた時 (とき)に歐 (おう)洲 (しう)再動亂 (さいどうらん)の不吉 (ふきつ)なる種子 (しゆし)は播 (ま)かれてあつたのだ。チエツコと云 (い)ふ案山子 (かかし)の爲 (ため)に身 (み)を切 (き)るべかりし英佛 (えいふつ)は今 (いま)や波 (ポー)蘭 (ランド)のために死線 (しせん)に立 (た)たざるを得 (え)なくなつたのである。之 (これ)が正義 (せいぎ)のためとかや、笑止 (せうし)千萬だ。彼等 (かれら)の正義 (せいぎ)と利 (り)慾 (よく)の修辭 (しゆうじ)的 (てき)シノニムだ。
　不自然 (ふしぜん)なる歐 (おう)洲 (しう)の現勢 (げんせい)は變改 (へんかい)されねばならぬ。それが是正 (ぜせい)であらうと改惡 (かいあく)であらうと歐 (おう)洲 (しう)に新秩序 (しんちつじよ)の來 (き)たる徴 (ちよう)便 (べん)[footnoteRef:16]たることに變 (かは)りはない。恐 (おそ)らくは、英佛 (えいふつ)の日 (ひ)は喪 (うしな)はるゝることであらう。利 (り)慾 (よく)的 (てき)秩 (ちつ)序 (じよ)の代 (かは)りに、道 (どう)義 (ぎ)的 (てき)新 (しん)秩 (ちつ)序 (じよ)が歐 (おう)洲 (しう)に見 (あら)はれることは吾 (われ)々とても望 (のぞ)む處 (ところ)でなくてはならぬ。 [16:  「徴便」は単行本で「徴候」に代わっている。] 

　モロトフの云ひ分を借用すれば、歐洲の紳士達が闘つて居る間に、吾々はアジアの仕事を奇麗に仕上げよう。數世紀間呪はれたる白人の桎梏に、苛まれたアジア諸民族に、自由の日を與へるのは今である。そして〝光は東方より″の古言が今日を豫言したことを、かの傲慢不遜なる歐洲人に知らしめよう。
[bookmark: _Hlk500681513]『國民新報』1939年9月17日
[主張]　職場と功名心[footnoteRef:17]　―青年學生への警告― [17:  新聞では「職場と巧妙心」と誤植されていたが、単行本『同胞に寄す』で修正されている。本文ではすべて「功名心」になっている。] 


　功 (こう)名 (みやう)の正 (せい)道 (どう)は職 (しよく)塲 (ば)を忠 (ちう)實 (じつ)に護 (まも)ることだ。己 (おのれ)の道 (みち)に精 (せう)進 (じん)することだ。抑 (そもそ)も功 (こう)名 (みやう)とはその道 (みち)に秀 (ひい)でること即 (すなは)ちその道 (みち)の名 (めい)人 (じん)になることである。政治 (せいじ)に於 (お)ける名 (めい)人 (じん)、教 (けう)育 (いく)に於 (お)ける名人 (めいじん)、學 (がく)問 (もん)に於 (お)ける名 (めい)人 (じん)、軍 (ぐん)事 (じ)に於 (お)ける名 (めい)人 (じん)、乃 (ない)至 (し)は農 (のう)、商 (しょう)、工 (こう)、藝 (げい)術 (じゆつ)、文 (ぶん)學 (がく)あらゆる職 (しよく)業 (げふ)に於 (お)ける名 (めい)人 (じん)になることが、即 (すなは)ち功 (こう)名 (みやう)手柄 (てがら)を立 (た)てることなのである。抜 (ぬ)け驅 (か)けの功 (こう)名 (みやう)と云 (い)ふものはあるものでもなければ、よしんばあつても長 (なが)續 (つづ)きするものではない。凡 (すべ)て功 (こう)名 (みやう)と云 (い)ふものは誠心 (せいしん)誠意 (せいい)、一ツの道 (みち)に沿 (そ)うて心血 (しんけつ)を注 (そそ)ぎ、不 (ふ)撓 (とう)不 (ふ)屈 (くつ)勇 (ゆう)往 (おう)邁 (まい)進 (しん)することによつてのみ達 (たつ)せられるものであつて、功 (こう)名 (みやう)に決して捷径 (ちかみち)などあるものではない。
　よりよき職 (しよく)塲 (ば)を渡 (わた)り歩 (ある)くものに碌 (ろく)な者 (もの)はないものだ。一ツの道 (みち)に尻 (しり)の落 (おち)着 (つ)かぬものに多 (おほ)くを望 (のぞ)むことは出來 (でき)ない。與 (あた)へられたる職 (しよく)塲 (ば)に忠 (ちう)實 (じつ)な人 (じん)物 (ぶつ)こそ頼 (たの)もしい者 (もの)であつて、彼 (かれ)は將 (しやう)來 (らい)必 (かなら)ず大 (たい)成 (せい)することであらう。誠 (まこと)と力 (ちから)のある者 (もの)は如何 (いか)なる職 (しよく)塲 (ば)を與 (あた)へられても樂 (たの)しくやつてのけて、決 (けつ)して不 (ふ)平 (へい)を云 (い)はない。現 (げん)在 (ざい)の境 (きやう)遇 (ぐう)に不 (ふ)平 (へい)を云 (い)ふやうなものは大抵 (たいてい)はその仕 (し)事 (ごと)にさへ適 (てき)しないやくざ者 (もの)だ。況 (ま)してそれ以 (い)上 (じやう)の仕 (し)事 (ごと)においておやである。傍 (はた)から見 (み)て誠 (まこと)につまらなく、苦 (く)勞 (ろう)になりさうな職 (しよく)塲 (ば)をば、感 (かん)謝 (しや)と満 (まん)足 (ぞく)とを以 (もつ)て往 (い)く人 (じん)物 (ぶつ)こそ床 (ゆか)しく望 (のぞ)ましい國 (こく)民 (みん)の一員 (ゐん)である。
　青年 (せいねん)と功 (こう)名 (みやう)心 (しん)とは付 (つき)物 (もの)である。生 (せい)活 (くわつ)力 (りよく)の旺 (おう)盛 (せい)なる青 (せい)年 (ねん)であればある程 (ほど)功 (こう)名 (みやう)心 (しん)も旺盛 (おうせい)である。であるから青年 (せいねん)の功 (こう)名 (みやう)心 (しん)を咎 (とが)めるのは禁 (きん)物 (もつ)である。否 (いな)寧 (むしろ)功 (こう)名 (みやう)心 (しん)は大 (おほ)いに唆 (そそ)るべきだ。何故 (なぜ)かと云 (い)ふに名 (めい)譽 (よ)慾 (よく)は人 (にん)間 (げん)の諸 (もろ)々の慾 (よく)望 (ぼう)の中 (うち)で、最 (もつと)も高 (かう)級 (きう)なもので、劣 (れつ)等 (とう)の慾 (よく)情 (ぜう)を抑 (おさ)へるのに、頗 (すこぶ)る役 (やく)に立 (た)つ力 (ちから)でもあるからである。只 (ただ)戒 (いまし)むべきは誤 (あやま)つた功 (こう)名 (みやう)心 (しん)のみである。
　功 (こう)名 (みやう)心 (しん)は二ツの間 (ま)違 (ちが)つた考 (かんが)へ方 (かた)によつて、先 (ま)づ己 (おのれ)を害 (がい)し延 (ひ)いては社 (しや)會 (くわい)を毒 (どく)する。一ツはいきなり大 (おほ)いなるもの、高 (たか)きものをのみ憧憬 (あこがれ)て小 (ちひ)さきもの、低 (ひく)きものを卑 (いやし)むことであり、今 (いま)一ツは歩 (ほ)一歩 (ぽ)、粒 (りう)々辛 (しん)苦 (く)、勤 (きん)々孜 (し)々として己 (おの)が力 (ちから)にて己 (おの)が地 (ち)位 (い)を築 (きづ)き上 (あ)げようとはせずして、事 (こと)の僥 (げう)倖 (こう)を希 (ねが)ふことである。不 (ふ)正 (せい)をば働 (はたら)くとか、權 (けん)勢 (せい)に阿 (おもね)るとか、日 (ひ)和 (より)見 (み)主 (しゆ)義 (ぎ)とか、依 (い)頼 (らい)心 (しん)、附 (ふ)和 (わ)雷 (らい)同 (どう)などのあらゆる悪徳 (あくとく)はこゝから生 (せう)ずるのである。


[bookmark: _Hlk500681552]『國民新報』1939年9月24日
[主張]　朝鮮青年と信念

　青 (せい)年 (ねん)は何 (い)時 (つ)でも國 (こく)家 (か)の生 (せい)命 (めい)であるが、建 (けん)設 (せつ)、復 (ふく)興 (こう)などの非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)に於 (お)いて殊 (こと)に然 (しか)りである。これ伊太利 (イタリ)、獨 (ど)逸 (いつ)などの新 (しん)興 (こう)國 (こく)に於 (お)いて青 (せい)年 (ねん)訓 (くん)練 (れん)事 (じ)業 (げふ)を重 (じう)視 (し)する所以 (ゆえん)である。我 (わ)が日本に於 (お)いても現 (げん)下 (か)の非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)を控 (ひかへ)て青 (せい)年 (ねん)の精 (せい)神 (しん)力 (りよく)及 (およ)び體 (たい)位 (い)の向 (かう)上 (じやう)のために國 (こく)家 (か)的 (てき)に力 (ちから)を致 (いた)すことゝなつた。前 (ぜん)週 (しう)京 (けい)城 (じやう)に於 (お)ける大 (だい)日本青 (せい)年 (ねん)團 (だん)聯 (れん)盟 (めい)大 (たい)會 (かい)や日 (にち)滿 (まん)支 (し)蒙 (もう)疆 (けふ)交 (こう)驩 (くわん)などで朝 (てう)鮮 (せん)青 (せい)年 (ねん)も強 (つよ)く刺 (し)激 (げき)されるところがあつたことゝ思 (おも)ふ。
　朝 (てう)鮮 (せん)青 (せい)年 (ねん)は日本青 (せい)年 (ねん)に包含 (ほうがん)さること論 (ろん)を俟 (ま)たないが、朝 (てう)鮮 (せん)青 (せい)年 (ねん)團 (だん)が昨年 (さくねん)やうやく大 (だい)日本青 (せい)年 (ねん)團 (だん)聯 (れん)盟 (めい)に加盟 (かめい)したのから見 (み)ても多 (た)少 (せう)事 (じ)情 (じやう)の異 (ことな)るを見 (み)るであらう。その異 (ことな)る事 (じ)情 (じやう)と云 (い)ふのはとりも直 (なお)さず新 (あたら)しく國 (こく)民 (みん)に加 (くわ)はつたと云 (い)ふことである。この點 (てん)にこそ朝 (てう)鮮 (せん)青 (せい)年 (ねん)の修養 (しうやう)と訓 (くん)練 (れん)に特 (とく)殊 (しゆ)性 (せい)が存 (そん)するのである。
　朝 (てう)鮮 (せん)民 (みん)衆 (しう)がしばらく非 (ひ)國 (こく)家 (か)的 (てき)思 (し)想 (そう)感 (かん)情 (ぜう)中 (ちう)に生 (せい)活 (くわつ)して居 (ゐ)たと云 (い)ふことは不幸 (ふこう)ではあるが、蔽 (おほ)うべくもない事 (じ)實 (じつ)であつて、従 (したが)つて朝 (てう)鮮 (せん)青 (せい)年 (ねん)の多 (おほ)くはかゝる雰 (ふん)圍 (ゐ)氣 (き)の中 (なか)に育 (そだ)つたと見 (み)られる節 (ふし)がないでもない。朝 (てう)鮮 (せん)民 (みん)衆 (しう)が一般的 (ぱんてき)に我 (われ)は日本の國 (こく)民 (みん)なりと云 (い)ふ意 (い)識 (しき)に達 (たつ)したのは、あり體 (てい)に云 (い)へば今 (こん)次 (じ)事 (じ)變 (へん)後 (ご)であり、もつと的確 (てきかく)に云 (い)へば南 (みなみ)總 (そう)督 (とく)が内 (ない)鮮 (せん)一體 (たい)を宣 (せん)明 (めい)してからであると云 (い)ふべきである。であるから朝 (てう)鮮 (せん)民 (みん)衆 (しう)の中 (うち)には内心 (ないしん)國 (こく)民 (みん)的 (てき)意 (い)識 (しき)をしかと把 (は)握 (あく)しつゝも、それを行 (こう)爲 (ゐ)で表 (あら)はすのに未 (いま)だ些 (いささ)かの氣 (き)不 (ま)味 (づ)さ[、]きまり惡 (わる)さを感 (かん)ずる時 (とき)もないでもなく、又 (また)一面 (めん)には國 (こく)民 (みん)的 (てき)感 (かん)情 (ぜう)や思 (し)想 (そう)の節 (ふし)廻 (まわ)しがすつかり板 (いた)に付 (つ)かない點 (てん)もないではない。このために内 (ない)心 (しん)落 (おち)着 (つ)くべき所 (ところ)に落 (おち)着 (つ)いて居 (ゐ)ながらも、表 (へう)面 (めん)尚 (なほ)一種 (しゆ)の歯 (は)痒 (がゆ)さを見 (み)せて居 (ゐ)るのではないかと思 (おも)ふ。成 (せい)人 (じん)に於 (お)いて尚 (なほ)然 (しか)り、ましてかゝる成人 (せいじん)の下 (もと)に子 (し)女 (じよ)たり後 (こう)輩 (はい)たる青年 (せいねん)、殊 (こと)に學 (がく)生 (せい)層 (そう)の心 (しん)境 (きやう)や思 (おも)ひ遣 (や)るべきであるまいか。
　朝 (てう)鮮 (せん)の青 (せい)年 (ねん)は須 (すべか)らく個 (こ)人 (じん)や民 (みん)族 (ぞく)の前 (ぜん)途 (と)に關 (くわん)する疑 (ぎ)惑 (わく)や不 (ふ)安 (あん)や、そして國 (こく)民 (みん)生 (せい)活 (くわつ)の新 (しん)様 (よう)式 (しき)に急 (きう)角 (かく)度 (ど)の轉 (てん)換 (くわん)を敢 (あへ)てしなくてはならないところの些 (さ)細 (さい)な氣 (き)不味 (まづ)さやきまり惡 (わる)さをばかなぐり棄 (す)て『我 (われ)は日本國 (こく)民 (みん)なり』の強 (つよ)い信 (しん)念 (ねん)に生 (い)きる第 (だい)一歩 (ぽ)を強 (つよ)く踏み出さなくてはならない。これこそは朝 (てう)鮮 (せん)民 (みん)衆 (しう)にとつて一にして唯 (ゆゐ)一なる正 (しやう)路 (ろ)であるからである。朝 (てい)鮮 (せん)青 (せい)年 (ねん)の持 (も)つべき根本的 (こんぽんてき)にして第 (だい)一義 (ぎ)的 (てき)なる精神 (せいしん)は、天皇 (てんのう)に對 (たい)して誓 (ちか)ひまつる忠誠 (ちうせい)と、大 (だい)日本帝 (てい)國 (こく)に對 (たい)する愛 (あい)でなくてはならない。その他 (た)凡 (すべ)ては之 (これ)に従 (じう)屬 (ぞく)し、之 (これ)より派 (は)生 (せい)したるものでなくてはならない。


[bookmark: _Hlk500681616]『國民新報』1939年10月1日　
[主張]　新秩序の根本原理

　今 (こん)日 (にち)は我 (わが)帝 (てい)國 (こく)によりて東 (とう)亞 (あ)に新 (しん)秩 (ちつ)序 (じよ)が建設 (けんせつ)されつゝある光 (くわう)輝 (き)ある歴 (れき)史 (し)の一時期 (じき)である。帝國 (ていこく)の此 (こ)の行動 (こうどう)を聖戰 (せいせん)と名 (な)づけるのであるが、是 (これ)をば歐 (おう)米 (べい)の諸強國 (しよけうこく)は支那 (しな)に對 (たい)する日本 (につぽん)の侵 (しん)略 (りやく)だと稱 (しやう)して居 (ゐ)る。彼 (かれ)らが吾 (わ)が聖 (せい)戰 (せん)をば侵 (しん)略 (りやく)と稱 (しやう)するのは必 (かな)らずしも惡 (あく)意 (い)からばかりとは云 (い)へない。何 (なん)となれば彼等 (かれら)には八紘 (こう)一宇 (う)の皇 (こう)道 (どう)精 (せい)神 (しん)が理解 (りかい)されず、但 (ただ)唯 (ゆゐ)利 (り)主 (しゆ)義 (ぎ)の己 (おのれ)の心 (こころ)を以 (もつ)て他 (た)人 (にん)の心 (こころ)を度 (はか)るからである。
　抑 (そも)々今 (こん)日 (にち)の帝 (てい)國 (こく)主 (しゆ)義 (ぎ)とか、民 (みん)主 (しゆ)主 (しゆ)義 (ぎ)とか乃 (ない)至 (し)は共 (きよう)産 (さん)主 (しゆ)義 (ぎ)とか云 (い)ふものは、その形態 (けいたい)には種 (しゆ)々雑多 (ざつた)の變化 (へんか)があるとは云 (い)へ、その根本 (こんぽん)をなすものは自 (じ)己 (こ)中 (ちゆう)心 (しん)の唯 (ゆゐ)利 (り)主 (しゆ)義 (ぎ)であつて、その源 (みなもと)はローマ人 (じん)の權 (けん)利 (り)思 (し)想 (そう)から發 (はつ)したものと云 (い)へると思 (おも)う。釈 (しや)迦 (か)や孔 (こう)子 (し)やキリストの教 (をしへ)は何 (いず)れも人 (にん)間 (げん)の此 (こ)の唯 (ゆゐ)利 (り)的 (てき)半 (はん)面 (めん)を抑 (おさ)へて、義 (ぎ)のために己 (おのれ)を空 (むな)しうすることを教 (をし)へたのであつた。かゝる道 (どう)義 (ぎ)主 (しゆ)義 (ぎ)の精 (せい)神 (しん)は東 (とう)洋 (よう)精 (せい)神 (しん)と呼 (よ)ばれて居 (ゐ)るものであるが、この東洋 (とうよう)精神 (せいしん)こそは皇道 (こうどう)の髄 (ずい)をなして居 (を)り、それが數 (すう)千年 (ねん)間 (かん)醗 (はつ)酵 (こう)し生 (せい)長 (ちやう)して今日 (こんにち)に至 (いた)り人 (じん)類 (るい)救 (きう)濟 (さい)の大 (だい)使 (し)命 (めい)のために興 (こう)亞 (あ)聖 (せい)戰 (せん)となつて現 (あらは)れ始 (はじ)めたのである。
　こゝに於 (お)いて吾 (われ)等 (ら)は各 (おの)々自 (じ)分 (ぶん)の心 (こころ)の秩 (ちつ)序 (じよ)の建直 (たてなほ)しと云 (い)ふ大 (だい)問 (もん)題 (だい)に逢 (ほう)着 (ちやく)する。即 (すなは)ち中 (なか)ば以 (い)上 (じやう)西 (せい)洋 (よう)の唯 (ゆい)利 (り)思 (し)想 (そう)に誤 (あやま)らされた舊 (きう)秩 (ちつ)序 (じよ)を斷 (だん)然 (ぜん)破 (は)壊 (かい)して唯 (ゆゐ)利 (り)主 (しゆ)義 (ぎ)[footnoteRef:18]の吾 (われ)々の本然 (ほんぜん)の姿 (すがた)に立戻 (たちもど)ることである。即 (すなは)ち子 (こ)は親 (おや)に事 (つか)へ妻 (つま)は夫 (おつと)に事 (つか)へ人 (ひと)らは互 (たがひ)に相 (あい)事 (つか)へ、而 (しか)して吾 (われ)々は擧 (こぞ)つて大君 (おおきみ)に事 (つか)へる本然 (ほんぜん)の秩序 (ちつじよ)に歸 (かへ)ることだ。子 (こ)は親 (おや)に對 (たい)して子權 (しけん)を主張 (しゆちやう)し、妻 (つま)は夫 (おつと)に對 (たい)して妻權 (さいけん)を主張 (しゆちやう)し、民 (たみ)は國 (くに)に對 (たい)して民權 (みんけん)を主張 (しゆちやう)し、人 (ひと)々は互 (たがひ)に相手 (あいて)に對 (たい)して己 (おのれ)の權 (けん)利 (り)を主張 (しゆちやう)すると云 (い)ふことが、現 (げん)に吾 (われ)々が間 (ま)違 (ちが)つて這 (は)入 (い)つたところの、從 (したが)つて直 (ただ)ちに破 (は)壊 (くわい)しなければならないところの舊 (きう)秩 (ちつ)序 (じよ)なのである[。]個 (こ)人 (じん)の心 (こころ)の此 (こ)の舊 (きう)秩 (ちつ)序 (じよ)が清 (せい)算 (さん)されなければ、新事態 (しんじたい)に應 (おう)ずる國 (こく)内 (ない)の社 (しや)會 (くわい)の新 (しん)秩 (ちつ)序 (じよ)も生れることは出來 (でき)ない。況 (ま)してや多 (おほ)くの異 (い)民 (みん)族 (ぞく)を抱 (ほう)容 (よう)して理 (り)想 (そう)の新 (しん)東 (とう)亞 (あ)たらしめんとする新 (しん)秩 (ちつ)序 (じよ)の建 (けん)設 (せつ)に於 (お)いておやである。 [18:  単行本『同胞に寄す』では「道義主義」に修正されている。] 

　吾 (ご)人 (じん)が享 (きやう)有 (いう)する富 (とみ)や地 (ち)位 (い)やは、凡 (すべ)て神 (かみ)と大 (おほ)君 (きみ)より『授 (さず)かつた恩 (おん)惠 (けい)』であつて、吾 (ご)人 (じん)の權 (けん)利 (り)で『獲 (くわく)得 (とく)した獲 (え)物 (もの)』ではない。吾 (わ)が身 (しん)體 (たい)や生 (せい)命 (めい)でさへも神 (かみ)と大 (おほ)君 (きみ)からの御 (お)預 (あづ)かり物 (もの)である。此 (こ)の精 (せい)神 (しん)は前 (ぜん)線 (せん)の將 (しやう)士 (し)によつて最 (もつと)も能 (よ)く發 (はつ)揮 (き)された[。]是 (これ)は銃 (じう)後 (ご)の國 (こく)民 (みん)全 (ぜん)體 (たい)の精 (せい)神 (しん)であらねばならぬ。否 (いな)今 (こん)後 (ご)子 (し)々孫 (そん)々の永 (えい)久 (きう)の精 (せい)神 (しん)であらねばならぬ[。]而 (しか)して此 (こ)の精 (せい)神 (しん)こそは人 (じん)類 (るい)を救 (すく)ふべき八紘 (こう)一宇 (う)の大 (だい)精 (せい)神 (しん)[な]のだ。吾 (われ)々が支 (し)那 (な)四億 (おく)の民 (みん)衆 (しう)の爲 (ため)に支 (し)那 (な)に於 (お)いて戰 (たたか)つて居 (ゐ)ると云ふ命 (みやう)題 (だい)は、此 (こ)の精 (せい)神 (しん)によつてのみ理 (り)解 (かい)されるであらう。


[bookmark: _Hlk500681667]『國民新報』1939年10月8日　
[主張]　戰死者と吾等　―戦没將兵の遺族たれ！―

　この程 (ほど)、北支戰 (ほくしせん)線 (せん)から戰 (せん)歿 (ぼつ)將 (しやう)兵 (へい)の遺 (い)骨 (こつ)が歸 (き)還 (くわん)して、京 (けい)城 (ぜう)その他 (た)に、しめやかな町 (てう)葬 (そう)などの行 (ぎやう)列 (れつ)が見 (み)られた。通 (とほ)りがゝりの學 (がく)生 (せい)や心 (こころ)ある通 (つう)行 (かう)人 (にん)はしばし脚 (あし)を止 (とゞ)めて脱 (だつ)帽 (ぼう)鞠 (きく)躬 (きう)、護 (ご)國 (こく)勇 (ゆう)士 (し)の英 (えい)靈 (れい)に哀 (あい)悼 (とう)と感 (かん)謝 (しや)の意 (い)を表 (へう)して居 (ゐ)たのであるが、戰 (せん)歿 (ぼつ)者 (しや)の葬 (そう)式 (しき)と云 (い)ふ標 (へう)識 (しき)が明 (あきら)かでないので、素 (す)通 (どほ)りする者 (もの)もあつたのは誠 (まこと)に遺 (い)憾 (かん)であり、殊 (こと)に自 (じ)動 (どう)車 (しや)が埃 (ほこり)を立 (た)てゝ通 (とほ)るのを見 (み)ると、憤激 (ふんげき)の情 (ぜう)さへも起 (おこ)つた。なんとかして通 (つう)行 (かう)人 (にん)漏 (も)れなく英 (えい)靈 (れい)に敬 (けい)意 (い)を表 (へう)し得 (う)る様 (よう)にしたいものである。
　朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)にとつては戰 (せん)死 (し)傷 (しやう)者 (しや)に對 (たい)する禮 (れい)儀 (ぎ)に慣 (な)れる機 (き)會 (くわい)がなかつた。云 (い)はゞ今 (こん)度 (ど)が始 (はじ)めてなのである。併 (しか)しながら戰 (せん)死者 (ししや)の遺骨 (いこつ)と後 (あと)に續 (つゞ)く喪 (も)服 (ふく)の遺 (い)族 (ぞく)等 (ら)の悲 (かな)しめる姿 (すがた)を見 (み)る時 (とき)、吾 (われ)等 (ら)は吾 (われ)等 (ら)の享 (きやう)楽 (らく)する平 (へい)和 (わ)と繁 (はん)榮 (えい)が如 (い)何 (か)なる高 (かう)價 (か)を以 (もつ)て、如何 (いか)に多 (おほ)くの同胞 (どうほう)の血 (ち)と悲 (かな)しみとによつて贖 (あがな)はれたるかを沁 (し)みじみ感 (かん)ぜざるを得 (え)ない。吾 (われ)等 (ら)の生命 (せいめい)は前線 (ぜんせん)將 (しやう)兵 (へい)の血 (ち)によつて護 (まも)られ、吾 (われ)等 (ら)の家 (か)庭 (てい)の喜 (よろこ)びは彼等 (かれら)將 (しやう)兵 (へい)の遺 (い)族 (ぞく)の悲 (かな)しみによつて培 (つち)かはれて居 (ゐ)るのだ。これは比喩 (ひゆ)でも修辭 (しうじ)でもない。文字 (もじ)その通 (とほ)りである。しからば吾 (われ)等 (ら)はこれ等 (ら)の戰 (せん)死 (し)者 (しや)及 (およ)びその遺族 (いぞく)に對 (たい)して何 (ど)うすれば好 (よ)いだらう。その葬式 (そうしき)を送 (おく)つては感 (かん)謝 (しや)と哀 (あい)悼 (とう)の涙 (なみだ)を流 (なが)さう。その遺族 (いぞく)に對 (たい)してはあらん限 (かぎ)りの勞 (いた)はりと助 (たす)けの手 (て)を伸 (の)ばさう。それは當 (とう)然 (ぜん)のことであるが併 (しか)しそれ丈 (だけ)では足 (た)りない。吾 (われ)等 (ら)は彼等 (かれら)勇 (ゆう)士 (し)の志 (こころざし)を成 (な)し遂 (と)げねばならぬ。石 (いし)に齧 (かぢ)り付 (つ)いても泥 (どろ)を摑 (つか)んでも興 (こう)亞 (あ)の聖 (せい)業 (げふ)を完 (かん)遂 (つひ)せねばならぬ。米 (こめ)を節約 (せつやく)しよう。あらゆる物 (ぶつ)資 (し)を節 (せつ)約 (やく)し、齒 (は)を喰 (く)いしばつて生 (せい)産 (さん)し貯 (ちよ)蓄 (ちく)しよう。公債 (こうさい)を買 (か)はう。國 (くに)の秘 (ひ)密 (みつ)を守 (まも)らう。而 (しか)して己 (おのれ)はいつなん時 (とき)にも戰 (せん)線 (せん)に立 (た)つ覚悟 (かくご)をしつゝ、次代 (じだい)の負擔者 (ふたんしゃ)たる子女 (しじよ)を、忠義 (ちうぎ)あり力量 (りきりよう)ある國 (こく)民 (みん)に育 (そだ)てよう。かくてこそ戰 (せん)歿 (ぼつ)將 (しやう)兵 (へい)や、その遺族 (いぞく)の尊 (たつと)き犠牲 (ぎせい)に應 (こた)へることが出來 (でき)る。
　吾 (われ)々朝鮮人 (てうせんじん)は僅 (わづ)か數 (すう)人 (にん)の戰 (せん)死 (し)者 (しや)を出 (だ)したに過 (す)ぎない。血 (ち)と悲 (かな)しみとを以 (もつ)て御國 (みくに)に盡 (つく)したことが餘 (あま)りに少 (すく)な過 (す)ぎる。何 (なに)か他 (た)の方法 (ほうほう)でそれだけの償 (つぐな)ひをしようではないか。それは吾 (われ)等 (ら)自身 (じしん)すべての戰 (せん)歿 (ぼつ)將 (しやう)兵 (へい)の遺 (い)族 (ぞく)になることだ。この場 (ば)合 (あい)病 (びやう)死 (し)者 (しゃ)の喪 (も)にしか服 (ふく)することの出來 (でき)ない吾 (われ)等 (ら)の腑甲斐 (ふがい)なさをば、戰 (せん)死 (し)者 (しや)の喪 (も)に服 (ふく)して居 (ゐ)るものを慰 (なぐさ)め助 (たす)けることによつて償 (つぐな)はうではないか。そして銃 (じう)後 (ご)の奉 (ほう)公 (こう)をば一手 (て)に引 (ひき)受 (う)けた決 (けつ)心 (しん)で行 (ゆ)かうではないか。殊 (こと)に死 (し)すべきに生 (い)きて居 (を)る朝鮮 (てうせん)の壮丁 (そうてい)において然 (しか)りである。


[bookmark: _Hlk500681707][bookmark: _GoBack]『國民新報』1939年10月15日　
[主張]　銃後の奢侈を恥ぢよ

　此 (こ)の非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)に、國 (くに)を擧 (あ)げての御 (ご)奉 (ほう)公 (こう)の此 (こ)の非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)に、街 (がい)頭 (とう)で高 (かう)価 (か)な新 (しん)調 (てう)の洋 (よう)服 (ふく)を着 (き)飾 (かざ)つた紳 (しん)士 (し)風 (ふう)の男 (おとこ)達 (たち)を見 (み)る。綺 (き)羅 (ら)錦 (きん)繍 (しう)を纏 (まと)ひ金 (きん)や寶 (ほう)石 (せき)を見 (み)せびらかす淑 (しゆく)女 (じよ)風 (ふう)の女 (おんな)達 (たち)を見 (み)る。なんと浅間 (あさま)しい風景 (ふうけい)であらう。殊 (こと)に婦 (ふ)人 (じん)の奢 (しや)侈 (し)が近 (きん)來 (らい)眼 (め)立 (だ)つて殖 (ふ)えたかに見 (み)えるのはどうしたことだらう。
　日 (につ)本 (ぽん)人 (じん)たる者 (もの)は當 (とう)分 (ぶん)毛 (け)織 (おり)を遣 (つか)つてはならないのだ。それは出 (しゅつ)征 (せい)兵 (へい)士 (し)の冬 (ふゆ)服 (ふく)と輸 (ゆ)出 (しゆつ)に當 (あ)てなくてはならない。綿 (めん)は勿論 (もちろん)のこと、絹 (きぬ)や人絹 (じんけん)も最 (さい)少 (せう)限 (げん)度 (ど)に消 (せう)費 (ひ)しなくてはならないのだ。これも或 (あるひ)は軍用 (ぐんよう)に或 (あるひ)は輸 (ゆ)出品 (しゆつひん)になるからである。金 (きん)や金 (きん)製 (せい)品 (ひん)を一切 (さい)政 (せい)府 (ふ)に賣 (う)らなければならない。それが結婚 (けつこん)の指輪 (ゆびわ)であらうと、親 (おや)から讓 (ゆづ)られた由緒 (ゆいしよ)付 (つ)きの髪 (かん)挿 (ざ)しであらうと、苟 (いやし)く[も]金 (きん)である以 (い)上 (じやう)持 (も)つて居 (ゐ)てはならない。それだけの國 (こく)力 (りよく)を盗 (ぬす)むことになるからだ。生命 (いのち)をさへ國 (こく)家 (か)に差 (さし)上 (あ)げる今日 (こんにち)ではないか。金 (きん)がなんだ。記 (き)念 (ねん)がなんだ。今 (いま)時 (じ)分 (ぶん)金 (きん)製 (せい)品 (ひん)を身 (み)に付 (つ)けて歩 (ある)くとか、箪笥 (たんす)にしまつて置 (お)くとは何 (な)んたる恥 (はぢ)だらう。
　凡 (すべ)ては有 (あ)り合 (あ)はせで間 (ま)に合 (あ)はせよう。成 (な)るべく新 (しん)調 (てう)を見 (み)合 (あ)はせよう。破 (やぶ)けた着 (き)物 (もの)ならば繼 (つ)ぎ合 (あ)はせれば濟 (す)む。雑 (ざつ)穀 (こく)を食 (た)べてお米 (こめ)を節約 (せつやく)しやう[。]前線 (ぜんせん)兵士 (へいし)の辛苦 (しんく)を偲 (しの)び、旱 (かん)害 (がい)地 (ち)住 (ぢゆう)民 (みん)の苦 (く)勞 (ろう)を思 (おも)い遣 (や)れば節約 (せつやく)位 (くらい)なんでもないではないか。
　一般 (ぱん)民衆 (みんしう)[footnoteRef:19]の物 (ぶつ)資 (し)節 (せつ)約 (やく)は主 (しゆ)婦 (ふ)の手 (て)によつてなさるべきだ。お臺 (だい)所 (ところ)と針 (はり)仕 (し)事 (ごと)と客 (きやく)間 (ま)の節約 (せつやく)を置 (お)いて、物 (ぶつ)資 (し)節 (せつ)約 (やく)は成 (なし)遂 (と)げられない。然 (しか)るにその物 (ぶつ)資 (し)節 (せつ)約 (やく)の大 (おお)元 (もと)締 (じめ)たる婦 (ふ)人 (じん)達 (たち)が銃 (じう)後 (ご)の奢 (しや)侈 (し)に耽 (ふ)けるとは何 (な)んたる淺 (せん)慮 (りょ)であらう。 [19:  新聞では「般一民衆」と誤植されていたが、単行本『同胞に寄す』で修正されている。] 

　一般 (ぱん)に朝 (てう)鮮 (せん)民 (みん)衆 (しう)は身 (み)分 (ぶん)以 (い)上 (じやう)の奢 (しゃ)侈 (し)をする習 (しう)慣 (くわん)がある。この非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)の節 (せつ)約 (やく)を徹 (てつ)底 (てい)してこそ吾 (われ)等 (ら)の富 (ふ)力 (りよく)にふさはしい生 (せい)活 (くわつ)になることだらう。
　精 (せい)一杯 (ぱい)生 (せい)産 (さん)し、精 (せい)一杯 (ぱい)節 (せつ)約 (やく)し、精 (せい)一杯 (ぱい)自 (じ)肅 (しゆく)自 (じ)戒 (かい)して精 (せい)一杯 (ぱい)貯 (ちよ)蓄 (ちく)することこそ、銃 (じう)後 (ご)報 (ほう)國 (こく)の大 (だい)宗 (しう)をなすものであつて、殊 (こと)に朝 (てう)鮮 (せん)民 (みん)衆 (しう)にしかく呼 (よ)び掛 (か)けたいものである。
　お互 (たがひ)に銃 (じう)後 (ご)の奢 (しや)侈 (し)を恥 (はぢ)ぢよう。
[bookmark: _Hlk500681765]
『國民新報』1939年10月22日　
[主張]　個人の眞面目　―神と君の惠みのもとに―

自 (じ)分 (ぶん)を獨 (どく)立 (りつ)した一個 (こ)體 (たい)と考 (かんが)へること程 (ほど)間 (ま)違 (ちが)つた考 (かんが)へ方 (かた)はない。隨 (したが)つて又 (また)これ程 (ほど)自 (じ)分 (ぶん)を毒 (どく)する惡 (あく)はない。すべての惡 (あく)はこゝに根 (ね)ざす。かゝる間 (ま)違 (ちが)つた人 (じん)生 (せい)觀 (くわん)は、自 (じ)分 (ぶん)は家 (か)庭 (てい)の一員 (ゐん)であり、職 (しよく)塲 (ば)の一員 (ゐん)であり、國 (こく)家 (か)の一員 (ゐん)であると思 (おも)ふ代 (かは)りに、家 (か)庭 (てい)や、職 (しよく)塲 (ば)や、國 (こく)家 (か)が自 (じ)分 (ぶん)の私 (し)欲 (よく)のためにあるかの様 (よう)に思 (おも)はせる。之 (これ)をわが儘 (まま)と云 (い)ひ、身 (み)勝 (がつ)手 (て)と云 (い)ふ。
吾 (われ)は一員 (ゐん)であつて中 (ちう)心 (しん)でも全 (ぜん)體 (たい)でもない。吾 (われ)は家 (か)庭 (てい)や職 (しよく)塲 (ば)の一員 (ゐん)であることを通 (とほ)して、御 (み)國 (こく)の一員 (ゐん)である。従 (したが)つて吾 (われ)は仕 (つか)へる者 (もの)であつて、仕 (つか)へられる者 (もの)ではない。吾 (われ)にあてがはれた役割 (やくわり)は、感 (かん)謝 (しや)と誠 (まこと)を以 (もつ)て仕 (つか)へることが、凡 (すべ)ての個 (こ)人 (じん)の本 (ほん)務 (む)である。
幹 (みき)を離 (はな)れて枝 (えだ)なく、全 (ぜん)體 (たい)を離 (はな)れて肢 (し)體 (たい)はない。然 (しか)るに世 (せ)間 (けん)往 (おう)々自 (じ)分 (ぶん)が獨 (どく)立 (りつ)獨 (どく)存 (そん)する個 (こ)體 (たい)であるかの如 (ごと)く考 (かんが)へたり、振舞 (ふるま)つたりするのは、自 (じ)分 (ぶん)の肉 (にく)體 (たい)乃 (ない)至 (し)精 (せい)神 (しん)の生命 (いのち)が、何處 (どこ)より來 (き)垂 (た)れるかを意 (い)識 (しき)する程 (ほど)の賢 (かしこ)さに、まだ達 (たつ)して居 (ゐ)ないことをしか、證 (せう)據 (こ)立 (た)てるものでない。云 (い)ひかへれば單 (たん)なる無知 (むち)であり、愚 (おろ)かさに外 (ほか)ならない。
今 (いま)一ツ。神 (かみ)なくして我 (われ)ありわが生 (い)くるは我 (わ)が力 (ちから)にして、神 (かみ)の惠 (めぐみ)にあらずと考 (かんが)ふること程 (ほど)、愚 (おろ)かで恐 (おそ)れ多 (おほ)いことはない。我 (われ)に生命 (いのち)を授 (さづ)け給 (たま)ふたのも神 (かみ)であり、我 (われ)に日 (にち)々の糧 (かて)を與 (あた)へ給 (たま)ふのも神 (かみ)にまします。身 (しん)體 (たい)、財 (ざい)産 (さん)、才 (さい)能 (のう)、地 (ち)位 (い)總 (すべ)て我 (われ)が享 (きやう)受 (じゆ)するものは神 (かみ)よりの御 (おん)授 (さづ)けと認 (にん)識 (しき)することこそ、倫 (りん)理 (り)の第 (だい)一要 (よう)諦 (たい)でなければならない。
神 (かみ)を認識 (にんしき)しまつらぬものが、如何 (いか)にして大 (おほ)君 (ぎみ)の現人神 (あらひとがみ)にましますことを認識 (にんしき)しまつらうぞ。
神 (かみ)と君 (きみ)、吾 (われ)を生 (う)み、養 (やしな)ひ、治 (をさ)めさせ給 (たま)ふ。その御 (み)心 (こころ)に副 (そ)ひ、その御 (み)惠 (めぐみ)に酬 (むく)ひ奉 (たてまつ)らんこそ、わが一生 (せう)の目 (もく)的 (てき)と信 (しん)ずることは、凡 (およ)そ宗 (しう)教 (けふ)宗 (しう)派 (は)の何 (なに)たるを問 (と)はず、凡 (す)べての國 (こく)民 (みん)の根 (こん)本 (ぽん)信 (しん)條 (でう)たるべきであり、是 (これ)乃 (すなは)ち日 (につ)本 (ぽん)精 (せい)神 (しん)の建 (たて)前 (まへ)であり、同 (どう)時 (じ)に全 (ぜん)人 (じん)類 (るい)に施 (ほどこ)して悖 (もと)らざる底 (てい)の普 (ふ)遍 (へん)的 (てき)眞 (しん)理 (り)である。
さればとて個 (こ)性 (せい)を没 (ぼつ)却 (きやく)することではない。春 (はる)の野山 (のやま)の美 (び)をなす千紫 (し)萬 (ばん)紅 (こう)は實 (じつ)に一紫 (し)一紅 (こう)の個 (こ)性 (せい)發 (はつ)揮 (き)によつてなつたものだ。吾 (われ)わが國 (くに)の偉 (い)業 (げう)も、結 (けつ)局 (きよく)上 (かみ)御 (ご)一人 (にん)の御 (み)稜 (い)威 (つ)の下 (もと)に、吾 (われ)々一人 (り)一人 (り)の國 (こく)民 (みん)の役割 (やくわり)によつて成 (な)されるのだ。この中 (うち)にこそ、個 (こ)人 (じん)生 (せい)活 (くわつ)の其 (その)面 (めん)目 (もく)、其 (その)價 (か)値 (ち)、其 (その)喜 (よろこ)びがあるのである[footnoteRef:20]。 [20:  『同胞に寄す』では「眞面目、眞價値、眞の喜び」に修正されている。] 



[bookmark: _Hlk500681818]『國民新報』1939年10月29日　
お米の節約[footnoteRef:21] [21:  この文章は『國民新報』の影印本にないので、単行本『同胞に寄す』130-131頁に収められているものを載せた。単行本にはルビがふられてない。] 


　これから來年の収穫期まで國民は切り詰めて切り詰めてお米を節約しなければならない。今年の旱魃は單に朝鮮地方に未曾有のお米の凶作を來たした計りでなく、實に日本全國を通じて相當多量のお米の不足を生ぜしむるに至つた。この不足をば吾々は七分搗米と、雜穀の使用によつて補はうと云ふのである。今や精動聯盟は各愛國班を通じて節米運動に大童であるが、實際に節米の實行者となるのは家庭である。
　お國の呼掛けに應へてお米を節約しよう。先づ白米を止めて七分搗米を使用しよう。そして粟・麥・玉蜀黍・小豆・薩摩薯・馬鈴薯等を混食しよう。而して各家庭でお米の消費を半減、三分一減、少なくも四分一減となるやう努力しよう。そして我が國民の一心一體の例をこゝでも見事に示さう。
　貧乏だからお米を節約しようと云ふのではない。一家の生計のためにするのでもない。國家全體のためにお米を節約しようと云ふのだ。倉庫に幾百萬石のお米を貯へて居る大金持でも、七分搗米に雜穀を混ぜて食べようと云ふのだ。かくしてお米不足の難局を切り拔けると同時に億兆一心の國民的訓練の、今一ツの課程を立派に果た[さ]うと云ふのだ。
　已に朝鮮には五百萬石增米計劃が立つた。來年よりは灌漑施設と共に田作面積がどしどし殖やさるゝことであらう。永遠に食ふに困らぬ國と云ふ目標に向つて、邁進する譯であるが、これを機會に朝鮮の農業が一大飛躍をなさねばならぬのは實に山の利用である。所謂林野と云ふものであるが、大いに之を開墾して雜穀を作る畑や、牛や馬や羊や豚を飼ふ牧場にすることである。山國朝鮮のなんと廣大な地域が利用されずに放置されて居ることだらう。當局では今年白頭山一帶利用價値調査をしたのであるが、朝鮮は何處へ行つても山はあり、山あれば可耕地の麓はあるものだ。粟・薯類・麥類・玉蜀黍は何處に播いたつて出來ると云ふ土壌の朝鮮ではないか。猫額大の平原にこびり附いて、お米計りを食はねばならぬと云ふ法はないのである。調理法さえ宜しきを得れば、畑で出來る穀物だけでも、どんな美味しい御料理でも出來ぬことはない。現に歐米人はお米なしで立派に食卓の贅澤が出來るではないか。畑作と牧畜と漁業と之を合はせれば好い譯である。
　お國でお米を節約せよと云ふから節約しよう。お國で雜穀を食べよと云ふから食べよう。精動聯盟の云ふことは、お國の云ふことであり、町洞會や愛國班で云ふことはお國の命令であるのだ。お國の呼び掛けに應へ、お國の命令に従ふことはなんと嬉しいことであらう。
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[主張]　愛國日自肅　－その日だけでは何にもならぬ！―

　愛 (あい)國 (こく)日 (び)が定 (さだ)められてから、第 (だい)二回 (かい)目 (め)の自 (じ)肅 (しゆく)日 (び)が、さる一日 (にち)に行 (おこな)はれた。京 (けい)城 (ぜう)といふ消 (せう)費 (ひ)都 (と)市 (し)を持 (も)つ京 (けい)畿 (き)道 (どう)では、精 (せい)神 (しん)の京 (けい)畿 (き)聯 (れん)盟 (めい)総 (そう)裁 (さい)甘 (かん)薯 (しよ)知 (ち)事 (じ)が自 (じ)肅 (しゆく)勵 (れい)行 (こう)に拍 (はく)車 (しや)をかけた結 (けっ)果 (くわ)、朝 (てう)鮮 (せん)の首 (しゆ)都 (と)のその日 (ひ)は素 (す)晴 (ばら)しい成績 (せいせき)をあげたといふことであつた。
　さて自 (じ)肅 (しゆく)というふものは、その當 (たう)日 (じつ)だけで、その他 (ほか)の日 (ひ)は亂 (みだ)れてもよい、といふものではない。定 (さだ)められたその當 (たう)日 (じつ)よりも、寧 (むし)ろ平 (へい)素 (そ)が大 (たい)切 (せつ)なのではあるまいか。奉 (ほう)公 (こう)日 (び)の當 (たう)日 (じつ)完 (くわん)全 (ぜん)に自 (じ)粛 (しゆく)したから、その前 (ぜん)後 (ご)は大 (おほ)いにのびて (・・・)しまつてもいゝ。[footnoteRef:22]といふやうな履 (は)き違 (ちが)ひがあつては大變 (たいへん)である。道 (みち)の教 (をし)へに〝平常心 (へいぜうのこころ)これ道 (みち)″といふことがある。これは大切 (たいせつ)な人 (ひと)の道 (みち)といふは、一旦 (たん)事 (こと)のあつた際 (さい)とか、指 (し)定 (てい)された時 (とき)とかに限 (かぎ)るのではなく日 (にち)日 (にち)夜 (よ)々の心 (こころ)がけが即 (すなは)ち『平常心 (へいぜうのこころ)』の道 (みち)でなくてはならないのだ。 [22:  「のびて (・・・)しまつてもいゝ。」は『同胞に寄す』では「緩めてしまつてもいゝ、」に変わっている。] 

　毎月 (まいげつ)[の]この自 (じ)肅 (しゆく)も一日 (にち)だけ殊 (しゅ)勝 (しよう)に勵 (れい)行 (こう)し、その他 (ほか)はさまで緊 (きん)張 (ちやう)しない、といふやうな心がけでは、その嚴 (げん)格 (かく)に自 (じ)肅 (しゆく)した當 (たう)日 (じつ)の精 (せう)進 (じん)が、何 (なん)の役 (やく)にも立 (た)たぬことになる。
　然 (しか)し人 (にん)間 (げん)といふものは、不 (ふ)斷 (だん)に感 (かん)情 (ぜう)の動 (うご)きに支 (し)配 (はい)さるゝもので、機 (き)械 (かい)で合 (あは)せたやうに、寸分 (すんぶん)の違 (たが)ひもなく年 (ねん)中 (ちう)張 (は)り切 (き)つて居 (を)れないのも自 (し)然 (ぜん)である。
　そこで一年 (ねん)に一度 (ど)や二度 (ど)の號 (ごう)令 (れい)では、ともすれば忘 (わす)れがち、弛 (ゆる)みがち[にも]なるので、毎 (まい)月 (げつ)一日 (にち)を奉 (ほう)公 (こう)日 (び)と定 (さだ)められたのであるから、來 (きた)る十二月 (がつ)のその日 (ひ)は、層 (そう)一層 (そう)の自 (じ)戒 (かい)自 (じ)肅 (しゆく)の超 (てう)緊 (きん)張 (ちやう)を要 (よう)する。
　さる一日 (にち)の夜 (よる)の歡 (くわん)樂 (らく)街 (がい)がことに好 (こう)評 (へう)を博 (はく)したやうであるが、これは歡 (くわん)樂 (らく)街 (がい)當 (たう)事 (じ)者 (しや)が、自 (じ)肅 (しゆく)したことは勿論 (もちろん)であるが、その對 (たい)象 (しやう)となる客 (きやく)筋 (すじ)が、一齊 (せい)に興 (こう)亞 (あ)奉 (ほう)公 (こう)の緊 (きん)張 (ちやう)に自 (じ)省 (せい)したからである。若 (も)しその前 (ぜん)後 (ご)にどん (・・)ちやん (・・・)騒 (さわ)ぎがつゞけられてゐるとしたら、これは何人 (なにびと)の負 (お)はなければならぬ罪 (つみ)となるだらうか。
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[主張]　半島人と國民精神
　
今月 (こんげつ)七日 (か)からが國 (こく)民 (みん)精 (せい)神 (しん)作 (さく)興 (こう)週 (しう)間 (かん)であつた。吾 (われ)々は或 (あるひ)は神社 (じんじや)に參拜 (ぱい)して國 (こく)運 (うん)隆 (りう)昌 (しやう)武 (ぶ)運 (うん)長 (ちやう)久 (きう)を祈 (いの)り、或 (あるひ)は銃 (じう)後 (ご)奉 (ほう)公 (こう)の誓 (ちかひ)を新 (あらた)にし、資 (し)源 (げん)愛 (あい)護 (ご)、物 (ぶつ)資 (し)節 (せつ)約 (やく)の實 (じつ)行 (かう)を徹 (てつ)底 (てい)し、興 (こう)亞 (あ)非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)國 (こく)民 (みん)としての自 (じ)覺 (かく)と決 (けつ)心 (しん)を奮 (ふる)ひ起 (お)こしたのであつた。
國 (こく)民 (みん)精神 (せいしん)とはなんであるか。それは第 (だい)一に我 (われ)は大 (だい)日 (につ)本 (ぽん)帝 (てい)國 (こく)の臣 (しん)民 (みん)なりと云 (い)ふ強 (つよ)い意 (い)識 (しき)と矜 (きん)持 (じ)とである。第 (だい)二には内 (ない)鮮 (せん)一體 (たい)と云 (い)ふ明 (あきら)かなる認識 (にんしき)である。第 (だい)三に吾 (われ)々は身 (み)を修 (おさ)め業 (げう)を習 (なら)ひ、各 (おの)々その職 (しよく)場 (ば)を忠 (ちう)実 (じつ)に守 (まも)つて忍 (にん)苦 (く)鍛 (たん)錬 (れん)、以 (もつ)て皇 (こう)道 (どう)宣 (せん)揚 (よう)の爲 (ため)に、己 (おのれ)を國 (こく)家 (か)に捧 (ささ)げることである。精 (せい)神 (しん)作 (さく)興 (こう)週 (しう)間 (かん)は吾 (われ)々が此 (こ)の道 (みち)に一層 (そう)精 (せう)進 (じん)せんがために設 (もう)けられたのであつた。
此 (こ)の時 (とき)に當 (あた)り、半 (はん)島 (とう)人 (じん)として特 (とく)に意 (い)を致 (いた)すべきことがあつた筈 (はず)である。云 (い)ひ換 (か)へれば、半島人 (はんとうじん)なるが故 (ゆえ)に、特 (とく)に修 (しう)養 (よう)し奮 (ふん)勵 (れい)しなければならないことがある筈 (はず)である。それはなんであるか。
『我 (われ)は天 (てん)皇 (のう)の赤 (せき)子 (し)なり、天 (てん)皇 (のう)は我 (わ)が大 (おお)君 (きみ)にまします。我 (わ)が衣 (い)も食 (しよく)も家 (か)庭 (てい)の平 (へい)和 (わ)なる享 (きやう)樂 (らく)も、我 (わ)が子 (し)孫 (そん)の繁 (はん)栄 (えい)も、すべて我 (わ)が大 (おお)君 (きみ)の御 (ご)恩 (おん)なれば我 (われ)忠 (ちう)誠 (せい)以 (もつ)て皇 (こう)恩 (おん)に報いん、我 (わ)が子 (し)孫 (そん)代 (よ)代 (よ)にしかくあるべし』と云 (い)ふ念願 (ねんがん)がそれである。繰 (くり)返 (かへ)し繰返し斯 (か)く念 (ねん)願 (がん)し、口 (くち)に出 (だ)して言 (い)ひ、身 (み)を以 (もつ)て行 (おこな)ふ事 (こと)によつて日 (ひ)に日 (ひ)に吾 (われ)は眞 (しん)の皇 (こう)國 (こく)臣 (しん)民 (みん)に熟 (じゆく)して行 (ゆ)くのである。この一週 (しう)間 (かん)に於 (お)いて半島人 (はんとうじん)はそれ丈 (だけ)皇 (こう)國 (こく)臣 (しん)民 (みん)化 (か)の深 (しん)度 (ど)を進 (すゝ)めた筈 (はず)である。
内 (ない)鮮 (せん)一體 (たい)の實 (じつ)現 (げん)も半 (はん)島 (とう)人 (じん)の此 (こ)の誠意 (せいい)と、かゝる修練 (しうれん)によつてのみ達 (たつ)せられるだらう。國 (こく)家 (か)は半 (はん)島 (とう)人 (じん)に内 (ない)鮮 (せん)一體 (たい)を許 (ゆる)された。併 (しか)し許 (ゆる)されることに依 (よ)つて内 (ない)鮮 (せん)一體 (たい)が成 (な)るのではない。半島人 (はんとうじん)が頼 (たの)もしく力 (ちから)強 (つよ)き臣 (しん)民 (みん)になることに依 (よ)つて内 (ない)鮮 (せん)一體 (たい)は成 (な)るのだ。かるが故 (ゆえ)に内 (ない)鮮 (せん)一體 (たい)の光 (こう)榮 (えい)の鍵 (かぎ)は半島人 (はんとうじん)自 (じ)身 (しん)の手 (て)に握 (にぎ)られて居 (ゐ)るのだ。既 (すで)に内 (ない)鮮 (せん)一體 (たい)は許 (ゆる)されて居 (ゐ)る。半島人 (はんとうじん)は内 (ない)地 (ち)人 (じん  )と同 (どう)格 (かく)に帝 (てい)國 (こく)の臣 (しん)民 (みん)である。併 (しか)しそれは唯 (ただ)格 (かく)が等 (ひと)しいと云 (い)ふことにはならない[footnoteRef:23]。半島人 (はんとうじん)が實質 (じつしつ)に於 (お)いて内 (ない)地 (ち)人 (じん  )同 (どう)様 (よう)の皇 (こう)國 (こく)臣 (しん)民 (みん)となるには、餘 (よ)程 (ほど)の勉 (べん)強 (けう)が必 (ひつ)要 (よう)であることを半 (はん)島 (とう)人 (じん)自 (じ)身 (しん)、深 (ふか)く自 (じ)覺 (かく)しなければならない。それは國 (こく)民 (みん)精 (せい)神 (しん)の勉 (べん)強 (けう)だ。繰 (くり)返 (か)へし繰返へし皇 (こう)恩 (おん)の有難 (ありがた)さと、これに對 (たい)し奉 (たてまつ)る報 (ほう)恩 (おん)の至 (し)誠 (せい)を念 (ねん)じ願 (ぐわん)じ口 (くち)に出 (だ)して言 (い)ひ、身 (み)を通 (とほ)して行 (ぎやう)ずる事 (こと)によつてのみ、眞 (しん)の内 (ない)鮮 (せん)一體 (たい)は進 (すす)められ高 (たか)められて往 (い)くのだ。重 (かさ)ねて云 (い)ふ。〝内 (ない)鮮 (せん)一體 (たい)は半 (はん)島 (とう)人 (じん)の奮 (ふん)勵 (れい)努 (ど)力 (りよく)によつてのみ達 (たつ)せられるものである″と。 [23:  この文章は『同胞に寄す』では「併しそれは唯だ格が等しいと云ふことだけでは何もならない」に修正されている。] 

若 (も)し國 (こく)民 (みん)精 (せい)神 (しん)作 (さく)興 (こう)の此 (こ)の一週 (しう)間 (かん)を無 (む)駄 (だ)に過 (す)ごしたものがあるとしたら、更 (さら)に次 (つぎ)の一週 (しう)間 (かん)を延 (えん)長 (ちやう)しやう。否 (いな)それよりも半島人 (はんとうじん)はここ数年 (すうねん)國 (こく)民 (みん)精 (せい)神 (しん)作 (さく)興 (こう)週間 (しうかん)を繼 (けい)續 (ぞく)しやうではないか。


[bookmark: _Hlk500681976]『國民新報』1939年11月19日　
[主張]　存廢の選擇　―氏制度實施三つの神精 (ママ)―

　朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)に對 (たい)する氏 (し)制 (せい)度 (ど)實 (じつ)施 (し)により、姓 (せい)は廢 (はい)されることゝなつた。朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)は昭 (せう)和 (わ)十五年 (ねん)一月 (がつ)一日 (にち)より向 (こう)後 (ご)六ヶ月 (げつ)以 (い)内 (ない)に、新 (あたら)しく氏 (し)とすべき文 (も)字 (じ)を戸 (こ)籍 (せき)吏 (り)に届 (とど)け出 (い)でなければならぬ。若 (も)しこの期 (き)間 (かん)内 (ない)に届 (とど)け出 (い)でなきものは、從 (じう)前 (ぜん)の姓 (せい)を以 (もつ)て氏 (し)と認 (みと)められることゝなつて居 (ゐ)る。
　さて、此 (こ)の氏 (し)制 (せい)度 (ど)實 (じつ)施 (し)の精 (せい)神 (しん)は三つに分 (わ)けられる様 (やう)である。日 (に)本 (ほん)の特 (とく)色 (しよく)たる、家 (か)族 (ぞく)制 (せい)度 (ど)の強 (けう)化 (か)がその一で、朝 (てう)鮮 (せん)家 (か)族 (ぞく)制 (せい)度 (ど)の内 (ない)地 (ち)化 (くわ)がその二、而 (しか)してこれを機 (き)会 (くわい)に、朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)の氏 (し)名 (めい)を内 (ない)地 (ち)化 (くわ)して、内 (ない)鮮 (せん)人 (じん)の差 (さ)異 (い)の中 (なか)で最 (もつと)も目 (め)立 (だ)つものゝ一つを取 (とり)除 (のぞ)いて欲 (ほ)しいと云 (い)ふのが、その三である。最 (さい)後 (ご)の氏 (し)名 (めい)の内 (ない)地 (ち)化 (くわ)は強 (けう)制 (せい)的 (てき)ではなく、自 (じ)發 (はつ)的 (てき)に、と云 (い)ふことになつて居 (ゐ)るが、南 (みなみ)總 (そう)督 (とく)の談 (だん)に徴 (ちよう)しても、成 (な)るべく朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)全 (ぜん)體 (たい)が内 (ない)地 (ち)式 (しき)の氏 (し)名 (めい)に代 (か)へることを望 (のぞ)んで居 (い)る心 (こころ)遣 (つかひ)が明 (あきら)かに窺 (うかが)はれる。
　抑々 (そもそも)朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)も遠く三國 (ごく)時 (じ)代 (だい)は勿 (もち)論 (ろん)のこと、高 (こう)麗 (らい)の中 (ちう)期 (き)に到 (いた)るまで、今 (こん)日 (にち)用 (もち)ゐてゐる様 (よう)な、支 (し)那 (な)式 (しき)の姓 (せい)名 (めい)は普 (ふ)遍 (へん)化 (くわ)されて居 (ゐ)ず、唐 (とう)や宋 (そう)に留 (りう)学 (がく)したものや支 (し)那 (な)文 (ぶん)化 (くわ)に心 (しん)酔 (すい)した少 (せう)數 (すう)の者 (もの)によつて、使 (し)用 (よう)されて居 (ゐ)たに過 (す)ぎない。高 (こう)句 (く)麗 (り)の祖 (そ)[は]朱 (しゆ)蒙 (もう)が名 (な)で高 (かう)が姓 (せい)だと云 (い)つたり、新羅 (しらぎ)の祖 (そ)朴赫居世の朴 (ぼく)が姓 (せい)だと云 (い)ふ如 (ごと)きは、取 (と)るに足 (た)らぬ俗 (ぞく)説 (せつ)であつて、琴 (こと)の大 (たい)家 (か)の玉 (ぎよく)寶 (ほう)高 (かう)も玉 (ぎよく)が姓 (せい)ではなく、『玉 (たま)を見 (み)て』と云 (い)ふ朝 (てう)鮮 (せん)語 (ご)の名 (な)であり、彼 (か)の有 (ゆう)名 (めい)な、張 (ちやう)保 (ほ)皐 (こう)も、弓 (きう)福 (ふく)、即 (すなは)ち『弓 (ゆみ)を見 (み)て』と云 (い)ふ夢 (ゆめ)の瑞 (ずい)をそのまゝ名 (な)としたのを、唐人式 (とうじんしき)の書 (しよ)字 (じ)をしたものに過 (す)ぎない。今 (こん)日 (にち)の子 (こ)供 (ども)の呼 (よび)名 (な)が昔 (むかし)の朝 (てう)鮮 (せん)の傳 (でん)統 (とう)を傳 (つた)へたものであつて、又 (また)山 (やま)下 (した)とか、川 (かわ)上 (かみ)とか、上 (うへ)村 (むら)、下 (しも)村 (むら)等 (とう)家 (いへ)の位 (い)置 (ち)や職 (しよく)業 (げふ)の名 (めい)稱 (せう)を、名 (な)の上 (うへ)に冠 (くわん)して氏 (し)とした古 (こ)代 (だい)の名 (な)残 (ごり)も今 (いま)尚 (なほ)親 (しん)族 (ぞく)や隣 (りん)里 (り)間 (かん)の相 (そう)互 (ご)の稱 (せう)呼 (こ)として、傳 (つた)はつて居 (ゐ)る位 (くらい)である。
であるから、朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)が約 (やく)七百年 (ねん)來 (らい)使 (し)用 (よう)して來 (き)た支那 (しな)式 (しき)の姓 (せい)は、此 (こ)の際 (さい)斷 (だん)然 (ぜん)棄 (す)てゝ了 (しま)ふのが寧 (むし)ろ當 (たう)然 (ぜん)であつて、何 (なん)等 (ら)惜 (を)しがる理 (り)由 (ゆう)はない筈 (はず)である。
今 (いま)や朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)の目 (もく)標 (へう)は内 (ない)鮮 (せん)一體 (たい)にあるが故 (ゆえ)に、この大 (だい)目 (もく)的 (てき)に差 (さし)障 (さ)はりとなるものは、一日 (にち)も早 (はや)く棄 (す)てゝ掛 (か)からなければならない。而 (しか)して從 (じう)來 (らい)の支 (し)那 (な)式 (しき)の姓名 (せいめい)はその最 (さい)たるものでなくてはならない。
併 (しか)し此 (こ)の場 (ば)合 (あひ)意 (い)を留 (とゞ)めねばならないことは、朝 (てう)鮮 (せん)的 (てき)な文 (ぶん)物 (ぶつ)の中 (なか)で、存 (そん)廢 (はい)の選 (せん)擇 (たく)を誤 (あやま)らぬことである。朝 (てう)鮮 (せん)的 (てき)なものゝ中 (なか)にも、將 (せう)來 (らい)は日 (につ)本 (ぽん)全 (ぜん)體 (たい)の文 (ぶん)化 (くわ)に普 (ふ)及 (きう)貢 (こう)獻 (けん)すべきものもあるであらう。若 (も)し誤 (あやま)つて、かゝる物 (もの)を廢 (はい)したとすれば、それは國 (こく)家 (か)全 (ぜん)體 (たい)の損 (そん)失 (しつ)となるは必 (ひつ)定 (ぜう)である。又 (また)内 (ない)地 (ち)人 (じん)には關 (くわん)係 (けい)も影 (えい)響 (きやう)もないものでも、朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)には意義 (いぎ)のあるものもあるかも知 (し)れぬ。こんなものも強 (し)ひて無 (な)くす必 (ひつ)要 (よう)はない。要 (よう)は善 (よ)きものと、害 (がい)なき者 (もの)は保 (ほ)存 (ぞん)し、悪 (あ)しきもの、内 (ない)鮮 (せん)一體 (たい)に差 (さし)障 (さは)りとなるものゝみを取除 (とりのぞ)くにある。その方法 (ほうほう)に就 (つ)いても、大 (おほ)いに悪 (あ)しきものは強 (けう)制 (せい)を要 (よう)するが然 (しか)らざるものは、自 (し)然 (ぜん)消 (せう)滅 (めつ)に待 (ま)つべきであらう。


[bookmark: _Hlk500682024]『國民新報』1939年11月26日　
[主張]朝鮮文學の新傾向　

　朝 (てう)鮮 (せん)の文 (ぶん)人 (じん)が『日本精神 (せいしん)に基 (もとづ)いた國民文學 (こくみんぶんがく)の建設 (けんせつ)』をスローガンとして、文 (ぶん)人 (じん)協 (けふ)會 (かい)を結 (けつ)成 (せい)したのは誠 (まこと)に結 (けつ)構 (こう)なこと、正 (まさ)に然 (しか)るべきことである。隨 (したが)つて今 (こん)後 (ご)は新 (あたら)しい國 (こく)民的 (みんてき)感激 (かんげき)を盛 (も)つた文學 (ぶんがく)が續 (ぞく)々産 (う)まれることであらうが、然 (しか)らばその新 (あたら)しい文學 (ぶんがく)は、どんな方 (ほう)向 (こう)に向 (むか)つてはならないか、又 (また)どんな方 (ほう)向 (かう)に向 (むか)はねばならないか、と云 (い)ふことが當面 (たうめん)の問題 (もんだい)になる譯 (わけ)である。
　先 (ま)づ、向 (むか)つてはならないのは、唯 (ゆい)物 (ぶつ)論 (ろん)的 (てき)方 (ほう)向 (かう)である。朝 (てう)鮮 (せん)には一時 (じ)唯 (ゆゐ)物 (ぶつ)論 (ろん)的 (てき)イデオロギーが流行 (はや)つて、恰 (あたか)も唯 (ゆゐ)物 (ぶつ)論 (ろん)は、最 (も)早 (はや)議 (ぎ)論 (ろん)の閾 (しきゐ)を超 (こ)えて、普 (ふ)遍 (へん)的 (てき)に承 (しやう)認 (にん)された眞 (しん)理 (り)かの様 (よう)に、心 (こころ)得 (え)て居 (ゐ)る文人 (ぶんじん)も少 (すく)なくはなかつた。從 (したが)つてかゝる文人 (ぶんじん)の作品 (さくひん)、殊 (こと)に評 (へう)論 (ろん)は、このイデオロギーの宣傳 (せんでん)方便 (ほうべん)であつて、それは單 (たん)に人心 (じんしん)に間 (ま)違 (ちが)つた人 (じん)生 (せい)觀 (くわん)、社 (しや)会 (くわい)觀 (くわん)を鼓 (こ)吹 (すい)した計 (ばか)りでなく、實 (じつ)に文 (ぶん)學 (がく)自 (じ)身 (しん)の本 (ほん)領 (れう)から逸 (はづ)れた邪 (じや)道 (だう)であつた。かゝる唯 (ゆゐ)物 (ぶつ)論 (ろん)や、それに付 (ふ)隨 (ずい)した階 (かい)級 (きう)闘 (とう)争 (そう)の理 (り)論 (ろん)乃 (ない)至 (し)感 (かん)情 (ぜう)の宣 (せん)傳 (でん)刺 (し)戟 (げき)は、わが國 (こく)體 (たい)の本 (ほん)義 (ぎ)に悖 (もと)る計 (ばか)りでなく、實 (じつ)に天 (てん)地 (ち)の理 (り)法 (ほう)に合 (あ)はぬものである。であるから、今 (こん)後 (ご)の文 (ぶん)學 (がく)は、完 (くわん)全 (ぜん)にかゝるイデオロギーから離 (り)脱 (だつ)しなければならない。
　第 (だい)二に文 (ぶん)學 (がく)が離 (り)脱 (だつ)しなければならない方 (ほう)向 (かう)は、個 (こ)人 (じん)に關 (くわん)しては、人 (じん)生 (せい)の暗 (あん)黑 (こく)面 (めん)、病 (びやう)的 (てき)方 (ほう)面 (めん)をば恰 (あたか)も人 (じん)生 (せい)そのものゝ如 (ごと)く見 (み)せ、劣 (れつ)等 (とう)感 (かん)情 (ぜう)の挑 (てう)發 (はつ)乃 (ない)至 (し)歎 (たん)美 (び)する如 (ごと)き、又 (また)社 (しや)會 (くわい)に對 (たい)しては憎 (ぞう)惡 (お)、怨 (えん)嗟 (さ)、分 (ぶん)離 (り)等 (とう)、調 (てう)和 (わ)ではなく解 (かい)體 (たい)、衰 (すい)退 (たい)を唆 (あお)るが如 (ごと)き不 (ふ)健 (けん)全 (ぜん)な内 (ない)容 (よう)を盛 (も)ることである。藝 (げい)術 (じつ)の名 (な)に於 (お)いて、かゝる惡 (あく)文 (ぶん)學 (がく)を作 (つく)ることは、正 (まさ)に惡魔 (あくま)の業 (わざ)であつて、その罪 (つみ)萬 (ばん)死 (し)に値 (あたひ)すべきであらう。なんとなれば、兇 (きよう)器 (き)を用 (もち)ゐての殺 (さつ)人 (じん)は一人 (り)、多 (おほ)くて數 (すう)人 (にん)を殺 (ころ)すことに過 (す)ぎないが、文學 (ぶんがく)の形 (かたち)を借 (か)りた兇 (きよう)器 (き)は時 (とき)と所 (ところ)を超 (ちよう)越 (えつ)して、數 (すう)十百萬人 (にん)の魂 (たましい)を殺 (ころ)すことになるからである。
　第 (だい)三に向 (むか)つてならない方 (ほう)向 (かう)は、内 (ない)鮮 (せん)一體 (たい)を阻 (そ)害 (がい)する如 (ごと)き内 (ない)容 (よう)の文 (ぶん)學 (がく)である。内 (ない)鮮 (せん)一體 (たい)は實 (じつ)にわが帝國 (ていこく)の基礎 (きそ)である。文學 (ぶんがく)であらうと、如何 (いか)なるものであらうと、之 (これ)に反 (はん)するものは許 (ゆる)される理 (り)由 (いう)がない。
　以 (い)上 (ぜう)、離 (り)脱 (だつ)せねばならぬ方 (ほう)向 (かう)の指 (し)摘 (てき)に依 (よ)つて今 (こん)後 (ご)の文 (ぶん)學 (がく)の方 (ほう)向 (かう)が大 (だい)體 (たい)定 (さだ)まつた筈 (はず)である。即 (すなは)ち (ち)宇 (う)宙 (ちう)の真 (しん)善 (ぜん)美 (び)性 (せい)を肯 (こう)定 (てい)したものでなければならぬ。從 (したが)つて人 (じん)生 (せい)は真 (しん)善 (ぜん)美 (び)の理 (り)想 (そう)を内 (ない)包 (ほう)して居 (を)り、一見 (けん)、不 (ふ)満 (まん)矛 (む)盾 (じゆん)の現 (げん)実 (じつ)も、より高 (たか)い段 (だん)階 (かい)への進 (しん)化 (くわ)向 (かう)上 (ぜう)の途 (と)程 (てい)であることを肯定 (こうてい)したものでなくてはならぬ。而 (しか)して人生 (じんせい)の善 (よ)き美 (うつく)しき方 (ほう)面 (めん)を讃 (さん)美 (び)し、昂揚 (こうやう)されたる國 (こく)民 (みん)感 (かん)情 (ぜう)を歌 (うた)ふものでなくてはならぬ。
　かゝる文學 (ぶんがく)こそ、明 (あ)日 (す)が待 (ま)つ朝 (てう)鮮 (せん)文 (ぶん)學 (がく)である。


[bookmark: _Hlk500682064]『國民新報』1939年12月3日　
[主張]　寒波と吾等　―戦地を偲び慰問品を送らう―[footnoteRef:24] [24:  この文章は単行本『同胞に告ぐ』には収録されていない。] 


　今 (こ)年 (とし)の冬 (ふゆ)は例 (れい)年 (ねん)になく暖 (あたた)かいと思 (おも)つて居 (ゐ)た矢 (や)先 (さき)、數 (すう)日來 (じつらい)俄 (にわ)かに寒 (かん)波 (ぱ)の襲 (しう)來 (らい)を見た。かゝる氣 (き)候 (こう)の激 (げき)變 (へん)が吾 (ご)人 (じん)の身 (しん)體 (たい)に及 (およ)ぼす影 (えい)響 (きやう)の大 (だい)なるは云 (い)ふを俟 (ま)たぬが、殊 (こと)に案 (あん)ぜられるのは中 (ちう)北 (ほく)支 (し)や満 (まん)蒙 (もう)に居 (を)られる皇 (こう)軍 (ぐん)將 (しやう)兵 (へい)と、南鮮 (なんせん)の罹 (り)災 (さい)民 (みん)である。南 (なん)支 (し)戰 (せん)線 (せん)に於 (お)ける勇 (ゆう)士 (し)等 (など)は炎熱 (えんねつ)の困 (こん)苦 (く)に惱 (なや)まされて居 (ゐ)るとのことである。
　吾 (われ)等 (ら)銃 (じう)後 (ご)に居 (ゐ)る者 (もの)、まして南鮮 (なんせん)の罹 (り)災 (さい)民 (みん)でもないものが毛 (け)織 (おり)類 (るい)、綿 (めん)類 (るい)、燃 (ねん)料 (りよう)の不 (ふ)十 (じう)分 (ぶん)位 (くらい)に、不 (ふ)平 (へい)がましい口吻 (こうふん)を洩 (も)らすのは、誠 (まこと)に以 (もつ)て、我儘 (わがまま)の限 (かぎ)りと云 (い)はねばならぬ。吾 (われ)等 (ら)が今 (こん)日 (にち)享 (きやう)受 (じゆ)する平 (へい)和 (わ)なる生 (せい)活 (くわつ)が如 (い)何 (か)に勿 (もつ)体 (たい)なきことであるかをしみじみ感 (かん)じなければならない。
　さて吾 (われ)等 (ら)はこの寒 (かん)波 (ぱ)を迎 (むか)ふるに當 (あた)り、何 (なに)をなしてならないか。又 (また)は何 (なに)をなさねばならないか。
　懶 (なま)けてはならない。何 (なに)か御 (お)國 (くに)の爲 (た)めになることのために、一日 (にち)も缺 ([かゝ])さず精 (せい)出 (だ)して働 (はたら)かねばならない。生 (せい)産 (さん)擴 (くわく)充 (じう)とは畢 (ひつ)竟 (けふ)、銘 (めい)々が精 (せい)出 (だ)して働 (はたら)くことに他 (ほか)ならぬ。そして、吾 (われ)等 (ら)は安 (あん)逸 (いつ)、浪 (ろう)費 (ひ)の生 (せい)活 (くわつ)をしてはならない。健 (けん)康 (こう)を害 (がい)せぬ程 (てい)度 (ど)に於 (お)いて、穀類 (こくるい)であれ、織物類 (おりものるい)であれ、燃 (ねん)料 (りよう)であれ、凡 (すべ)ての物 (ぶつ)資 (し)を節 (せつ)約 (やく)しなければならない。かくすることによつて、個 (こ)人 (じん)的 (てき)には貯 (ちよ)蓄 (ちく)増 (ぞう)加 (か)となり、國 (こく)家 (か)的 (てき)には資 (し)源 (げん)擁 (よう)護 (ご)、輸 (ゆ)出 (しゆつ)振 (しん)興 (こう)ともなるのである。これこそは愛 (あい)國 (こく)心 (しん)の實 (じつ)踐 (せん)であり、日 (にち)常 (ぜう)生 (せい)活 (くわつ)による銃 (じう)後 (ご)奉 (ほう)仕 (し)である。
　併 (しか)しながら吾 (われ)等 (ら)はこの寒 (かん)波 (ぱ)を迎 (むかえ)へ、酷 (こく)寒 (かん)を豫 (よ)想 (そう)するに當 (あた)り、特 (とく)に考 (こう)慮 (りよ)せねばならぬことがある。それは直 (ちよく)接 (せつ)、前 (ぜん)線 (せん)將 (しやう)兵 (へい)や罹 (り)災 (さい)同 (どう)胞 (ほう)に寒 (さむ)さを防 (ふせ)ぐための、何 (なに)かの力 (ちから)を出 (だ)すことだ。一枚 (まい)の防 (ぼう)寒 (かん)具 (ぐ)を將 (しやう)兵 (へい)に送 (おく)らう。全 (ぜん)鮮 (せん)的 (てき)五百萬世 (しよ)帯 (たい)で、一世 (しよ)帯 (たい)一件 (けん)の防 (ぼう)寒 (かん)具 (ぐ)を戰 (せん)地 (ち)に送 (おく)るとしたら五百萬件 (けん)に上 (のぼ)るであらう。南鮮 (なんせん)の罹 (り)災 (さい)民 (みん)に對 (たい)しても同様 (どうよう)で一世 (しよ)帯 (たい)當り十銭 (せん)を出 (だ)すとしても、五十萬圓 (えん)は立 (た)ち所 ([ところ])に集 (あつ)まることであらう。況 (いわ)んや、百圓 (えん)千圓 (えん)から、十萬圓 (えん)、百萬圓 (えん)を寄 (き)附 (ふ)したとて、殆 (ほとん)ど苦 (く)痛 (つう)を感 (かん)じない程 (ほど)の資 (し)産 (さん)家 (か)も少 (すくな)くない今 (こん)日 (にち)の朝 (てう)鮮 (せん)に於 (お)いておやである。
　寒 (さむ)い！ 前 (ぜん)線 (せん)將 (しやう)兵 (へい)への慰 (い)問 (もん)品 (ひん)を送 (おく)らう。
寒 (さむ)い！ 南鮮 (なんせん)罹 (り)災 (さい)民 (みん)への救 (きう)濟 (さい)金 (きん)品 (ひん)を募 (つの)らう。
南鮮 (なんせん)罹 (り)災 (さい)民 (みん)救 (きう)濟 (さい)金 (きん)募 (ぼ)集 (しう)は、現 (げん)[在]は社 (しや)會 (くわい)事 (じ)業 (げう)協 (けふ)會 (くわい)が中 (ちう)心 (しん)となつてやつて居 (ゐ)るのであるが、寒 (かん)期 (き)と新 (しん)年 (ねん)を差 (さし)控 (ひか)へた今日 (こんにち)、防寒 (ぼうかん)具 (ぐ)を主 (しゆ)とした、皇 (こう)軍 (ぐん)慰 (い)問 (もん)品 (ひん)募 (ぼ)集 (しう)運 (うん)動 (どう)を起 (おこ)して欲 (ほ)しい。


[bookmark: _Hlk500682130]『國民新報』1939年12月10日　
[主張]　總動員の限度[footnoteRef:25] [25:  この文章は単行本『同胞に告ぐ』には収録されていない。] 


　總 (そう)動 (どう)員 (いん)や非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)と云 (い)ふ言 (こと)葉 (ば)は、現 (げん)在 (ざい)盛 (さか)んに使 (つか)はれて居 (ゐ)て、何處 (どこ)でも、何時 (いつ)でも殆 (ほと)んど聞 (き)かないことはないと云 (い)ふ程 (ほど)であるが、人 (にん)間 (げん)性 (せい)の弱 (じやく)點 (てん)として、一つの標 (へう)語 (ご)を或 (あ)る期 (き)間 (かん)聞 (き)き馴 (な)れると、所謂 (いわゆる)耳 (みみ)にたこが出來 (でき)て、初 (はじ)めて聞 (き)いた時 (とき)の感受性 (かんじゆせい)が麻痺 (まひ)して來 (く)るものである。總 (そう)動 (どう)員 (いん)や非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)の言 (こと)葉 (ば)も已 (すで)にその時期 (じき)に達 (たつ)したのではないかと思 (おも)ふ。若 (もし)然 (しか)りとすれば、それこそは由 (ゆ)ゝしき大 (だい)事 (じ)である。
　非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)はこれからである、だから總 (そう)動 (どう)員 (いん)もこれからである。北 (ほく)支 (し)事 (じ)變 (へん)と呼 (よ)ばれて居 (ゐ)た時 (とき)から非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)が始 (はじ)まつたのであるが、火 (ひ)花 (ばな)が中 (ちう)支 (し)に飛 (と)ぶに及 (およ)んで、非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)の内 (ない)容 (よう)が擴 (くわく)大 (だい)し、更 (さら)にそれが、南 (なん)支 (し)に波 (は)及 (きふ)するや、非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)の重 (じう)大 (だい)性 (せい)は、北 (ほく)支 (し)事 (じ)變 (へん)の幾 (いく)層 (そう)倍 (ばい)するに至 (いた)つた。併 (しか)しながら非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)性の擴 (くわく)大 (だい)、加 (か)重 (じう)は決 (けつ)して、これで終 (おは)つた譯 (わけ)ではない。今 (こん)日 (にち)吾 (ご)人 (じん)が呼 (よ)んで居 (ゐ)るところの支 (し)那 (な)事 (じ)變 (へん)と云 (い)ふ言 (こと)葉 (ば)が亞 (あ)細 (じ)亞 (あ)事 (じ)變 (へん)、或 (あるひ)は亞 (あ)歐 (おう)事 (じ)變 (へん)と云 (い)つた様 (やう)な曾 (かつ)ては歴 (れき)史 (し)に類 (るい)例 (れい)を見 (み)なかつた、廣 (こう)汎 (はん)な意 (い)義 (ぎ)を含 (ふく)んだ言 (こと)葉 (ば)によつて置 (お)きかへられる日 (ひ)の遠 (とほ)くないと云 (い)ふことを豫 (よ)想 (そう)することは、決 (けつ)して根 (こん)據 (きょ)のないことではない。
　勿 (もち)論 (ろん)東 (とう)亞 (あ)新 (しん)秩 (ちつ)序 (じょ)の建 (けん)設 (せつ)と云 (い)ふ語 (ご)の中 (なか)には、已 (すで)に亞 (あ)細 (じ)亞 (あ)全 (ぜん)體 (たい)と云 (い)ふ意 (い)義 (ぎ)が包 (ほう)含 (がん)された筈 (はず)であるが、歐 (おう)洲 (しう)大 (たい)戦 (せん)の擴 (くわく)大 (だい)及 (およ)びそれに隨 (したが)つて起 (おこ)るところの諸 (しよ)現 (げん)象 (しやう)、例 (たと)へばソ連 (れん)の印 (いん)度 (ど)侵 (しん)入 (にう)説 (せつ)等 (など)は聞 (き)き棄 (す)ての出 (で)來 (き)ないことであり、單 (たん)に支 (し)那 (な)満 (まん)蒙 (もう)問 (もん)題 (だい)のみを以 (もつ)て觀 (み)ても、事 (じ)件 (けん)が亞 (あ)歐 (おう)性 (せい)を帯 (お)びる要 (よう)因 (いん)は幾 (いく)何 (ら)もあるのである。かく觀 (くわん)じ來 (きた)れば非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)性の擴 (くわく)大 (だい)は未 (ま)だ未 (ま)だと云 (い)はねばならない。
　非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)に對應 (たいおう)したものが總 (そう)動 (どう)員 (いん)である以 (い)上 (ぜう)非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)性の擴 (くわく)大 (だい)に正 (せい)比 (ひ)例 (れい)して、總 (そう)動 (どう)員 (いん)の廣 (ひろ)さや、深 (ふか)さや強 (つよ)さが擴 (くわく)大 (だい)さるべきは自 (じ)明 (めい)の理 (り)である。されば、今 (こん)日 (にち)云 (い)ふところの總 (そう)動 (どう)員 (いん)は、未 (ま)だ未 (ま)だ總 (そう)動 (どう)員 (いん)の完 (くわん)成 (せい)ではなくて、寧 (むし)ろ總 (そう)動 (どう)員 (いん)の準備期 (き)であると云 (い)へる。これを國 (こく)民 (みん)精 (せい)神 (しん)總 (そう)動 (どう)員 (いん)聯 (れん)盟 (めい)運 (うん)動 (どう)に就 (つ)いて觀 (み)ても、さうである。今 (いま)やつと持 (もち)場 (ば)持場の聯盟 (れんめい)や愛 (あい)國班 (はん)が組織 (そしき)されただけで、試 (し)運 (うん)転 (てん)期 (き)とでも云 (い)はうか、未 (ま)だ本 (ほん)格 (かく)的 (てき)の活 (くわつ)動 (どう)にさへ這入 (はい)って居 (ゐ)ない状 (ぜう)態 (たい)である。庶 (しよ)民 (みん)層 (そう)に非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)性 (せい)が響 (ひび)い[て]來 (き)たのが、つひこのころで、飯 (はん)米 (まい)燃 (ねん)料 (れう)を通 (とほ)してやつとこれを感 (かん)じた位 (くらい)であるから、非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)の影 (えい)響 (きやう)が浸 (しん)透 (とう)するのは、愈 (いよ)々これからと見 (み)ねばならぬ。これに應 (おう)じて、庶 (しよ)民 (みん)層 (そう)の家 (か)庭 (てい)の各 (かく)員 (ゐん)までも、全 (ぜん)員 (ゐん)總 (そう)動 (どう)員 (いん)で、新 (しん)時 (じ)勢 (せい)對 (たい)應 (おう)の、それこそ本格的 (ほんかくてき)な總 (そう)動 (どう)員 (いん)活 (くわつ)動 (どう)期 (き)に這 (は)入 (い)るのは、今後 (こんご)のことであらう。
　未 (ま)だ國民 (みん)の自 (じ)肅 (しゆく)が足 (た)りぬとか、非 (ひ)常 (ぜう)時 (じ)國 (こく)策 (さく)に對 (たい)する眞 (しん)劍 (けん)な努 (ど)力 (りよく)が足 (た)りないとか、云 (い)ふ聲 (こえ)を聞 (き)くのは、正 (まさ)にこの邊 (へん)の消 (せう)息 (そく)であらうと思 (おも)う。
　この事 (じ)變 (へん)、未 (ま)だ何 (ど)處 (こ)まで擴 (くわく)大 (だい)するか、その限 (げん)度 (ど)さへも見 (み)透 (とう)しの附 (つ)かない、この事 (じ)變 (へん)を切 (き)り抜 (ぬ)けることこそ、國家 (か)の當 (たう)面 (めん)の目 (もく)標 (へう)であり、同 (どう)時 (じ)に、國民 (みん)各 (かく)自 (じ)の目 (もく)標 (へう)であることを、國民 (みん)が徹 (てつ)底 (てい)的 (てき)に自 (じ)覺 (かく)する日 (ひ)に至 (いた)つて、事 (じ)變 (へん)は始 (はじ)めて處 (しよ)理 (り)されるのであると云 (い)ふことをこの場 (ば)合 (あい)再 (ふたた)び認 (にん)識 (しき)する必 (ひつ)要 (よう)がある。


[bookmark: _Hlk500682210]『國民新報』1939年12月17日　
[主張]　興亞の基本思想[footnoteRef:26] [26:  この文章は単行本『同胞に告ぐ』には収録されていない。] 


　去 (さ)る十一月 (がつ)十八日 (にち)興 (こう)亞 (あ)院 (いん)第 (だい)二回 (くわい)委 (い)員 (いん)會 (くわい)に、興 (こう)亞 (あ)院 (いん)總 (そう)裁 (さい)が提 (てい)出 (しつ)された東 (とう)亞 (あ)新 (しん)秩 (ちつ)序 (じよ)確 (かく)立 (りつ)の基 (き)本 (ほん)思 (し)想 (そう)に關 (くわん)する諮 (し)問 (もん)答 (たふ)申 (しん)案 (あん)が、本日 (ほんじつ)十一日 (にち)滿 (まん)塲 (ぢやう)一致 (ち)可 (か)決 (けつ)されて、興 (こう)亞 (あ)院 (いん)に廻 (くわい)附 (ふ)され、實 (じつ)行 (かう)に移 (うつ)さるゝことゝなつた。
　東 (とう)亞 (あ)新 (しん)秩 (ちつ)序 (じよ)の根本 (こんぽん)性格 (せいかく)として、（一）東 (とう)亞 (あ)の共 (きよう)同 (どう)防 (ぼう)衛 (えい)、（二）帝 (てい)國 (こく)主 (しゆ)義 (ぎ)的 (てき)機 (き)構 (こう)の廢 (はい)絶 (ぜつ)、（三）アジア的 (てき)共 (きよう)同 (どう)體 (たい)制 (せい)の樹 (じゆ)立 (りつ)、（四）新 (しん)東 (とう)方 (ほう)文 (ぶん)化 (くわ)の昂 (こう)揚 (よう)が擧 (あ)げられて居 (を)り、新 (しん)經 (けい)濟 (ざい)體 (たい)制 (せい)としては歐 (おう)米 (べい)の帝 (てい)國 (こく)主 (しゆ)義 (ぎ)的 (てき)搾 (さく)取 (しゆ)支 (し)配 (はい)を排 (はい)除 (じよ)するとともに、日 (につ)本 (ぽん)自 (みづか)らの利 (り)己 (こ)的 (てき)獨 (どく)占 (せん)活 (くわつ)動 (どう)を抑 (よく)制 (せい)し、列 (れつ)國 (こく)の植 (しよく)民 (みん)地 (ち)的 (てき)貪 (どん)欲 (よく)の擅 (せん)塲 (ぢやう)としての支那 (しな)を轉 (てん)じて、東 (とう)亞 (あ)諸 (しよ)民 (みん)族の共 (けう)榮 (えい)の樂 (らく)土 (ど)たらしむることを以 (もつ)て、東 (とう)亞 (あ)新 (しん)經 (けい)濟 (ざい)秩 (ちつ)序 (じよ)の眼目 (がんもく)とせねばならぬ[、]と云 (い)ひ、支那 (しな)に關 (くわん)しては、名 (めい)實 (じつ)共 (とも)に近 (きん)代 (だい)的 (てき)獨 (どく)立 (りつ)國 (こく)家 (か)としての資 (し)格 (かく)を具 (ぐ)備 (び)せしむることは、東 (とう)亞 (あ)樞軸 (すうじく)の一柱 (ちう)として、新 (しん)秩 (ちつ)序 (じよ)を分 (ぶん)擔 (たん)せしむるに缺 (か)くべからざる要件 (ようけん)とある。
　次 (つぎ)に國 (こく)家 (か)目 (もく)的 (てき)に關 (くわん)しては、支 (し)那 (な)事 (じ)變 (へん)遂 (すい)行 (こう)による、膨 (ぼう)大 (だい)なる犠 (ぎ)牲 (せい)において、日 (につ)本 (ぽん)の求 (もと)むるところは、領 (れう)土 (ど)や賠 (ばい)償 (しやう)ではなく、實 (じつ)に東 (とう)亞 (あ)新 (しん)秩 (ちつ)序 (じよ)の建設 (けんせつ)にあるが、これがゆゑんは、一民 (みん)族の征 (せい)服 (ふく)と強 (けう)力 (りよく)支 (し)配 (はい)の方途 (ほうと)は、日本民 (につぽんみん)族の腦 (のう)奥 (おく)に内在 (ないざい)する皇 (こう)道 (どう)的 (てき)至 (し)上 (じょう)命 (めい)令 (れい)に適 (てき)合 (ごう)しないからである。蓋 (けだ)し『ウシハク』[footnoteRef:27]にあらずして『シラス』[footnoteRef:28]ことを以 (もつ)て本 (ほん)義 (ぎ)とすることは、わが皇 (こう)道 (どう)の根 (こん)本 (ぽん)原 (げん)則 (そく)であり、同 (どう)時 (じ)に支 (し)那 (な)王 (おう)道 (どう)の理 (り)想 (そう)でもあるからであると云 (い)ひ、更 (さら)に一歩 (ぽ)を進 (すゝ)めて、〝民 (みん)族主 (しゆ)義 (ぎ)發 (はつ)達 (たつ)以 (い)後 (ご)の近 (きん)代 (だい)世 (せ)界 (かい)において、民 (みん)族主 (しゆ)義 (ぎ)を輕 (けい)視 (し)するは危 (き)險 (けん)多 (おほ)き世 (せ)界 (かい)政 (せい)策 (さく)なるを以 (もつ)て、わが日 (につ)本 (ぽん)の世 (せ)界 (かい)經綸 (けいりん)は、必 (ひつ)然 (ぜん)諸 (しよ)民 (みん)族の自 (じ)主 (しゆ)的 (てき)聯 (れん)合 (がふ)の指 (し)導 (どう)者 (しや)たるべき方向 (ほうかう)によるべきである″となつて居 (ゐ)る。 [27:  「ウシハク（領く）」は「自分のものとして領有する」の意。]  [28:  「シラス（知らす）」は「お治めになる」の意。] 

　以 (い)上 (ぜう)が興 (こう)亞 (あ)院 (いん)委 (い)員 (いん)會 (くわい)の答 (たふ)申 (しん)案 (あん)たる、東 (とう)亞 (あ)新 (しん)秩 (ちつ)序 (じよ)建 (けん)設 (せつ)の基 (き)本 (ほん)思 (し)想 (そう)をなすものであるが、同 (どう)時 (じ)に帝 (てい)國 (こく)の國 (こく)家 (か)目 (もく)的 (てき)即 (すなは)ち帝國 (ていこく)の精神 (せいしん)の宣言 (せんげん)でゞもある。
　かゝる道 (どう)義 (ぎ)的 (てき)國 (こく)家 (か)意 (い)思 (し)の表 (へう)明 (めい)は、實 (じつ)に歴 (れき)史 (し)上 (ぜう)に類 (るい)例 (れい)のないことであつて、かの歐 (おう)米 (べい)人 (じん)乃 (ない)至 (し)歐 (おう)米 (べい)の利 (り)益 (えき)社 (しや)会 (くわい)思 (し)想 (そう)に感 (かん)染 (せん)して居 (を)る者 (もの)共 (とも)には、その眞 (しん)意 (い)が解 (わか)らないかも知 (し)れない。これをしも彼 (かれ)等 (ら)一流 (りう)の見 (けん)解 (かい)によつて、いはゆる外 (ぐわい)交 (かう)的 (てき)辭 (じ)令 (れい)の如 (ごと)く曲 (きよく)解 (かい)するかも知 (し)れない。しかしながら今 (こん)後 (ご)の帝 (てい)國 (こく)の實 (じつ)踐 (せん)によつて、これ等 (ら)の意思 (いし)表明 (へうめい)が、讀 (よ)んで字 (じ)の通 (とほ)りで一點 (てん)の修 (しゆ)飾 (しよく)もなき、眞 (しん)意 (い)そのものであることを示 (しめ)す日 (ひ)が遠 (とほ)くないであらう。日 (につ)本 (ぽん)の皇 (こう)道 (どう)の何 (な)んたるかを天 (てん)下 (か)にしらすことが即 (すなは)ち世 (せ)界 (かい)を救 (すく)ふことでなくてはならない。
　吾 (われ)等 (ら)國 (こく)民 (みん)たるもの、先 (ま)づ皇 (こう)道 (どう)の眞 (しん)髄 (ずい)を體 (たい)して、一人 (り)一人 (り)この精 (せい)神 (しん)に生 (い)き、この精 (せい)神 (しん)の具 (ぐ)現 (げん)者 (しや)でなくてはならない。そして先 (ま)づ、アジアの諸民 (しよみん)族に、この尊 (たふと)い精 (せい)神 (しん)をば悟 (ご)得 (とく)、體 (たい)得 (とく)せしむる役 (やく)割 (わり)は、實 (じつ)は吾 (われ)等 (ら)國 (こく)民 (みん)銘 (めい)々の責 (せき)務 (む)であることを自 (じ)覺 (かく)せねばならぬ。


[bookmark: _Hlk500682258]『國民新報』1939年12月24日　
[主張]　改姓改名に就て[footnoteRef:29] [29:  この文章は単行本『同胞に寄す』には収録されていない。] 


　愈 (いよ)々新 (しん)春 (しゆん)から氏 (うぢ)の実 (じつ)施 (し)を見 (み)ることになつた。氏 (うぢ)の制 (せい)度 (ど)は國 (こく)家 (か)でなすことであるが、改 (かい)姓 (せい)だけは人 (じん)民 (みん)の自 (じ)由 (ゆう)意 (い)思 (し)に任 (ま)かされて居 (ゐ)る。であるから、戸 (こ)主 (しゆ)なるものから何 (なん)等 (ら)の届 (とどけ)出 (で)がなければ在 (ざい)來 (らい)の支 (し)那 (な)風 (ふう)の姓 (せい)が自 (じ)動 (どう)的 (てき)に氏 (うじ)と定 (さだ)まることゝなつて居 (を)る。つまり改 (かい)姓 (せい)を願 (ねが)はぬものは、在 (ざい)來 (らい)の姓 (せい)その儘 (まま)で好 (い)いわけである。
　併 (しか)しながら、吾 (われ)々は國 (こく)家 (か)が改 (かい)姓 (せい)を許 (ゆる)した精 (せい)神 (しん)を、篤 (とく)と吟 (ぎん)味 (み)しなければならない。若 (も)しも改 (かい)姓 (せい)の必 (ひつ)要 (よう)を認 (みと)めないものとすれば、改 (かい)姓 (せい)を許 (ゆる)すと云 (い)ふ様 (やう)な法 (ほう)令 (れい)を出 (だ)さう筈 (はず)がないではないか。自 (じ)發 (はつ)的 (てき)とは云 (い)ひながら、改 (かい)姓 (せい)の必 (ひつ)要 (よう)を認 (みと)めればこそ、改 (かい)姓 (せい)に關 (くわん)する法 (ほう)令 (れい)を出 (だ)したのである。然 (しか)らばその必 (ひつ)要 (よう)とはなんであるか。
　一言 (げん)にして云 (い)へば、内 (ない)鮮 (せん)一體 (たい)の趣 (しゆ)旨 (し)からであつて、非 (ひ)本 (ほん)質 (しつ)的 (てき)な、即 (すなは)ち可 (か)變 (へん)的 (てき)な凡 (す)べてのものを統 (とう)一しやうとするもので、これは國 (こく)家 (か)的 (てき)見 (けん)地 (ち)からもさうであるが、朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)各 (かく)個 (こ)人 (じん)の立 (たち)場 (ば)から見 (み)て、ありがたいことであり、望 (のぞ)ましいことである。而 (しか)してこの可 (か)變 (へん)的 (てき)なものゝ中 (なか)で、最 (もつと)も目 (め)に立 (た)ち、而 (しか)も變 (か)へるのに毫 (ごう)も痛 (つう)苦 (く)を感 (かん)じないものが姓名 (せいめい)である。この支 (し)那 (な)式 (しき)の姓 (せい)名 (めい)が、一見 (けん)或 ([ある])差 (さ)別 (べつ)を示 (し)唆 (さ)して、内 (ない)鮮 (せん)一體 (たい)の感 (かん)情 (ぜう)を殺 (そ)ぐことが夥 (おびただ)しい。かゝる差 (さ)別 (べつ)感 (かん)から來 (く)る不利 (ふり)を受 (う)けるものは、朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)自 (じ)身 (しん)なること論 (ろん)を俟 (ま)たない。いつそのこと思 (おも)い切 (き)つて、姓 (せい)名 (めい)をば日 (につ)本 (ぽん)式 (しき)に更 (あらた)めやうではないか、と云 (い)ふのがこの法令 (ほうれい)の精神 (せいしん)でなければならぬ。強 (けう)制 (せい)的 (てき)でなく、自 (じ)發 (はつ)的 (てき)にと云 (い)ふのは、吾 (われ)々の自 (じ)由 (ゆう)意 (い)志 (し)を尊 (そん)重 (ちよう)する、國 (こく)家 (か)のありがたさであつて、決 (けつ)して改 (かい)姓 (せい)をせぬでも好 (よ)いと云 (い)ふ意 (い)味 (み)ではない筈 (はず)である。
　或 (あるひ)は云 (い)ふだらう。如 (い)何 (か)に朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)が内 (ない)地 (ち)式 (しき)の氏 (し)名 (めい)を名 (な)乗 (の)ればとて、直 (ただ)ちに内 (ない)地 (ち)人 (じん)同 (どう)様 (よう)になれるものではないと。原 (げん)籍 (せき)を内 (ない)地 (ち)に置 (お)くことも許 (ゆる)されず、兵 (へい)役 (えき)も參 (さん)政 (せい)權 (けん)も、又 (また)は加 (か)俸 (ぼう)も許 (ゆる)されるものではないと。それは正 (まさ)にその通 (とほ)りである。併 (しか)し内 (ない)鮮 (せん)の完 (くわん)全 (ぜん)なる平 (びやう)等 (どう)の一歩 (ぽ)前進 (ぜんしん)であることだけは、論 (ろん)者 (じや)と云 (い)へども否 (いな)めないであらう。それで好 (よ)いではないか。一歩 (ぽ)前進 (ぜんしん)だけで十分 (ぶん)價 (ね)値 (うち)があるではないか。
　それのみではない。改 (かい)姓 (せい)届 (とどけ)出 (い)で期 (き)限 (げん)が昭 (せう)和 (わ)十五年 (ねん)六月 (がつ)までゝあるが、その期 (き)限 (げん)が切 (き)れて後 (のち)に始 (はじ)めて、改姓 (かいせい)の後 (おく)れたことを後 (こう)悔 (かひ)する様 (やう)になる事 (こと)は明 (あきら)かである。曾 (かつ)て林 (りん)野 (や)の所 (しよ)有 (いう)權 (けん)の届 (とどけ)出 (で)を或 (あるひ)は怠 (おこた)り或 (あるい)は故 (こ)意 (い)に回 (くわい)避 (ひ)するものさへあつて、あたら先 (せん)祖 (ぞ)代 (だい)々の遺 (い)産 (さん)を國 (こく)有 (いう)にされてから後 (あと)の祭 (まつ)りに騒 (さわ)ぎ出 (だ)したこともあつた。今 (こん)度 (ど)の改 (かい)姓 (せい)改 (かい)名 (めい)に就 (つ)いても、その全轍 (ぜんてつ)を繰返 (くりかへ)さない様 (やう)にすべきである。國 (こく)家 (か)のありがたき精神 (せいしん)をば、猜 (さい)疑 (ぎ)なく、素 (す)直 (なほ)に受 (う)け入 (い)れやうではないか。
　近 (きん)來 (らい)新 (しん)聞 (ぶん)紙 (し)上 (ぜう)に改姓 (かいせい)の記事 (きじ)がぽつぽつ見 (あら)はれる様 (やう)になつたことは、誠 (まこと)に結 (けつ)構 (こう)であるが、主 (おも)に舊 (きう)姓 (せい)や慣 (くわん)習 (しう)にこだわつて居 (を)る様 (やう)である。金 (きん)海 (かい)金 (きん)氏 (し)が金 (きん)海 (かい)と更 (あらた)めたり河 (か)東 (とう)鄭 (てい)氏 (し)が河 (か)東 (とう)と更 (あらた)める様 (やう)なもので、祖 (そ)先 (せん)を忘 (わす)れまいとする精神 (せいしん)としては一應 (おう)肯 (うなづ)けぬでもないが、寧 (むし)ろ國 (こく)民 (みん)としての新 (しん)出 (しゆつ)發 (ぱつ)の意 (い)気 (き)を示 (しめ)して、思 (おもひ)切 (き)つて日 (につ)本 (ぽん)的 (てき)な氏 (し)名 (めい)にして欲 (ほ)しいものである。具 (ぐ)氏 (し)の丘 (おか)氏 (し)の如 (ごと)く、林 (はやし)氏 (し)、南 (みなみ)氏 (し)の如 (ごと)く、舊 (きう)姓 (せい)を或 (ある)程 (てい)度 (ど)まで保 (ほ)留 (りう)するのに都 (つ)合 (がふ)の好 (よ)いものは兎 (と)も角 (かく)、さうでないものは、高山 (たかやま)、北村 (きたむら)の如 (ごと)く寧 (むし)ろその故 (こ)郷 (けふ)に因 (ちな)んだ日 (につ)本 (ぽん)風 (ふう)の姓 (せい)にすべきであり、名 (な)も一郎 (ろう)、太 (た)郎 (ろう)、三郎 (ろう)、武 (たけ)雄 (を)、文 (ふみ)夫 (を)、雪 (ゆき)子 (こ)、花 (はな)子 (こ)の様 (やう)に思 (おも)ひ切 (き)つて日 (につ)本 (ぽん)式 (しき)にすべきである。中 (ちう)途 (と)半 (はん)端 (ぱ)なものにする必 (ひつ)要 (よう)はないではないか。


[bookmark: _Hlk500682342]『國民新報』1939年12月24日
[冬季雜筆]　歳暮雜感　　
李光洙

　私 (わたし)は春 (はる)とか秋 (あき)とか云 (い)ふ、季 (き)節 (せつ)のうつりかはりは人並 (なみ)に感 (かん)ずるつもりですが、歳の始 (はじめ)とか暮 (くれ)とか云 (い)ふ様 (やう)なことには殆 (ほとん)ど興 (けう)味 (み)を失 (うしな)つて了 (しま)ひました。何時 (いつ)頃 (ころ)からさうなつたのかと、お聴 (き)きになっても、一寸お答 (こたへ)に窮 (きう)しますが、もう餘 (よ)程 (ほど)前からの様 (やう)であります。
　子供 (ども)の時にお正月が待 (ま)ち遠 (とほ)しかつたのは云 (い)ふまでもありませぬ。何故 (ぜ)お正月が待遠 (まちとほ)しかつたのか、それは童心 (どうしん)に共通 (けうつう)な所でありませうが、私 (わたし)等は無性 (せう)にお正月を嬉 (うれ)しがる方でありました。ところが今では殆 (ほとん)ど、そんなものに興 (けう)味 (み)がないのです。
　數 (すう)年前に一度、病 (べう)院 (いん)で除 (じよ)夜 (や)の鐘 (かね)を聴 (き)きながら一人 (り)で歌 (うた)を詠んだりしたことがありました。見舞 (まひ)に贈 (おく)られた、松 (せう)竹 (ちく)梅 (ばい)の鉢 (はち)が綻びて、微 (かす)かな薫を發 (はつ)して居 (を)りました。これが私 (わたし)に取つて、最 (さい)近 (きん)の除 (じよ)夜 (や)の思出であります。
　三寒 (かん)四温 (おん)が繰 (くり)返 (かへ)したり、雪 (ゆき)が降 (ふ)つたり、街 (がい)路 (ろ)に雪 (ゆき)融けがしたりして居 (を)ります。晝 (ひる)には太陽 (たいよう)が上り、夜 (よ)空 (そら)には星 (ほし)がきらめきます。歳 (せい)暮 (ぼ)だからと云 (い)つて何んの變 (へん)哲 (てつ)もありませぬ。
　家内が病 (べう)氣 (き)で、酷 (ひど)く苦 (く)痛 (つう)をして居 (を)りますが、大晦日だと云ふんで病 (べう)氣 (き)がけろりと直るとも思 (おも)へませぬ。風邪で熱 (ねつ)を出した、子供 (とも)達 (たち)の熱 (ねつ)が収 (おさ)まりました。彼 (かれ)等は、今いくつ寝 (ね)たらお正月だ、お正月になれば、八つになるんだ、六つになるんだ、おにいちやんが十二歳 (さい)になるんだと、日に何回 (くわい)ともなく議 (ぎ)論 (ろん)に花 (はな)を咲 (さ)かせます。併 (しか)し母 (はは)が病 (べう)氣 (き)と來て居 (ゐ)るから、彼 (かれ)等にはお雜 (ざう)煮 (に)や新 (あたら)しいおべゝも何 (ど)うかと氣 (き)遣 (づか)はれます。
　年末 (まつ)風景 (ふうけい)――もつとも都 (と)市だけですが――の代 (だい)表 (へう)とも云 (い)ふべき景 (けい)品 (ひん)附大賣出と云 (い)ふ物が、今年 (とし)はないさうです。時節 (せつ)柄 (がら)の自 (じ)肅 (しゆく)だと受け取れますが、それにしても毎日贈 (ぞう)答 (とう)品 (ひん)の賣 (うり)上高は、遙 (はるか)に昨 (さく)年のそれを越 (こ)して居 (ゐ)ると新聞 (ぶん)が云 (い)つて居 (ゐ)るのは、笑 (わら)つて好 (よ)いことやら、泣 (な)いて好 (よ)いことやら。まだまだ駄目 (だめ)ですねと云 (い)ふべきだらうと思 (おも)ひます。
　先日御飯 (ごはん)が切 (きれ)て困 (こま)つたことがありました。得 (とく)意 (い)の米 (こめ)屋 (や)を二軒 (けん)も捜 (さが)したが一升 (せう)も得 (え)られぬので、已 (や)むなく粘米を買つて來て、凡二日間お硬 (こわ)で暮 (く)らしたまでは好 (よ)かつたが、やつと熱 (ねつ)の下 (さ)がりかけた子供 (とも)達 (たち)の熱 (ねつ)が上がつたので閉口 (へいこう)いたしました。お硬 (こわ)を食べると子供 (とも)は熱 (ねつ)を出すと云 (い)ふことを醫 (い)者 (しや)たる家内から聴 (き)かされてはふはふの態で町中を驅 (かけ)廻 (まは)つて、やつといくらかのお米にありつきました。これも歳暮 (せいぼ)風景 (ふうけい)でしょうか。
　友 (いう)人から贈 (おく)られた水 (すい)仙 (せん)が、もう四寸も五寸も青 (あお)々と延 (の)びて居 (ゐ)ます。花 (はな)を着 (つ)けるのも間 (ま)もないことぢやないでせうか。一體 (たい)水 (すい)仙 (せん)なんて、私 (わたし)の様 (やう)なものにふさはしい花 (はな)ではありませぬ。一體 (たい)私 (わたし)をなんと思 (おも)つて、あんな上品 (ひん)な、貴 (き)族 (ぞく)的 (てき)な花 (はな)を送 (おく)つてくれたのか、その友 (いう)人の氣 (き)が知 (し)れませぬ。私 (わたし)には精 (せい)々野 (の)菊 (ぎく)や甘 (あま)菊 (ぎく)ですね。昨 (さく)年も入院 (いん)中に、チウリツプだの、ヒヤシンスだの、百合 (ゆり)だの、グラヂオラスだの、柄 (がら)にもない花 (はな)供 (く)養 (よう)を受けました、いづれも私には緣 (えん)の遠 (とほ)いものでありました。たゞ北漢 (かん)山の、未 (ま)だ氷 (こほり)も融けぬ谷 (たに)間 (ま)から取つて來たと云 (い)ふ猫 (ねこ)柳 (やなぎ)だけは懐 (なつ)かしいと思ひましたので、歌 (うた)を詠 (よ)んだこともありました。猫 (ねこ)柳 (やなぎ)は歳 (せい)暮 (ぼ)には、かゝはりのないものでせうね。
　今年は燃 (ねん)料 (れう)節 (せつ)約で、學 (がく)校 (こう)の冬 (とう)期 (き)休 (きう)暇 (か)が長 (なが)くなると云 (い)ふので、小 (せう)學 (がく)四年の男の子が、思 (おも)ふ存 (ぞん)分スケートが出來るんだと力んでをります。あれもどうしたことか、お正月そのものには大して興 (けう)味 (み)を持たぬ様 (やう)です。要するに朝鮮 (せん)の家庭 (てい)では、借 (しやく)金を通 (とほ)して以 (い)外 (ぐわい)には、歳 (とし)の暮 (くれ)や始 (はじめ)を感 (かん)じなくなつたのではないでせうか。所謂 (いはゆる)お節 (せつ)句 (く)氣 (き)分が、隨 (ずい)分永 (なが)く、朝鮮 (せん)の家庭 (てい)からは消 (せう)失 (しつ)した様 (やう)に思 (おも)はれます。
　神 (しん)宮 (ぐう)神 (しん)社 (しや)では大祓 (はらひ)と云 (い)ふ行 (げう)事がありますね。年二回 (くわい)六月晦日 (みそか)と大晦日 (みそか)とに、神 (しん)前に於 (お)いて過 (くわ)去半 (はん)歳 (さい)間の身や心 (こころ)のけがれを祓って頂 (いたゞ)くことであるが、さうすれば、元旦 (たん)には『あな手押し』『あなさやけし』[footnoteRef:30]の清 (きよ)き心 (こころ)で、新規 (き)播き直しの生活 (くわつ)を始めると云 (い)ふことになつて歳 (せい)暮 (ぼ)とか新年とか云 (い)ふ意義 (いぎ)が、それこそはつきりと意義 (いぎ)を持つて參りませう。しくじりがちの我 (わが)身、けがれ通 (とほ)しの我 (わ)が身、何時までもくよくよと懺 (ざん)悔 (げ)の憂鬱 (ゆううつ)さだけでは始 (はじ)まらぬ。昨 (さく)日祓つて頂 (いたゞ)いたのだ、今日からはさやけき此 (こ)の身なのだ、と出直すことは、人間として誠 (まこと)に必 (ひつ)要なことだと思 (おも)ひます。かう云 (い)ふ宗 (しう)教 (けう)的 (てき)な觀 (くわん)點 (てん)からすれば、歳 (せい)暮 (ぼ)は誠 (まこと)に意 (い)義 (ぎ)の深 (ふか)いもので、この一年中の我 (わ)が身の負債 (おひめ)を、物 (ぶつ)質 (しつ)的 (てき)であらうと、精 (せい)神 (しん)的 (てき)であらうと、すつかり返濟 (へんさい)し盡 (つく)して、一厘 (りん)一毛 (もう)をも新年には持ち越 (こ)さないと云ふ心 (こころ)掛 (かけ)は誠 (まこと)に望 (のぞ)ましく奥 (おく)床 (ゆか)しいものの様 (やう)に思 (おも)はれます。借 (か)りたものも返 (かへ)す、悪 (わる)かつたものもあやまりお詫 (わび)をする、そして人間の悲 (かな)しさに、自 (じ)分では意 (い)識 (しき)なしに犯 (おか)した諸 (もろ)々のけがれ、諸 (もろ)々の曲 (まが)事までも神 (かみ)に祓つて頂 (いたゞ)いて、湯 (ゆ)上りの様 (やう)な綺 (き)麗 (れい)さつぱりした心 (こころ)持になつて、除 (じよ)夜 (や)の鐘 (かね)に耳を澄 (す)ましつゝ、銘 (めい)々のお宗 (しう)旨 (し)にしたがつて、或 (あるひ)は神 (かみ)に、或 (あるひ)は佛 (ほとけ)に、じつと祈 (いの)り込 (こ)む、これは實 (じつ)に結 (けつ)構 (こう)な、嬉 (うれ)しいことだと思 (おも)ひます。 [30:  「あな、たのし（ああ楽しい）」、「あな、さやけし（ああ清らかだ）」は、日本神話で天照大神が天岩戸から出て世界に光がもどったときに神々の発した言葉。] 

　これで編 (へん)集 (しう)子の命 (めい)ぜられた歳暮雜 (せいぼざつ)感 (かん)の責 (せめ)が塞 (ふさ)げますか。御免 (めん)下さい。







